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半田原遺跡の出土遺物



茨城県は，長期的な展望のもとにタ　県立の基盤整備を行ってお

ります。道路網につきましても　県立鮒分構想の具体化や円滑な

都市交通確保を図るなど，ゆとりある社会の実現をめざして快適

な道路の整備を進めております。

一般県道石岡つくば線道路改段工事は芦　この整備事業に伴いタ

八郷町か桜地区の交通渋滞の緩和を目的として計画されたもの

でタ　その予定地内には埋蔵文化財の包蔵地である半田原遺跡が確

認されております。

このたびタ　財団法Å茨城県教育財団はぎ　茨城県から埋蔵文化財

発掘調査事業についての委託を受け　平成　年相月から平成　年

3月にかけてタ　一般県道石岡つくば線道路改廃工事地内に所在す

る前記遺跡の発掘調査を実施いたしました。

本書はタ　半田原遺跡の調査成果を収録したものであります。本

書が学術的な研究資料としてはもとよ勘　教育　文化の向上の一

助として活用されますことを希望いたします。

なおタ　発掘討査及び整理作業を進めるにあた勘　委託者である

茨城県はもとよりタ　茨城県教育委員会，八郷町教育委盛会をはじ

めタ　関係各機関及び関係各位からタ　ご指導，ご協力を賜りました

ことに対しタ　衷心より感謝の意を表します。

平成9年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年10月から平成8年3月まで発掘調査

を実施した，新治郡八郷町大字半田字原752－2ほかに所在する半田原遺跡の発掘調査報告書である。

2　半田原遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。
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主　 任　 調　 査　 員 仙　 波　　　 亨 平成 8年10月～平成 9年 3月　 整理 ⑳執筆 ◎編集



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり言日石器時代遺物については，千葉県立中央博物館の橋本勝雄氏に御指導をいただい

た。関東ローム層の分析は，パリノ◎サーヴェイ株式会社に依頼した。分析結果は，付章として報告する。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

6　遺跡の概略
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ふ　 り　が　 な

所　 収　遺　 跡
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所　　　 在　　　 地

コー ド 北　 緯 東　 経 調 査期間 調査面積 調 査 原 因
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半 田 原遺 跡
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茨城県新治郡八郷町
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大字半田字原752－2

ほか

08463－60 36度

12分

12秒

140度

12分

47秒

19951001・

～

19960331

7．703m 2 一般県道石

岡つくば線

道路改旦工

事に伴う発

掘調査

所収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　な 遺 構 主　 な　遺　物 特　　 記　　 事　　 項

半田原遺跡 集落跡 旧石器

縄文時代

石器集中地点3 ナイフ形石器，礫 旧石器時代から平安時代の集落

か所

竪穴住居跡1軒

乳　 ハンマー，台

石，砥石，石核，

剥片

縄文式土器

跡及び近世の墓跡等の複合遺跡で

ある。

特に旧石器時代の遺物は，ナイ

フ形石器，ハンマー，台石　 砥石

古墳時代 竪穴住居跡3 軒 土師器，須恵器 などの石器類の他に多量の剥片が

奈良◎平 竪穴住居跡33軒 土師器，須恵器 出土している。遺物総数は1800

安時代

中・近世

道路状遺構 1条

地下式壌　 1 基

溝　　　　 2 条

墓壕　　 10基

掘立柱建物跡

2 棟

柵列　　 3 か所

塚　　　　 1 基

土坑　　　 84基

灰軸陶器∴砥石

紡錘車，瓦

煙管，古銭

点にもおよび，石器の製作跡と考

えられる。



凡

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第IX系座

標を原点とし，Ⅹ軸＝22，440m，Y軸＝33，040m

の交点を基準点（B2al）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，こ

の大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四

方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，

2，3‥＝‥とし，「Al区」，「B2区」のように呼称し

た。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

CH…・j，西から東へ1，2，3……0とし，名称は，

大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」

のように呼称した。

2遺構・遺物・土層に使用した記号は，次のとおり

例

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

81 2 3 4 5 6 7 8 9 0 ⑥

b

c

d

e

ー

g

h

l

l

■
■

第1図　調査呼称方法概念図

である。

遺構　　　住居跡rSI　　土坑－SK　　清一SD　　塚－TM　　掘立柱建物跡－SB

道路跡－SF　　柵列－SA　　炉穴（ファイアーピット）－FP　　不明遺構－SX

遺物　　　土器－P　　土製品－DP　　石製晶qQ　　金属製品・古銭－M

土層　　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

粘土・繊維

●　土器　　　　□　石器・石製晶　　　　★　土製品　　　　△　金属製品　　　　▲　拓本記録土器

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著日本色研事業株式会

社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／4等と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表

示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径とし，単位は

cmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。



纏　遺物観察表の備考の欄は　土器の残存載　実測津　番号　出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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第五章　訝査経緯

第且節　調査に至る経過

茨城県では21世紀に向け，県土の基盤整備推進の方針のもと，県土60分構想の具体化や円滑な都市交通の確

保を図るなど，ゆとりある社会の実現を目指して快適な道路の整備を進めている。一般県道石岡つくば線道路

改良工事も，こういった趣旨に沿って計画されたものである。近年，県立フラワーパークの人気とともに小桜

地区内の交通量も増加し，これに伴い当地区の道路改良工事は交通量の緩和のために計画されたものである。

平成6年6月24日，茨城県（土浦土木事務所）は，茨城県教育委員会に対し，一般県道石岡つくば線道路改

良工事予定地内における埋蔵文化財の有無について照会した。茨城県教育委員会は，同年7月8日に現地踏査

を実施し，工事予定地内に半田原遺跡が所在することを確認し，遺跡の取り扱いについて茨城県教育委員会と

協議されたい旨回答した。そこで平成7年3月6日以降茨城県教育委員会は，茨城県（土浦土木事務所）と遺

跡の取り扱いについて協議を重ね，その結果，現状保存が困難であることから，同年3月8日，茨城県教育委

員会から茨城県土木部宛に，半田原遺跡を記録保存とする旨を回答し，調査機関として，財団法人茨城県教育

財団が紹介された。

茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成7年10月1日から平

成8年3月31日にかけて，半田原遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

半田原遺跡の発掘調査は，平成7年10月1日から平成8年3月31日までの6か月にわたって実施した。以下

調査経過について，その概要を月ごとに記述する。

10月

11月

12月

1月

2月

発掘調査を開始するため，現場倉庫の設置，調査器材の搬入等の諸準備とともに，調査区内の上物

の除去を行った。16日に発掘調査の円滑な推進と安全を祈願して，鍬入れ式を挙行した。調査区が細

長いので，調査区内を横切る道路によって3つの区に分け，東側から順にA区，B区，C区と呼称し

た。17日からA区にトレンチを設定し，遺構の確認調査を実施した。A区第1トレンチのローム層中

から，旧石器と思われる安山岩製の剥片類が出土した。

6日から調査の効率を上げるため，重機を導入し，表土の除去を行い，平行して遺構の確認作業を

実施した。旧石器集中地点3か所，竪穴住居跡37性　土坑94基，溝2条，地下式壕1基，炉穴6基，

道路状遺構1基，柵列3か所，掘立柱建物跡2棟，塚1基を確認した。20日から遺構の本調査をA区

から開始した。A区南東部はかなりの部分が撹乱されていた。

住居跡20軒，土坑31基，道路状遺構，据立柱建物跡1棟を調査，据立柱建物跡の北西部を中心に6

～15号の土壌を調査した。いずれの土壌中からも人骨が出土し，26日宝蔵寺で人骨の埋葬及び供養を

実施した。

5日から，B区に調査の主体を移す。22号住居跡から灰和の小形長頸壷及び須恵器壷G類が出土し

た。23日からC区の調査に入った。

調査の主体を再びA区に戻し，旧石器集中地点の調査を開始した。遺物の集中地点が3か所あり，
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これを第1◎2◎3の3つの集中地点として調査を進めた。剥片類が大多数を占め，石器の製作跡的

な色彩が強いものと思われる。28日航空写真撮影を行った。

3月　　引き続きA区旧石器集中地点の調査を継続する。台石，ハンマー，砥石等，石器製作に必要な道具

類が出土した。16日に当遺跡の現地説明会を開催し，29日までに現地調査を終了した。

主＿＿：＿－こ
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第2葦　位置と環境

第温節　地理的環境

半田原遺跡は，茨城県新治郡八郷町大字半田字原752－2ほかに所在している。八郷町は，茨城県のほぼ中央部，

新治郡の北部に位置し，八溝山脈に属する筑波，足尾，加波，吾国，難台，愛宕の各連峰に囲まれ，概して起

伏の多い盆地を呈する。東方は，東茨城郡の美野里町，石岡市，千代田町と接し，南は筑波山（標高876m）を

隔てて筑波郡と境し，西は足尾山（628m），加波山（709m）の峰つづきで真壁郡真壁町と接し，北は，吾国山

（516m），難台山（553m），愛宕山（306m）を境として笠間市，岩間町，岩瀬町と接している。

八郷町の地形を概観すると，八溝山地に属する筑波山塊に周囲を囲まれ，町の中央部を恋瀬川がほぼ南北に

流れる。筑波山塊は，八溝山地の南端部を占め，関東平野の中に半島状に突出し，柿間盆地を囲み東列（吾国

難台の諸山）と西列（加波，足尾，筑波の諸山）に分かれ，南北23km，東西約15kmに及ぶ。柿間を中心とした

盆地の低地以外の大部分は洪積層で，現在は畑地や松林になっている。恋瀬川，及びその支流の低地は沖積世

で一般に水田となっており，丘陵の間を樹枝状に伸びている。山地あり，台地あり，低地ありと変化にとんで

いる地形である。

半田原遺跡は，筑波山（標高876m）から南東に延びる山塊に続く台地であり，恋瀬川と小桜川によって開析

された北方に張り出す台地上に位置し，恋瀬川低地との比高は約25mとかなり高く，台地の標高は36m前後で

ある。調査区の東側は恋瀬川の低地へ急激に落ち込んで崖状を呈する。東側の恋瀬川低地は水田となっている。

調査前の現況は畑地及び栗畑であった。

参考文献

日本地誌研究所　「日本地誌」　関東地方総論1975年3月

大山年次蜂須紀夫　「茨城の地学ガイド」1991年7月

茨城県八郷町　「八郷町史」1970年7月

第2節　歴史的環境

八郷町は，恋瀬川により開析された小支谷が複雑に入り込んで，高地，台地，低地と起伏に富んだ地形であ

る。遺跡の立地もこれら小支谷をはさむ台地上に多く立地する傾向が見られる。

「茨城県遺跡地図」によると，町内には53の遺跡が確認されている。ここでは，当地域の主な遺跡について

概観する。
みなみやまぎき　　　　　　　　　　　　　　　　おみ

旧石器時代の遺跡は，八郷町東部恋瀬川支流の南山崎地区で尖頭器が，恋瀬川上流の小見地区で石刃が確認

されているのみである。発掘資料としては，当半田原遺跡＜33＞の発掘資料が唯一のものである。恋瀬川支流

の起伏に富んだ地形を考えたとき，この遺跡の発見が契機となり今後数多く発見される可能性は非常に高いも

のと思われる。
しもはやし

縄文時代の遺跡としては，恋瀬川左岸の林地区下林遺跡＜19＞や足尾山麓の大塚地区じょうねり遺跡，書生
よしゅう　　　　　　　　　　　　おおつか　　　　　　　　　　おやまだ

地区書生遺跡＜13＞，大塚地区大塚遺跡，小山田地区小山田遺跡＜3＞，恋瀬川支流の南山崎遺跡から早◎前
いたじき

期の土器が確認されている。中◎後期の遺跡としては，恋瀬川上流の大増地区仮数遺跡，柿岡盆地西端の書生
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みやした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうや　　　　　　　　　　　　　　やさとこうこうない　　　　　　　おどりぼう

地区宮下遺跡＜12＞，足尾山東麓の小山田地区高屋遺跡＜1＞，盆地中央部の八郷高校内遺跡＜11＞，踊坊遺
くにがみ

跡＜21＞，筑波山東麓の国神遺跡＜24＞などがあげられる。
さじ

弥生時代の遺跡としては，恋瀬川流域に確認されている。左岸の台地上では佐久地区の佐自遺跡＜9＞，右
なかみち　　　　　　　かしまだい　　　かなさし

岸の台地上では柿間の中道遺跡＜18＞，鹿島台遺跡，金指遺跡などがあり，支流域では南山崎地区の南山崎遺
あしほしょうがっこうない

跡，小屋地区の葦穂小学校内遺跡＜24＞，柿間盆地西端の書生遺跡などがあげられる。この内，後期十王台式

土器を出土する遺跡として，葦穂小学校遺跡，中道遺跡，南山崎遺跡，吉生遺跡等が知られている。

古墳時代になると，恋瀬川支流域の台地上に数多くの古墳が形成されるようになる。大型の古墳を伴う大規
まるやま　　　　　　　　　なかと　　　　　かわらい　　　　　かよの

模な古墳群は，丸山古墳群＜10＞，中戸古墳群，瓦会古墳群，加生野古墳群＜30＞の4つが著名である。丸山

古墳群＜1＞は，恋瀬川主流柿間盆地北端に位置し，昭和27年明治大学後藤守一氏によって調査され，現在県
さじづか　　　ふたごづか

指定史跡の丸山古墳をはじめ佐自塚古墳，二子塚古墳などの前方後円墳を主境としている。中戸古墳群は，恋

瀬川支流吾国山南麓に位置し，前方後円墳2基をはじめとする概して小規模な古墳群である。瓦会古墳群は恋

瀬川支流で柿間盆地北端に位置する。前方後円墳であるカブト塚を主墳として，円墳10余基から形成される古

墳群である。加生野古墳群は恋瀬川支流の川又川右岸の台地上に位置し，古墳時代後半の群集墳である。古墳

の数は100余基を数えるが開墾その他によってかなりの数が壊されてしまっている。これ以外の古墳としては，
けなしやま　　　　　　　　さかえまつ　　　　　　　　おぐら　　　　　　　　しもじゅく　　　　　　　　ほそや　　　　　　　　おさるづか

毛無山古墳群＜6＞，栄松古墳群＜7＞，小倉古墳群＜14＞，下宿古墳群＜17＞，細谷古墳群＜26＞，御中塚
あみだ　　　　　　　　　　　はらおもて　　　　　　　　つきおか　　　　　　　　とおかいづか

古墳群＜27＞，阿弥陀クボ古墳群＜28＞，原表古墳群＜29＞，月岡古墳群＜31＞，遠貝塚古墳群＜32＞などが
かきおかちゅうがっこうない

知られている。この時代の集落跡としては，柿間中学校内遺跡や中道遺跡などがあげられる。

奈良◎平安時代遺跡としては，恋瀬川流域の台地上を中心に発見されている。当時の時代背景を考えたとき，
かわらづか

恋瀬川を主な流通路として，常陸国府（石岡市）との関連遺跡である瓦塚窯跡がある。瓦塚窯跡は恋瀬川支流

の愛宕山南西斜面部に20基ほど存在する瓦窯である。うち2基が調査され，有段登窯であることが確認されて

いる。瓦は軒丸瓦，軒平瓦，平瓦で国分寺出土瓦と同種，同箔であり，官寺造営に当たり瓦類の供給地として
さん

重要な役割を果たした遺跡として，昭和12年茨城県史跡に指定されている。また，山岳寺院的色彩を帯びた山
のうだい　　　　かみやま

王台廃寺跡や上山廃寺などが筑波山東麓に発見されている。
しもじゅく

中世の遺跡◎史跡としては，恋瀬川右岸の柿間下宿火葬墓跡＜16＞，小田城主八田知家の十男八田時知が開
うわそさるかべじょう　　　　　　　　　　　　　　　　ごんげんやまじょう

城した柿間城跡＜15＞や上曾朝俊が築いた上曾猿壁城跡＜2＞，下川部政義が築いた権現山城跡，八代奨監が
かたのじょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたじきさんだいかくじ

築いた片野城跡＜20＞などの他に，親鸞聖人「関東教化中法難の遺跡」として知られる板敷山大覚寺などがあ

げられる。

参考文献

の八郷町誌編さん委員会『八郷町誌』1970年7月

e茨城県史編さん原始古代史部会『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』1974年2月

e茨城県史編纂会『茨城県史　中世編』1976年3月

e茨城県史編さん第一部会『茨城県史料　考古資料編　先土器◎縄文時代』1979年3月

◎茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』1990年3月

◎茨城県史編集会『茨城県史料　考古資料編　弥生時代』1991年3月

◎茨城県史編集会『茨城県史料　考古資料編　奈良e平安時代』1995年3月
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表温　半田原遺跡周辺遺跡一覧表

番

［＝コ号

遺　跡　名
県遺跡

時　　　　　　 代
番

に3号

遺　跡　名
県遺跡

時　　　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥　 古　 奈 鎌 江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈 鎌
倉

●
室
町

江

戸

番　 号
良
○
平

生　 墳　 安

倉
●
室
町

番　 号
良

○
平
安

1 高　屋　遺　跡 1976 ○ 18 中　道　遺　跡 1982 （⊃

2 上曽猿壁城跡 2002 ○ 19 下　林　遺　跡 2859 ○

3 小 山田遺 跡 2864 ○ 20 片　野　城　 跡 2001
。 i

4 芦穂小学校内遺跡 1979 ○
i

21 踊　坊　遺　 跡 4009 ○

5 備　 中　遺　 跡 1980 （〕
！

22 大塚 山古墳 1986 ○

6 毛無山古墳群 1992 （⊃ 23 下　宿　遺　跡 1981
！

○

7 栄松 古墳群 1987
i 可

24 国　神　遺　跡 1983 ○

8
瓦 塚 窯 跡i

2007
！ 回 目

25 諏 訪 山古墳 1995 ○

9
佐 自 遺 跡！

1973
！。

○ 26 細 谷古墳群 1996 ○

10
丸 山古墳群！

2005 ○ 27 御中塚古墳群 1993 ○

H 八郷高校内遺跡 1977 （⊃
i

28 阿弥陀クボ古墳群 1994
i

○

12 宮下 古墳群 1984
！ 。 ‖

29 原表古墳 群 1991
回 ！ i

13 吉　生　遺　跡 2862
i。

30 加生野古墳群 1997
l l l

O
l i

温4 小 倉古墳群 1988 ○ 31 片岡古墳群 1990 ○

15 柿　 間 ．城　跡 2000
！

○ 32 遠貝塚古墳群 1989 ○

16 下宿火葬墓跡 1998
i

○ 33 半 田原遺跡 ○ （⊃ ○ ○ ○
。 i

17 下宿 古墳群 2006
日 。 ！
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第3章　遺　　跡

第1節　遺跡の概要

半田原遺跡は，新治郡八郷町の南寄りに位置し，町内を南北に流れる恋瀬川右岸のつくば山塊から北側に張

り出した標高約36mの台地上に位置している。調査区は，南北10～33m，東西約320m，面積7，703rガである。

現況は，畑地である。調査区東側は恋瀬川の低地へ急激に落ち込んで崖状を呈している。

今回の調査によって確認された遺構は，旧石器時代の集中地点3か所，縄文時代の竪穴住居跡1軒，古墳時

代の竪穴住居跡3軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡33軒，掘立柱建物跡2棟，土坑94暴　地下式堰1基，溝2

条，炉穴（ファイアーピット）6基，柵列3か所，道路跡1条，塚1基である。旧石器時代の集中地点は，調

査区東側で確認され，竪穴住居跡は調査区の東部と西部に集中する傾向がある。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）で42箱出土している。旧石器時代の遺物としては，ナイフ形石器，礫

器，ハンマー，台石，砥石，剥片などがあげられる。縄文時代の遺物としては，縄文土器，石錬，打製石斧，

磨石などがあげられる。古墳時代から奈良・平安時代の遺物としては，土師器須恵器の賓，壷，坪，甑，高塀

のほか，紡錘車，灰粕陶器，刀子などがあげられる。中・近世の遺物としては，銅銭，鉄釘，煙管などがあげ

られる。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を

行った。（第4図）

第1層は，40cm前後の厚さの耕作土層であり，黒褐

色をしている。

第2層は，40cm前後の厚さで，褐色をしたハード

ローム層である。

第3層は，25～30cInほどの厚さで，少量のガラス質

微粒子を含有した褐色のハードローム層である。

第4層は，10～15cmの厚さで，少量の鹿沼パミスを

含有した褐色のハードローム層である。

第5層は，90cm前後の厚さで，少量のガラス質微粒

子を含有した褐色のハードローム層である。

第6層は，40cm前後の厚さで，少量のガラス質微粒

子を含有した褐色の粘土質の土層である。

住居跡等の遺構は，第2層上面で確認した。旧石器

は，第2～3層にかけて出土している。

第4図　半田原遺跡基本土層図
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第3節　遺構と遺物

且　旧石器時代

当遺跡における旧石器時代の遺物は，A区東側（Blljl～Clld5区）から集中して出土している。その中でも，

特に1～3号の3つの地点に分かれて石器が集中している。いずれも第2層から第3層にかけての広義のハー

ドローム層中からの出土である。3つの集中地点とその付近から出土した石器総数は，1，800点に及ぶ。石器

の内訳は，ナイフ形石器6点，台形様石器2点　石斧2点　礫器16点，二次加工痕のある剥片21点，砥石3点

台石1息　ハンマー21点，石核206点，剥片1，576点である。以下　確認された石器集中地点とそこから出土し

た主な遺物について記載する。

第瑠考石器集中地点（第5図）

健置　Blljl区からCllb3区。特に遺物の密集する地点は中央部である。

規模　東西約9．50m，南北9．00mの不整形の範囲に集中して出土している。

確認土層　第2層から第3層の範囲で集中して確認された。

逸物　本石器集中地点は剥片類を主体とし，ナイフ形石器4点，台形様石器1点，石斧1点，礫器2点　二次

加工痕のある剥片10点，砥石2点，ハンマー3点，石核59点が出土している。

1～4はナイフ形石器である。1はホルンフェルスを石材としており，縦長剥片の打面を基部にあたるよ

うに用いて，両側緑の基部のみに加工が施されている。2は安山岩を石材としており，縦長剥片の打面を基

部に用い，基部の両側緑に加工を施している。先端部は折れている。3はホルンフェルスを石材としており，

縦長剥片の打面を基部に用い，基部両側面と片側緑の全辺に加工が施されている。4は安山岩を石材として

おり，縦長剥片の打面を基部に用い，基部と側線先端部に加工が施されている。斜刃で切出形ナイフ形石器

の範ちゅうにはいるものと考えられる。2◎3は小型のナイフ形石器である。5は台形様石器で安山岩を石

材とし，多方面からの打撃を加え，基部が両側緑と直行する。6は石斧でホルンフェルスを石材としており，

両面からの調整によって，刃部を作り出している。刃部の反対側の端部は，厚みを持ち鈍い。7◎8は礫器

でどちらもホルンフェルスの円礫を石材としている。7は1方向からの打点を2か所に持ち，尖った刃部を

作り出している。8は両側緑に打撃を加え刃部を作り出している。刃部は平坦である。9は二次加工痕のあ

る剥片で，安山岩を石材として1方向から加えられた打撃で得られた剥片に異方向からの剥離が行われてい

る。10◎11は砥石でどちらも砂岩である。側面と表裏面が研磨されている。11は台石として用いられたと思

われる凹痕を中央部に持つ。12～14はハンマーである。12は貢岩，13はチャート，14は流紋岩である。いず

れも縦長の礫を用い，両端部に細かい打痕が集中している。15～19は石核である。15◎16◎19はホルンフェ

ルス，17は安山岩，18は頁岩である。打面は一側線に加えられているものが多く，礫皮面を残している。

所見　本石器集中地点は剥片類が主体であり，ハンマー，砥石など特異な石器類が出土していることから，石

器の製作跡的な色彩の濃いものと考えられる。

第2号石器集中地点（第5図）

億置　Bllj4からBllb5区。特に遺物の密集地点は中央部である。

規模　東西約9．50m，南北lLOmの不整形の範囲に集中して出土している。

確認土層　第2層から第3層の範囲で集中して確認された。
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遺物　本石器集中地点も剥片類を主体とし，ナイフ形石器2息　台形様石器1息　礫器2点，二次加工痕のあ

る剥片5点，台石1点，ハンマー7点，石核77点が出土している。

20◎21はナイフ形石器である。20は頁岩，21は安山岩を石材としている。20は縦長剥片の打面を基部にあ

たるように用いている。片側緑先端部にのみ加工が施されている。21は縦長剥片の打面を基部に用いている。

斜刃で切出形ナイフ形石器の範噂にはいるものと思われる。22は台形様石器で，ホルンフェルスを石材とし，

－　9　－



素材の剥離面を利用した斜刃のタイプである。23e24は礫器でどちらもホルンフェルスの円礫を石材として

いる。23◎24とも両側緑から打撃を加え刃部を作り出している。25は二次加工痕のある剥片で，頁岩を石材

としている。厚めの剥片の表裏両面から剥離調整がなされている。26は台石で石材は砂岩である。表裏に凹

の打撃痕が残る。側線は研磨されており，砥石との複合石器である。27～29はハンマーである。27はチャー

ト，28◎29は砂岩を石材とし，縦長の小礫の端部に細かい打痕が集中している。30～33は石核である。30は

安山岩，31◎33はホルンフェルス，32はチャートを石材としている。30◎32⑳33は礫皮面を残し，両側緑か

ら打撃を加えている。31は多方面から打撃が加えられている。

新風　本石器集中地点は，第1号石器集中地点と同様，ハンマー，台石などが出土していることから石器の製

作跡的な色彩が濃いものと考えられる。

第3号石器集中地点（第5図）

健置　Cllc3からClld4区。特に遺物の密集する地点は中央部から南部にかけてである。

規模　東西7．0m，南北7．5mの不整形の範囲に集中して出土している。

確認土層　第2層から第3層の範囲で集中して確認された。

遺物　本石器集中地点も剥片類を主体とし，二次加工痕のある剥片6点，砥石1点，ハンマー6点，石核47点

が出土している。

34◎35は二次加工痕のある剥片で，34は安山岩を石材とし，礫皮面を残した剥片の一端に剥離が施されて

いる。35はホルンフェルスを石材とし，1方向からの打撃で得られた剥片の一端に異方向の剥離が施されて

いる。36は砥石で砂岩を石材としている。表裏，両側緑とも研磨された痕跡を残す。端部は1方向からの打

撃を受け刺離している。37～40は石核である。37◎40はホルンフェルス，38◎39はトロトロ石を石材として

いる。37は礫皮面を残した残核である。多方向から打撃が加えられている。38は小礫の側線端部に多方向か

ら打撃が加えられている。39は小礫の端部に1方向からの打撃が加えられている。40は側線の一端に両方向

からの打撃が加えられている。

新風　本石器集中地点は第1，2石器集中地点と同様に石器の製作跡的な色彩の濃いものと考えられる。

なお，第14図41～43は，トレンチ内から出土したものである。

旧石器出土遺物観察表

図 版 番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 6 図　 1 ナ イ フ形石 器 7．8 2．4 1．3 16．0 ホルンフェルス 45 Q 5 2

第 6 図　 2 ナ イ フ形石 器 3．2 1．8 1．0 4．9 8 安　　 山　　 岩 406 Q 53

第 6 図　 3 ナ イ フ形石 器 3．9 1．8 0．6 3．7 6 ホルンフェルス 165 6 Q 5 5

第 6 図　 4 ナ イ フ形石 器 5．3 2．6 0．9 15．0 安　　 山　　 岩 102 Q 5 6

第 6 図　 5 台 形 様 石 器 4．3 3．4 1．6 2 3．0 安　　 山　　 岩 23 Q 7 1

第 6 図　 6 石　　　　　 斧 7．1 5．7 3．2 1 3 6．0 ホル ンフェルス 848 Q 6 8

第 6 図　 7 礫　　　　　 器 7．8 6．1 2．9 1 6 8．0 ホル ンフェルス 106 6 Q 6 5

第 7 図　 8 礫　　　　 器 7．0 5．7 2．7 1 3 1．0 ホル ンフェルス 130 Q 6 4
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第6図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（1）
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第7図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（2）
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第8図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（3）
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第9図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（4）
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第10図　第2号石器集中地点出土遺物実測図（1）
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第11図　第2号石器集中地点出土遺物実測図（2）
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第12図　第2・3号石器集中地点出土遺物実測図
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第13図　第3号石器集中地点出土遺物実測図
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第14回　トレンチ内出土遺物実測図
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図版番号種　　　　別
計　　　測　　　　値

石　　　　質出土地点備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第7図　9二次加工痕のある剥片3．4 2．9 0．9 8．45安　　山　　岩1007 Q81

第7区IlO砥　　　　石16．6 8・．2 4．0 671．0砂　　　　　岩981 Q73

第7図11砥　　　　　石17．7 12．6 8．72500．0砂　　　　　岩880 Q75

第8図12ハ　ン　マ　ー7．8 5．8 3．6 213．0貢　　　　　岩30 Q58

第8図13ノ＼　ン　マ　一・・一8．6 4．8 3．1 171．0チ　ャ　ー　ト1087 Q63

第8図14ハ　ン　マ　ー．・．7．2 6．3 5，0 234．0流　　紋　　岩14 Q61

第9図15礫　　　　器5．1 5．6 3．7 118．0ホルンフェルス344 Q122
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図版 番 号　　 種　　　 別
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 9 図 16 礫　　　　 器 7．3 5．1 4．4 2 10．0 ホルンフェルス 150 6 Q 12 1

第 9 図 17 礫　　　　 器 3．8 5．2
3可　 6m

安　　 山　　 岩 436 Q l1 9

第 9 図 可 礫　　 器 i ・中　 ・4
4．7 2 26．0 貫　　　　　 岩 146 Q 12 3

第 9 図 19 礫　　　　 器 5．9 6．2 3．4 1 64．0 ホルンフェルス 100 6 Q 12 5

第10図　 20 ナイ フ形 石器
4・中　 ・5

0．9 8．25 頁　　　　　 岩 227 0 Q 5 7

第10図　 21 ナイ フ形石 器 i ・中　 ・2 0・5 ！ 1・44 安　　 山　　 岩 1910 Q 5 4

第10図　 22 台 形 様 石 器 i 3可　 1・9 0・7 ！ 4・58
ホル ンフェルス 710 Q 7 2

第10図　 23 礫　　 器 ！ 6日　 6・7
3．2 1 7 2．0 ホルンフェルス 185 2 Q 66

第10図　 封 礫　　　　 器 80日　 ・7
2．9 1 4 9．0 ホルンフェルス 231 6 Q 67

第凋 25 巨 次虹 痕のある鮒
3．8 2．5 1．45 13．0 頁　　　　　 岩 61 Q 79

第1臓　 器　 台　　　　 石 17日 lO・6
8．6 2 2 40．0 砂　　　　　 岩 571 Q 76

第は図　 27 ノ＼　ン　 マ　 ー 6．0 4．4 3．6 13 2．0 チ　 ャ　 ー　 ト 1717 Q 5 9

第11図 28 ト ン マ つ　 7・9
5．8

銅　 「 酬 砂　　　　　 岩 172 2 Q 6 0

第 11図　 29 ハ　 ン　 マ　 ー 7．6 6．1 3．5 2 0 8．0 砂　　　　　 岩 169 0 Q 6 2

第11図　 30 二次加工痕のある剥片 机 I 鍋
1．4 2 4．0 安　　 山　　 岩 485 Q 8 0

掛 図 凱　 礫　　 器 ！ ・中　 ・1
寸．6 1 9 7．0 ホルンフェル ス 226 9 Q 1 28

第1 図 可 礫　　 器 i　 e中　 ・9
3．7 1 19．0 チ　 ャ　 ー　 ト ま787 Q l 18

第12図 33 i 礫　　 器 5・7 ！ 3・8
2．7 68．0 ホルンフェルス 22姐 Q l 17

第12図 可 二次虹 痕鵬 る縮 i 射‖ ＋ 錮 2・5 ！ 67・0 安　 功　 岩 20 Q 7 7

第12図 35 巨 紬 工痕のある縮 i 鋸‖ ＋ 儲
2」 78．0 ホルンフェルス 2024 Q 7 8

第12図 可 砥＋ ・可 （ 胴 目 上 鵬 「 離 日 摘酬
砂　　　　　 岩 1314 Q 7 4

第 13図　 37 礫　　　　 器 4．2 6．1 2．0 5 1．0 ホル ンフェルス 113 3 Q 1 20

第 13図　 38 礫　　　　 器 7」 ＆2 5．2 3 3 9．0 ト　ロ ト　ロ　石 112 5 Q 1 24

第13図　 39 礫　　　　 器 5．8 5．2 4．7 1 3 7．0 ト　ロ ト　ロ　石 n 姐 Q 1 26

第13図　 40 礫　　　　 器 7．2 8．1 5．0 3 3 2．0 ホル ンフェル ス 110 6 Q 12 7

第14図　 41 ナ イフ形 石器 5．1 2．1 1．1 1 1．0 安　　 山　　 岩 トレンチ Q 51

第14図　 42 台 形 様 石 器 2．4 2．9 0．8 4．42 黒　　 曜　　 石 トレンチ Q 70

第14図　 43 石　　　　　 斧 12．2 7．0 4．5 4 23．0 － トレンチ Q 69

P L　　 lO 石　　　　 核 4．88 4．65 V 2．75 55．0 安　　 山　　 岩 Q 82，写真のみ掲載

P L　　 lO 石　　　　 核 4．59 5．26 2．44 4 9．0 安　　 山　　 岩 Q 83，写真のみ掲載

P L　　 lO 石　　　　 核 7．32 6．61 5．31 3 13．0 ホルンフェルス Q 84，写真のみ掲載

P L　　 lO 石　　　　 核 5．桐 5．36 2。89 8 3．0 ホル ンフェルス Q 85，写真のみ掲載

P L　　 lO 石　　　　 核 7．5 6．73 3．2 1 4 5．0 ホル ンフェル ス Q 86，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 6．15 6．84 1．79 7 0．0 ホル ンフェルス Q 87，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 6．26 2．0 0．95 1 3．0 安　　 山　　 岩 Q 88，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 5．6 3．0 0．錮 16．0 安　　 山　　 岩 Q 89，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 6．0 5．9 0．9 33．0 安　　 山　　 岩 Q 90，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 6．81 4．8 1．23 4 1．0 ホルンフェルス Q 91，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 4．42 3．24 0．68 9．75 安　　 山　　 岩 Q 92，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 3．6 3．38 1．04 9．45 頁　　　　　 岩 Q 93，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 4．31 3．22 0．9 10．0 頁　　　　　 岩 Q 94，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 4．51 3．12 0．7 1 2．0 ホル ンフェルス Q 95，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 上53 3．32 1．31 1 6．0 安　　 山　　 岩 Q 96，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 5．91 4．41 0．96 2 9．0 安　　 山　　 岩 Q 97，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 7．25 5．24 1．22 5 2．0 安　　 山　　 岩 Q 98，写真 のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　　 片 6．5 2．95 0．93 18．0 ホルンフェルス Q 99，写真 のみ掲載
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図版 番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ　k m）　 重量 厄）

P L　　 lO 剥　　　　 片 5．43 4．02 1・1日　 23・0
ホルンフェルス Q lO O，写真のみ掲載

P L　　 lO 剥　　　　 片 5．77 2．8

l

1・42 ！ 27・0 安　　 山　　 岩 Q lO l，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．9 ノ　2．04 0・64 ！ 8・35 安　　 山　　 岩 Q lO 2，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．58 2．39 仕75 8．05 チ　 ャ　 ー　 ト Q lO3，写真 のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．79 2．53 0．′81 14．0 安　　 山　　 岩 Q lO 4，写真 のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．06 2．78 0．73 10．25 貢　　　　　 岩 Q lO 5，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 7．20 3．92 1．45 3 2．0 安　　 山　　 岩 Q lO 6，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 4．56 5．0 1．29 3 5．0 安　　 山　　 岩 Q lO 7，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．12 2．01 0．56 4．8 メ　　 ノ　　 ウ Q lO 9，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 3．49 2．34 0．73 4．95 メ　　 ノ　　 ウ Q llO，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 4．92 2 J 0．89 7．80 チ　 ャ　 ー　 ト Q ll l，写真のみ掲載

P L　　 llI 剥　　　　 片 5．64 1．35 0．78 6．0 安　　 山　　 岩 Q l12，写真 のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 3．86 2．15 0．8 5．95 安　　 山　　 岩 Q l13，写真 のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 6．33 2．97 1．5 23．0 貫　　　　　 岩 Q l1 4，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5．04 3．7 什91 16．0 安　　 山　　 岩 Q l1 5，写真のみ掲載

P L　　 ll 剥　　　　 片 5・46 ！ 4サ87
0．8 2 3．0 安　　 山　　 岩 Q l1 6，写真のみ掲載

2　竪穴住居跡

当遺跡からは，縄文時代の竪穴住居跡1軋　古墳時代の竪穴住居跡3軋　奈良◎平安時代の竪穴住居跡33軒

が検出された。以下，検出された竪穴住居跡と，そこから出土した主な遺物について記載する。

組　縄文時代の住居跡

第錮号佳贋跡（第温5図）

位置　A区西部，C8b6区

規模と平面形　ピットの配列から，長径［4．80］m，短径［3．80］mの楕円形と考えられる。

長軸方向　N－980－W

床　ほぼ平坦で，全体的に軟弱である。

ぽッ匪　24か所絆～P24）。㌘16は径約30cmのほぼ円形で　深さ蟻cmである。㌘17は径約40cmのほぼ円形で，

深さ36cmである。㌘20はP19と重複しているが芦径約35cmのほぼ円形を豊しタ深さ36cmである。P24は径約

30cmのほぼ円形で　深さmcmである。いずれも主柱穴と考えられる。㌘1～P12⑳P14◎P15◎P18◎P19◎P21～

P23は補助柱穴と考えられる。

援羞　遺構確認時に縄文土器が出土し，精査したところ楕円形のプランが確認されたもので，覆土は存在しな

かった。

遺物　床面から縄文土器片が少量出土している。土器は無文のものが中心である。i e2は日経部片である。

1は日経部に沈線による平行線文と格子目文を施文している。口唇は，カマボコ状に整形されている。2は

棒状工具による横ナデが施されタ　口唇は角頭状に整形されている。3～6は胴部片である。3は格子目文と

平行線文が配されている。4は棒状工具で横位の太沈線が施されている。5は平行線と斜行沈線が施されて

いる。6は無文土器で，横位のナデが行われている。

繭農　本跡は，壁，炉跡等を確認することができなかったが，柱穴の配列および遺物の散布状態から住居跡と
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第15図　第37号住居跡・出土遺物実測図

判断した。時期は，縄文時代早期（三戸式期）と考えられる。

（2）古墳時代の住居跡

0　　　　　　　　　　　　10cm

l lll　・l・i

第4号住居跡（第16図）

位置　A区東部，Cllc8区

重複関係　本跡の北西部で第3号溝と重複している。本跡を第3号溝が掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸5．20mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は35～45cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　両壁下のみに見られる。上幅25～30cm，深さ15cm程度で，断面は「U」字状である。

床　平坦であり，特に竃部から南壁にかけての中央部が踏み固められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは径15cmのほぼ円形で，深さ35cmである。P2は径30cmのほぼ円形で，深さ25

cmである。P3はP2を切って掘られている。径30cmのほぼ円形であり，深さ30cmである。P4は径30cmのほ
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ぼ円形であり，深さ45cmである。P5は径30cmのほぼ円形で，深さ35cmである。P6は径35cmのほぼ円形で

深さ20cmである。P7は径30cmのほぼ円形で，深さ30cmである。Pl◎P3◎P5は主柱穴と考えられる。P6◎

P7は出入り口関係の柱穴と考えられる。

寵　北壁中央部を壁外に50cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ125cm，幅105cmで，

袖部の遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は火床部か

ら外傾して立ち上がっている。覆土は8層からなる。

寵土層解説

1暗灰黄色　焼土粒子微量，山砂質

2　にぷい黄褐色　黒色土中ブロックe焼土粒子微量

3　黒　褐　色　廃土粒子微量，砂質を帯びる

4　にぷい黄褐色　焼土中ブロック少量，砂質を帯びる

5　にぷい赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子少量，砂質を帯びる

6　赤　褐　色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量，砂質

7　にぷい橙色　焼土粒子少量，砂質を帯びる

8　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，砂質を帯びる

覆土　2層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1黒褐色　黒色土粒子少量，ローム粒子¢焼土粒子微量

2　灰褐色　焼土粒子微量

過物　土師器片958点，須恵器片23点，土製支脚1点，羽目1点，手捏土器4点，石製紡錘車1点，鉄製品2

点，石34点が出土している。1の土師器塔は，P6上部から出土している。2の土師器塔は，竃部東側から，3

の土師器塔は南側コーナー付近から出土している。10の土師器甑はP5の南側から押しつぶされたような状態

で一括出土している。14の須恵器平瓶は北東部覆土下層から，16の紡錘車は南壁中央部下からそれぞれ出土

している。12◎13の手捏土器は，南西部覆土中◎下層から出土している。

所凰　本跡は，古墳時代後期（7世紀後半）の住居跡である。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17図 杯 A　 1 4．0 丸底。底部 はやや厚 く，体部 は内攣 日録部 内 e外面，体部 内面横ナデ。 長石 e雲母 P 1 5　　 9 0 ％

1 土 師 器 B　　 5．1 して立ち上が り，口緑部 はやや内攣

す る。

休部外面，底部へラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

P 6覆土

2

塔 A　 l l．2 丸底。体部 は丸味を持 って立ち上 が 内 。外面 ナデ。 ス コリア 。雲母 P 16　　 8 5 ％

土 師 器 B　　 4．7 る。 目線 との境 に弱い段 を持ち，日

経はやや内攣 しながら立ち上がる。

にぷい黄橙色

普通

床面

3

塔 A ［1 5．2］ 丸底。体部 は内攣 して立ち上 が り， 日経部内 e 外面，体部内面へラ磨 き 石英 ・雲母 P 17　　 2 0％

土 師 器 B （ 4．6） 目線部 で直立 し，強 い稜を持 つ。 休部外面へラ削 り後，へ ラ磨 き。 灰黄褐色

普通

覆土下層

内外面黒色処理

4

鉢 A　 12．3 体部 は直線的に立 ち上がる。 体部内 ゆ外面，底部内面へラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 P2 0　　 9 5％

土 師 器 B　　 8．0

C　　 8．2

底部木葉痕 にぷい黄橙色

普通

床面

5

鉢 A　 l l．0 丸底気味。体部 は直線的に立 ち上が 体部外面へラ削 り，体部内面 に輪積 長石 e 石英 P2 1　 4 0％

土 師 器 B　 lO．2

C　　 8．6

る。 痕が残 る。 褐色

不良

竃右袖部

6

賓 A ［18．4］ 体部か ら口綾部の破片。体部 は外傾 口緑部内 。外面横ナデ。体部外面指 長石 。石英 P 2 2　　 30 ％

土 師 器 B （1 5．6） して直線的 に立ち上が り， 口緑部 は

外反す る。

頭圧痕。 暗灰色

普通

床面

7

聾 A ［1 9．8］ 体部か ら口緑部の破片。体部 は内攣 目線如 内 e外面横ナデ。 長石 。雲母 P 2 3　 10 ％

土 師 器 B （1 0．5） して立 ち上が る。口緑部 は強 く外反

し，端部 はつ まみあげられ る。

橙色

普通

覆土中層

8

聾 A ［2 1．6］ 休部 か ら日録部 の破片。体部 は内攣 日経部 内 も外面横 ナデ。 長石 。雲母 P 2 4　　 5％

土 師 器 B （10．4） して立 ち上がる。 口緑部 は外へ大 き

く折れ，端部はつまみ上げ られる。

にぷい黄橙色

普通

床面
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第17図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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⊂団2　軍訝。

第18図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

け　5－123

亡Ⅱ⊃－5
S　23

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第17図聾A［14．8］休部から口縁部の破片。休部はなだ口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母P25　10％

9 土師器B（6．7）らかに立ち上がる。口縁部は外反し

端部直下に沈線が巡る。

にぷい赤褐色

普通

竃部

10

甑A　24．4休部は内題して立ち上がり，ロ緑部口縁部内・外面横ナデ。休部外面縦長石・石英・雲母P28　　80％

土師器B（26．2）は外反する。底部欠損。 位のへラ磨き，休部内面へラナデ。小礫

にぷい黄橙色普通

床面

11

甑A　21．4休部は緩やかに内管して立ち上がる。ロ緑部内面接ナデ。口縁部外面，体長石・石英・雲母P29　50％

土師器B　20．1口緑部は外反する。無底式。 部内・外面縦位のヘラ磨き。 橙色

良好

寵部

第18図手捏土器A　　4．8平底。体部は内管して立ち上がり，休部，内・外面指頭圧痕。底部へラ長石・石英・雲母P31100％

12 土師器B　l．8口緑部に至る。 削り。 にぷい褐色

不良

覆土中層

13

手捏土器A　　5．3丸底。休部は内饗して立ち上がり，体部内・外面指頭圧痕。 雲母 P32　　95％

土師器B　　3．0口緑部に至る。 にぷい橙色

不良

覆土下層

14

平　　瓶A［6．8］口緑部，休部片。天井部は丸味をも口緑部，体部内・外面ロタロナデ。長石 P35　　20％

須恵器B（11．2）ち，外周寄りにロ頚部が付く。頂部天井部を粘土板で塞いでいる。天井自然柚部暗オリーブ覆土下層

にボタン状の貼り付け。頚部は直線

的に立ち上がり，中位に二条の沈線

が巡る。口縁端部直下に一条の沈線。

部に自然粕。 色

良好

図版番号種　　　　別
計　　　　測　　　　　値

石　　質出土地点 備　　考
最大幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第18図15 紡　錘　車 4．4 1．6 0．7 36．0 粘板岩床　　　面Q2

図版番号種　　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地点 備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第18図16 支　　　　脚 （9．8） 7．3 （6．9） 451．0 覆土中層 DPl

図版番号器　　　　種

計　　　　　測　　　　　値
備　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第18図17 鉄　　　　鉱 14．4 1．8 0．4 13．0 M4　覆土下層
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第5号住居跡（第19図）

位置　A区東部，B12jl区

規模と平面形　本跡は，北側が調査区域外にあり，東，薗　西側が撹乱を受けているため，規模と平面形は不

目口・プい恵．芝
ツコしqノVo

童軸方向　［N－570－W］

壁　竃右袖部脇で一部残存している壁面から判断すると，ほぼ垂直に立ち上がるものと思われる。

床　ほぼ平坦であり，特に竃前部が固く踏み固められている。

ぽッ匪　3か所（Pl～P3）。Plは一部が調査区域外にかかっているため正確に分からないが，おおよそ径60×

40cmの楕円形で，深さ35cmである。P2は径50×35cmで，深さ30cmである。P3は径40×35cmで，深さ

35cmである。全体のプランが明確ではないが，Plは主柱穴，P2，P3は補助柱穴と考えられる。

薗　西壁を壁外に40cmほど掘り込み，山砂や粘土で構築されている。規模は，長さ130cm，幅lmcmであり，

遺存状態は良い。火床は床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，火床部から外傾

して立ち上がっている。覆土は7層からなる。

竃土層解説

1にぷい黄橙色　焼土ブロック◎焼土粒子微量，山砂質　　　　　4　明　褐　色　廃土粒子少亀　ローム粒子微量，砂質

2　灰　褐　色　焼土ブロック◎焼土粒子◎炭化粒子微量，山砂　5　明赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量，砂質

質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　にぷい赤褐色　焼土粒子中農砂質

3　明赤褐色　焼土粒子少亀砂質　　　　　　　　　　　　7　明赤褐色　焼土ブロックを主体とし，砂質を帯びている

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子◎黒色小ブロック微量　　6　にぷい褐色　ローム粒子少亀焼土中ブロック◎炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック少量，黒色小ブロックe焼土小　7　灰　褐　色　ローム小ブロック中量，凍土粒子◎炭化粒子微量

ブロック微量

3　にぷい褐色　炭化材少量，焼土中ブロック微量
4　にぷい橙色　ローム粒子中量，炭化粒子◎焼土粒子少量
5　灰　褐　色　ローム粒子少最　焼土中ブロックe炭化粒子微量

8　灰　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒
子・炭化物微量

遺物　土師器片1，612息須恵器片80息土製支脚1息滑石製勾玉1点，大型の砥石1点が出土している。1◎

3◎4◎6の土師器塔，8の土師器手捏土乳15の土師器甑19の砥石は床面から出土している。14の土師器

婆は竃部から出土している。2の土師器塔，12の土師器婆，18の滑石製勾玉は覆土下層から，9の手捏土器

は覆土中層からそれぞれ出土している。

新風　本跡は，古墳時代後期（6世紀後半）の住居跡である。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20図 土不 A　 13．3 平底。休部 は内攣 して立 ち上が り， 日録部内 ◎外面横ナデ。体 部内面ナ 長石 e 石英 P3 6　　 95％

1 土 師 器 B　　 3．9 口緑部 との境 に突出 した稜 を持つ。 デ。体部外面へラ削 り後 ，へ ラ磨 き。橙色 床 面

日経部 は直立す る。 普通 内面黒色処理

2

杯 A　 12．2 丸底 。体部 は内攣 して立 ち上が り， 日経部内 e外面横ナデ。体部内面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 3 7　　 90 ％
土 師 器 B　　 4．4 日録部 との境に稜 を持つ。 目線部 は ラ磨 き。体部外面へラ削 り。 ス コリア 覆土下層

直立 する。 にぷい褐色　 普通 内外面黒色処理

3

杯 A ［14．4］ 丸底。体部 は内攣 して立ち上 が り， 口緑部 内 ◎外面横 ナデ。体部 内面へ 長石 e雲母 P 38　　 70 ％
土 師 器 B　　 7．7 目線部 との境 に稜 を持つ。 目線部 は ラ磨 き，体部外面 へラ削 り後 ，へ ラ にぷい黄橙色 床面

内攣気味に直立す る。 磨 き。 普通

4

杯 A　 14．2 目線部，休部一部欠損。丸底。体部 口緑部内 魯外 面横ナデ。体部 内面ナ スコ リア P 39　　 50％
土 師 器 B （ 4．2） は内攣 して立ち上が り， 口緑部 は直

立す る。

デ，外面へラ削 り。 橙色

普通

床面
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第20図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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第錮図　第　号住居跡出立遺物実測図摘）
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土e色調。焼成 備　　 考

第20図 ま不 A ［12．6〕丸底。体部は内攣して立ち上がり， 目線部内e外面横ナデ。体部内面へ 長石・石英・雲母 P40　　40％

5 土師器 B　　 4．0 目線部との境に稜を持つ。目線部は ラ磨き，外面へラ削り後，へラ磨き。にぷい黄橙色 覆土中層

内攣気味に直立する。 普通 内外面黒色処理

6

ま不 A ［14．0］日録部，体部一部欠損。体部は内攣 目線部内e外面横ナデ。体部内面へ 長石e雲母 P42　　20％

土師器 B （3．5）して立ち上がり，口緑部との境に稜 ラ磨き，外面へラ削り。 オリーブ黒色 床面

を持つ。目線部は内傾する。 普通 内外面黒色処理

7

土不 A ［15．8］体部から口緑部の破片。体部は内攣 日経部内e外面横ナデ。体部内面へ 長石e石英 P43　　20％

土師器 B （5．2）して立ち上がり，目線部との境に緩 ラ磨き，外面へラ削り後，へラ磨き。にぷい橙色 覆土下層

い稜を持つ。ロ緑部は∴直立する。 普通 内面黒色処理

8

手捏土器 A　　 8．4 平底。体部は内鸞気味に立ち上がる。目線部内e外面横ナデ。体部内。外 長石・石英・雲母 P44　100％

土師器 B　　 5．6

C　　 5．8

目線部は内管する。 面へラナデ。 にぷい橙色

普通

床面

9

手捏土器 A ［10．2］目線部，休部一部欠損。平底。体部 日録部内e外面横ナデ。体部内面へ 長石e雲母 P45　　50％

土師器 B　　6．4

C　　5．6

は内攣して立ち上がり，口緑部は内

傾する。

ラナデ，外面指頭圧痕。底部木葉痕。にぷい黄橙色

普通

覆土中層

10

小形壷 A　 14．7 口緑部，体部一部欠損。平底。体部 目線部横ナデ。体部内㊧外面へラ削 長石・石英・雲母 P46　　70％

土師器 B　13．6

C　　8．6

は内攣して立ち上がり，目線部は外

反する。

り。 にぷい赤褐色

普通

床面

11

婆 A　 14．8 体部から日経部の破片。休部は内攣 目線部内◎外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・雲母 P47　　40％

土師器 B ［17．7］

C　　 7．4

して立ち上がる。口緑部との境に稜

を持ち，目線部は外反する。

ラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20図 賓 A　 21．2 口綾部一部欠損。体部 は内攣 して立 目線部内 。外面横 ナデ。体部外面へ 長石 。石英 。雲母 P48　　 90 ％

12 土 師 器 B　 35．2

C　　 8．2

ち上 がる。日経部 は強 く外反する。 ラ磨 き，内面ナデ。底部木葉痕。 にぷい褐色

普通

覆土下層

第21図 婆 A　 24．4 体部 は内攣 して立 ち上が り，日録部 日経部内 e外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 49　　 90 ％

13 土 師 器 B　 38．0

C　　 9．4

は強 く外反する。 ラ削 り，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

14

襲 A　 20．4 底部欠損。休部 は内攣 して立 ち上が 目線部内 e外面横ナデ。体部内面へ 長石 。石英 P 50　　 40 ％

土 師 器 B （24．3） り， 日経部 は外反す る。 ラナデ。 にぷい褐色

普通

竃部

15

甑 A　 30．0 日録部一部欠損。体部 は内攣 して立 目線部 内 e 外面横 ナデ。体部内 ◎外 長石 ・石英 ・雲母 P 56　　 90％

土 師 器 B　 25．3

C　 ll．3

ち上が り， 目線部 は外反す る。体部

ほぼ中央に把手が付 く。無底式。

面縦位 のへ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 2 1図 16 支　　　　 脚 （9．8） 5．5 （3．3） 23 0．0 覆土 中層 D P 3

第 21 図 17 不 明 土 製 品 5．5 3．4 2．3 2 5．0 竃覆土 中 D P 4

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　 質 出土 地 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第21図 18 勾　　　　 玉 2．3 1．7 0．6 0．15 4．1 滑　 石 覆 土 下 層 Q 5

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土 地 点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 22図19 砥　　　　 石 36．7 18．2 8．2 8310．0 凝 灰 岩 床　　　 面 Q 6

家相号住居跡（第23図）

健置　A区西部，C9d2区

重複関係　本跡は，第13号，15号住居跡と重複している。本跡の床面を第13号住居跡と第15号住居跡が掘り込

んでいるので，本跡はこれらの住居跡より古い。

規模と平面形　長軸5．00m，短軸3．50mの方形と推定される。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は5～20cmであり，特に北東面の壁が低く，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，特に竃部前面が踏み固められている。

ぽッ匪　2か所（Pl，P2）Plは径25cmの円形で，深さ20cmである。P2は径30cmの円形で，深さ20cmである。

いずれも主柱穴と考えられる。この2か所以外に柱穴は確認できなかった。

窺　北西壁西寄りを壁外に30cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ100cm，幅80cmで

あり，袖部の遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は壁

高が低いため，火床からほんのわずかに立ち上がる程度である。覆土は3層からなる。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量

2　にぷい褐色　焼土ブロック少量，砂質を帯びる

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子e焼土粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック少量
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千丁＿　亡
貫錮困　第摘号住居跡出藍遺物実測凶

遺物　土師器片143点，須恵器片10息　土製支脚1息　石製紡錘車1息　石12点が出土している。1の土師器

塔，3の土師器婆は中央部床面から，2の土師器聾は竃部からそれぞれ出土している。

新風　本跡は，古墳時代後期（6世紀後半）の住居跡である。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 e 焼成 備　　 考

第24図 ま不 A ［15．6］ 底部欠損。休部 は大 きく開 いて立ち 口緑部内 e外面横ナデ。休部外面横 長石 e 雲母 e小礫 P 1 2 3　 20 ％

1 土 師 器 B （ 3．4） 上が り，屈 曲して日録部 に至 る。日

録部 はわずか に内傾する。

位 のへ ラ削 り，内面ナデ。 パ ミス

褐灰色　 普通

床面

2

婆 A ［接 8］ 休部中位か ら目線部にかけての破片。目線部内 e外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 1 2 6　　 5 ％

土 師 器 B （ 7．7） 体部 は内攣 して立ち上 が り， 日経部

は軽 く外反す る。

ラ削 り，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

竃 内

3

婆 A ［2 0．2］ 休部下位か ら日録部にかけての破片。目線部内 参外面横ナデ。体部外面上 長石 ・石英 ・雲母 P 1 2 4　 30 ％

土 師 器 B （2 8．2） 体部 は内攣 して立ち上 がる。 目線部 位斜位のへラ削り。中位以下縦位 の パ ミス e小礫 床面

は外反 して，端部 は丸 く収 めてい る。へ ラ削 り。休部内面横位 のへラナデ。 にぷい褐色　 普通

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　 地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第24図4 支　　　　 脚 （5．3） 4．9 （4．7） 130．0 床面 D P 5

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土 地 点 備　　 考
最大幅 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第24図5 紡　 錘　 車 1．8 1．6 ［2．5］ 6．55 粘 板 岩 床面 Q ll
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（3）奈良◎平安時代の住居跡

第瑠考健屠跡（第25図）

億置，A区東部，Bllj8区

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．50mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は30～40cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南◎西壁下及び北◎東壁の一部に見られる。上幅10～20cm，深さ15cm程度で，断面形は「U」字状であ

る。

床　平坦であり，特に竃前面が踏み固められている。

ぽッ匪　2か所（Pl，P2）。Plは径18cmのほぼ円形で，深さ20cmである。出入日部関連のピットと考えられる。

P2は径20×15cmの楕円形で，深さ20cmである。

窺　北壁中央部（第1竃）と東壁中央部（第2竃）の2か所に竃を有している。第1竃の残存状況から第1竃廃

絶後，第2竃が構築されたものである。

第1竃は煙道部が調査区域外にかかっているため，煙道部の掘り込みは不明であるが，袖部幅は80cmで，

左袖部のみが残存している。構築材としては，山砂や粘土が使用されている。覆土は2層からなる。

第1壌土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子。炭化粒子少量，砂質を帯びる

2　赤　褐　色　焼土粒子命炭化粒子少亀　砂質を帯びる

第2篭は，東壁中央部を壁外に80cmほど掘り込み，構築材として，山砂や粘土が使用されている。規模はタ

長さ140cm，幅100cmで，遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。

煙道部は火床から緩やかに立ち上がる。覆土は3層からなる。

第2寵土層解説

1赤褐色　焼土粒子e炭化粒子少量，砂質を帯びる

2　橙　色　焼土粒子少量，山砂質
3　赤褐色　焼土多量，砂質

貯蔵究　南東コーナー付近に付設されている。径約50cmの円形で，深さ20cmである。覆土は単一層であり，炭

化粒子◎焼土粒子少量，砂質の褐色土で，自然堆積と思われる。

覆土　単一層であり，ロームブロック◎ローム粒子中量，焼土粒子少量を含むにぷい褐色土で，自然堆積と思

われる。

遺物　土師器片524息　須恵器片目8点，紡錘車1息　鉄製品2息　鉄繹1息　石6点が出土している。1の

須恵器塔，4の土師器高台付塔，10の紡錘車が南西部床面から出土している。3の須恵器塔は南西コーナー

から出土している。9の須恵器婆，11の鉄製品は北西部から出土している。5◎6の土師器乳　7の須恵器

鉢，8の須恵器婆はいずれも第2竃部からの出土である。

新風　本跡は，平安時代中期（10世紀中葉）の住居跡である。
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第26図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第1号住居跡出土遺物観察表　　第27図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

図 版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 2 6図 ゴ不 A　 1 4，0 休部 は外 傾 して直 線 的 に立 ち 上 が り □ 縁部 ，休 部 横 ナ デ。 底 部 回転 へ ラ 長 石 ・雲 母 P 4　　 9 0％

1 須 恵 器 B　　 4．2

C　　 7．4

口緑 部 はわ ず か に外 反 す る。 切 り後 ， 手 持 ち へ ラ削 り。 灰 白色

不 良

床 面

2

坪 A　 1 4．1 休 部 は外 傾 して直 線 的 に立 ち 上が り 口 緑部 ， 休 部横 ナ デ。底 部 回 転 へ ラ 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 5　　 8 0％

須 恵 器 B　　 4．8

C　　 7．4

口線 部 はわ ず か に外 反 す る。 切 り後 ， 手持 ちへ ラ削 り。 灰 色

普 通

覆 土下 層

3

±不 A　 1 3．0 休 部 は外 傾 して直 線 的 に立 ち上 が り 口縁 乱 休部 横 ナ デ，休 部 下 端 横 位 長 石 ・石 英 P 6　　 50 ％

須 恵 器 B　　 4．4

C　　 6．4

口綾 部 に至 る。 の へ ラ削 り。底 部 回転 へ ラ切 り観

手 持 ちへ ラ削 り。

灰 色

普 通

覆 土 下 層

4

高 台何 杯 B （ 2．9） 休 部 上 半 欠 損。 休 部 は内題 気 味 に外 休 部 外 面 横 ナ デ。 内 面 へ ラ磨 き。底 ス コ リア ・針 状 鉱物 P 1　　 50 ％

土 師 器 D　　 6，4 傾 す る。 高 台部 は 「ハ」 の字 状 に開 部 回転 へ ラ切 り後 ， 高 台部 貼 り付 け 。橙 色 床 面

E　　 O．8 く。 普 通 内面 黒 色処 理

5

襲 A ［2 2．8］ 休 部 一 部 欠損 。 頸 部 は 「く」 の字状 口緑 部 横 ナ デ。 休 部外 面 上 位 か ら下 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3　　 40 ％

土 師 器 B　 3 4．1 に屈 曲 し， ロ緑 端 部 は上 方 に つ まみ 位 にか けて縦 位 のヘ ラ磨 き。 体 部下 明 赤 褐 色 第 2竃

C　　 7．4 上 げ られ て い る。 端 横 位 の ヘ ラ 削 り。底 部 木 葉 痕 。 普 通 二 次 加 熱痕

6

璽 A　 2 1．0 休 部 一 部 ，底 部 欠 損 。 頸部 は 「く」 口縁 部 横 ナ デ。 体 部外 面 上 位 か ら下 長 石 ・石 英 P 2　　 60 ％

土 師 器 B （3 2．3） の字 状 に屈 曲 し， ロ 緑端 部 は上 方 に 位 ， 縦 位 の ヘ ラ削 り，下 端 横 位 の へ 黒 褐 色 第 2竃

つ まみ 上 げ られ て い る。 ラ削 り。 普 通

7

鉢 A ［2 8．0］ 休 部 は内管 しなが ら立 ち上 が り， ロ ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 郡 縦 位 の 石 英 ・雲母 P 7　　 20 ％

須 恵 器 B （19．7） 緑 部 は外反 す る。 ヘ ラ削 り。 灰 白色

普 通

第 2竃

8

璽 B （1 5，5） 休 部 上 部片 。 体 部 は内管 し なが ら立 休 部 外 面 平行 叩 き。 雲 母 P 8　　 20 ％

須 恵 器 ち上 が る。 灰 色

不 良

第 2竃

9

婆 A ［2 0．0］ 口綾 部 片。 ロ緑 部 は外 反 し， 端 部直 口緑 部 内 ・外 面 ロ タロ ナ デ。 長 石 ・石 英 P 9　　 10 ％

須 恵 器 B （ 5．3） 下 に 沈線 が巡 る。 暗 灰 色

普 通

覆 土 下 層

図版 番 号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
石　　 質 出 土 地 点 備　　 考

最大 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第 2 6 図 1 0 紡　 錘　 車 4．2 1．2 0．7 3 1．0 凝 灰 岩 床　　　 面 Q l

図 版 番 号 器　　　　 種

計　　　　 測　　　　　 値
備　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 2 6 図 1 1 切　　　　 羽 3．6 0．9 0．4 3．7 M 2　　 覆 土 下 層

第 2 7 図 12 棺　 桶　 鎌 ［10，1］ 1．9 1．8 14．0 M l　 床 面　　 木 質残 存
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第28図　第2号住居跡実測図

第29図　第2号住居跡出土遺物実測図
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第題号健贋跡（第28図）

位置　A区東部，Bllj7区

規模と平面形　長軸3．20m，短軸2．60mの長方形である。

主軸方向　N－870－Ⅵr

壁　壁高は15～25cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁港　南～酋壁下に見られる。上幅10～20cm，深さ5cm程度で，断面は「U」字状である。

床　平坦であり，特に竃部前面が固く踏み固められている。

ぽッ匪　3か所（Pl～P3）。机は径20cmのほぼ円形で　深さ祁cmである。㌘2は径20cmの円形で　深さ鋼cm

である。P3は径25×mcmの楕円形で　深さmcmである。PlのP2は主柱穴，P3は補助柱穴と考えられる。

薗　東壁中央部を壁外に60cmほど揺り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ95cm　幅約m胱mで

ある。右袖部は確認できなかった。覆土は6層からなる。

壌土層解説

1灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　5　にぷい褐色　山砂

2　灰褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　6　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子少量　炭化粒子微量
3　灰褐色　炭化粒子少鼠　焼土粒子微量．砂質を帯びる

4　褐灰色　焼土粒子少鼠　炭化粒子・ローム粒子微量

貯蔵究　南東コーナー部に付設されている。径70cmの円形で，深さ25cmである。覆土は2層からなり，自然堆

積である。

貯蔵穴土層解説

1　灰褐色　ローム粒子中最　炭化物・焼土ブロック微量

2　褐　色　炭化物極少量

尊堂　単一層であり，ローム粒子中量，ロームブロック◎炭化材少量，廃土粒子微量を含むにぷい褐色まで，

自然堆積と考えられる。

逸物　土師器片276息　須恵器片28息　石7点が出土している。1の土師器塔は南東部床面から，2，3の土

師器坪は竃部西床面から，4の土師器高台付塔は南壁覆土下層から，5の土師器高台付杯は北西部覆土下層

からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代中期（10世紀中葉）の住居跡である。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 。焼成 備　　 考

第29図 塔 A ［10．2］ 底部 と休部 の境が明瞭。 日録部 との 体部外面横 ナデ ・内面へラ磨 き。 長石 ・雲母 P l O　　 60 ％

1 土 師 器 B　　 2．5 境 に弱い稜 を持つ。日録部 はわずか 底部回転へラ削 り。 にぷい黄褐色 床面

C　　 5．4 に外反する。 普通 内面黒色処理

2

塔 A ［13．6］ 底部欠損。体部 は内攣 して立ち上 が 日録部外面横 ナデ。体部 内面へラ磨 長石 ・石英 ・雲母 P l 1　 2 0 ％

土 師 器 B （ 4．5） る。日録部 との境 に弱 い段 を持つ。

日録部 はわずかに外反す る。

き。底部手持 ちへ ラ削 り。 ス コリア

灰褐色　 普通

床面

3 高台付塔 A ［16．3］ 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 日 体部 内 ・外面横ナデ。底部へラ削 り 長石 ・石英 ・金雲 ミ P 1 2　　 40 ％

土 師 器 B　　 6．0

D　　 8．6

E　　 2．0

緑部 は外反する。高台部 は 「ハ」の

字状 に開 く。

後 ，高台部貼 り付け。 ス コリア

にぷい褐色

良好

床面

4 高台付塔 A ［1招 ］ 休部 は内攣 しなが ら立ち上 が り，口 体部外面横ナデ 録内面へラ磨 き。底 長石 ・石英 P 13　　 20％

土 師 器 B　　 6．0

D　　 6．0

E　　 O．8

縁部 は外反する。高台部 は 「ハ」の

字状 に開 く。

部 回転へ ラ削 り後，高台部貼 り付 け。にぷ い褐色

普通

覆土下層

5 高台付杯 B （ 5．1） 日経部欠損。体部 は内攣 しなが ら立 体部外面横 ナデ ・内面へラ磨 き。底 雲母 P 1 4　　 40 ％

土 師 器 0　　 6．6 ち上 がる。高台部 は 「ハ」の字状 に 部回転 へラ削 り後，高台部貼 り付け。 にぷい橙色 覆土下層

E　　 O．8 開 く。 普通 内面黒色処理
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第3号佳贋跡（第30図）

位置　A区東部，Cllc6区

重複関係　北東コーナー付近から南西コーナー付近にかけて第3号溝が掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸（3．00）nl，短軸（2．20）mの長方形である。

主軸方向　N－850－W

壁　北東コーナーと南東コーナー部のみ壁高4cmであり，それ以外は床面と同レベルである。

床　平坦であり，北東部が特に踏み固められている。

ピット　1か所（Pl）。Plは径20cIllの円形で，深さ20cIllであり，主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に40cmほど掘り込んで構築されているが，ほとんどの部分が削平されてしまっている。

覆土　3層であり，4cm前後とかなり薄い。自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子少量

2　灰赤褐色　焼土粒子少亀　廃土小ブロック微量（竃部の残存と考えられる）

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量夕　廃土ブロック微量（竃部の残存と考えられる）

遺物14点の土師器が出土している。小片のため図示できるものはない。

所見　平安時代中期（10世紀代）の住居跡と考えられる。
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第6号住居跡（第31図）

位置　A区東部，Cllbo区。

重複関係　本跡は第1号塚下で確認されたことから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．70111，短軸2．47mの長方形である。

主軸方向　N－360－E

壁　壁高は5cm前後とかなり浅い。

床　ほぼ平坦であり，特に竃部前面から中央部にかけて踏み固められている。

ぽッ臣　3か所（Pl～P3）。Plは径30cmの円形で，深さ20cmである。P2は径35×30cmの楕円形で，深さ15

cmである。P3は径20cmの円形で深さ20cmである。Pl～P3ともに主柱穴と考えられる。

竃　南東壁ほぼ中央部を壁外に15cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。袖部は左袖部のみしか残存

していない。覆土は4層からなる。

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量

3　赤灰色　焼土粒子少亀　焼土中ブロック微量

4　灰赤色　焼土粒子少最　砂質を帯びる

貯蔵究　南東コーナー部に付設されている。径50cmの円形で，深さ33cmである。覆土は単一層であり，少量の

焼土粒子，炭化粒子を含む砂質を帯びた土層である。

覆土　覆土は5cm前後とかなり薄いため単一層で，ローム粒子少量を含むにぷい褐色土である。

遺物　土師器61点，須恵器12点，砥石1息　石2点が出土している。1◎2の土師器塔は，いずれも竃内から

の出土である。5◎7◎8の土師器高台付塔は床面からの出土である。

所見　本跡は，平安時代中期（10世紀中葉）の住居跡である。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 e 焼成 備　　 考

第32図 杯 A ［9．6］ 底部か ら目線部の破片。平底。体部 口緑部 か ら体部 にか けて内 e外面 ロ 石英 ・金雲母 P 5 9　　 60 ％

1 土 師 器 B　　 2．8

C　　 6．0

は外傾 して立ち上が り，口緑部に至

る。

クロナデ。底部回転へラ削 り。 スコリア

明褐色　 普通

篭 内

2

ま不 A ［9．6］ 底部 から口緑部 の破片。平底。体部 目線部 か ら体部内 。外面 ロタロナデ。雲母 。長石 P 6 0　　 20 ％

土 師 器 B　　 2．6

C ［ 5．6］

は内攣 して立ち上 が り， 日録部 は短

く外反す る。

底部 回転へ ラ削 り。 明赤褐色

普通

竃内

3

高台付ゴ不 A　 15．0 高台部欠損。休部 は内攣 して立 ち上 日録部，体部内 e外面横ナデ。底部 長石 。石英 。スコ リ P6 1　 6 5 ％

土 師 器 B （ 5．0） が り，口緑部 は短 く外反する。 回転へ ラ削 り。 ア

明赤褐色　 普通

竃内

4

土不 A ［14．4］ 底部欠損。休部 は内攣 して立 ち上が 目線部，体部 内 e 外面ナデ。 雲母 ・長石 ・スコ リ P 6 2　　 20％

土 師 器 B （ 3．7） り，口緑部 は短 く外反 する。 ア

にぷい褐色　 普通

竃 内

5

高台付土不 B （ 2．7） 休部， 口緑部欠損。高台部 は 「ハ」 内面へラ磨 き，外面ロクロナ デ。底 雲母 e長石 e スコリ P 6 3　　 30 ％

土 師 器 D ［ 6．8］

E　 l．1

の字状 に開 く。 部 に 「大」の線刻。 ア

明赤褐色　 普通

床面

内面黒色処理

6

高台付土不 B （ 2．5） 高台部か ら体部下半の破片。高台部 体部内 。外面ロクロナ デ。 雲母 。長石 eス コリ P 64　　 20 ％

土 師 器 D　　 7．2

E　 l．4

は 「ハ」の字状 に開 く。 ア

にぷい橙色　 普通

竃内

7

高台付珂こ B （ 2．7） 高台部 から体部下半の破片。高台部 体部内 e 外面 ロクロナデ。 雲母 e石英 eスコ リ P 6 5　　 20％

土 師 器 D ［ 7．4］

E　 l．3

は 「ハ」 の字状 に開 く。 ア

橙色　 普通

床面

8

高台付ま不 B （ 1．3） 高台部 の破片。高台部 は 「ハ」の字 高台部 内 e 外面 ロタロナデ。
雲母 。スコ リア I

P 6 6　　 5 ％
土 師 器 D ［ 6．0］

E　　 仕9

状 に開 く。 橙色

普通

床面
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図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出 土 地点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 32図9 砥　　　　 石 14．5 8．3 6．8 1230．0 凝 灰 岩 竃　　 部 Q 7

第謬号住居跡（第33図）

億置　Å区東部，Clld9区

規模と平面形　長軸3．40m，短軸3．13mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は45cmであり，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁竃部右側壁下を除き，ほぼ全周する。上幅10～20cm，深さ10cm程度で，断面は「U」字状である。

床　ほぼ平坦であり，特に竃部前面と中央部が踏み固められている。

ピッ臣　5か所（Pl～P5）。Plは径20cmの円形で，深さ15cmである。P2は径25cmの円形で，深さ10cmであ

る。P3は径20cmの円形で，深さ10cmである。P4は径20×25cmの楕円形で，深さ15cmである。P5は径20

×15cmの楕円形で，深さ20cmである。位置的にP2～P5は主柱穴，Plは補助柱穴と考えられる。

應　北西壁中央部を壁外に40cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ80cm，幅110cmで

あり，遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤色硬化している。煙道部は，火床か

ら緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は3層からなる。

寵土層解説

1　にぷい褐色　焼土中ブロック少量，山砂質

2　にぷい褐色　焼土粒子少量，山砂質

3　橙　　　色　焼土粒子e焼土中ブロック少量，砂質

覆土　3層からなり，自然唯積である。

土層解説

1にぷい褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量，黒色粒子微量

2　にぷい橙色　ローム粒子少量

3　橙　　　色　ローム小ブロック少量

過物　土師器片323点，須恵器片117点，砥石1点，石2点が出土している。3の須恵器賓は，中央部床面か

ら出土している。4の土師器婆は竃部から，5の須恵器甑は竃部右袖近くから出土している。2の須恵器高

盤は，覆土下層からの出土である。

所農　本跡は，平安時代前期（9世紀後葉）の住居跡である。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 塔 B （1．6） 底部片。平底。体部は外傾 して立ち 体部内 e外面ロクロナデ。底部回転 長石e石英 。小礫 P 69　　 20％

1 土 師 器 C　　 6．0 上がる。 へラ切り。底面に 「又」の線刻。 にぷい黄色

普通

覆土下層

2

高　　 盤 B （11．4） 師部欠損。脚部は円柱形で，裾部は 脚部内 。外面ロクロナデ。 長石 e雲母 e小礫 P 71　 30％

須 恵 器 D ［12．0］ 「ハ」の字状に強く開く。 灰白色

普通

覆土上層

3

婆 A ［23．6］ 体部から口緑部の破片。体部は内攣 日録部内 e外面横ナデ。体部外面縦 長石 e石英 。白雲 ミP 72　　 20％

須 恵 器 B （10．7） して立ち上がり，口緑部は外反する。

口唇部内。外面に沈線が巡る。

位の平行叩き。 灰色

不良

床面
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第34図　第7号住居跡出土造物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　I

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第34図襲 A［19．6］休部から口緑部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。体部内・外長石・石英 P68　　20％

4 土師器B（12．5）部は内管して立ち上がり，口綾部は

外反し，端部はつまみ上げられる。

面ナデ。 にぷい橙色

普通

竃部

5

甑A［24．4］休部から口緑部の破片。休部は外傾口縁部内・外面横ナデ。休部外面縦長石・石英・金雲母P73　　45％

須恵器B　17．1

C［12．8］

して立ち上がり，口緑部で外反する。位の平行叩き。内面ナデ。 にぷい黄褐色

普通

床面

第8号住居跡（第35図）

位置　A区西部，C9d5区

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．55mの方形である。

主軸方向　N－460－W

壁　壁高は20～25cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，竃部前から中央部付近が特に踏み固められている。

竃　北壁面の東寄りを壁外に80cmほど掘り込み，山砂で構築されていたと思われるが，袖部の確認ができなか

ったので規模などは不明である。煙道の始まりから50cmほど手前に，焚ロと思われる赤変硬化している部分

が確認されている。覆土は単一層で，ローム粒子少量，黒色小ブロック微量を含む褐色土である。

覆土　5層に分けられ，自然堆積である。
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第鏑図　第　号佳屠跡実測図

土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子少亀　焼土粒子微量

2　にぷい褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック微量

こう　褐　　　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

．＿．ノ二∴∴‾‘

㌔〆げ叫一輪
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4　にぷい褐色　ローム小ブロック多量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微最　砂質を帯びる

逸物　土師器片8息　須恵器片媚点　石　点が出土している。8の須恵器高台相棒は，東側床面から正位の状

態で、9の須恵器盤，10の須恵器高盤は南西部床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀前葉）の住居跡である。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （細） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第36図 杯 A　 l」1．0 日録部一部欠損。体部 は外傾 して立 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 P 77　　 9 8 ％

1 須 恵 器 B　　 5．0

C　　 7．0

ち上が り，目線部 に至 る。 糸切 り。 灰 白色

普通

床面

2

杯 A ［1 3．6］ 休部 は外傾 して立 ち上が り， 日録部 体部内 ・外面ロクロナデ。体部下半 長石 ・石英 。金雲 ミP 7 8　　 4 0％

須 恵 器 B　　 5．3

C　　 7．6

に至 る。 へ ラ削 り。底部回転へラ削 り。 灰 白色

普通

床面

3

高台付杯 B （ 2．4） 底部 片。高台 は 「ハ」 の字状 に開 く。底部回転 へラ切 り後，高台部貼 り付 長石 ㌘79　　 30 ％

須 恵 器 D　　 8．6

E　 l．2

け。内面 ナデ。 暗灰色

普通

覆土下層

4

高台付杯 B （ 1．4） 底部片。高台は 「ハ」の字状 に開 く。底部 回転糸切 り後 ，高台部貼 り付 け。長石 ・石英 P 8 1　 3 0 ％

須 恵 器 D　　 6．7

E　 l．0

内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

普通

覆土下層

5

高台付輝 B （ 2．1） 底部片。高台 は 「ハ」の字状 に開 く。底部回転へラ切 り後，高台部貼 り付 長石 e 石英 P8 0　　 3 0％

須 恵 器 り　　 8．4

E　　 l．4

げ。内面ナデ。 灰色

普通

覆土下層
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第36図　第8号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第36図 高台付j不 B （ 2．1） 底部片。高台 は 「ハ」の字状 に開 く。底部回転へラ切 り後，高台部貼 り付 長石 e 石英 P8 2　　 20 ％
6 須 恵 器 D　　 8．6

E　 l．1

げ。 灰色

普通

覆土下層

7

盤 B （ 3．1〉 底部か ら休部下端の破片。休部 は外 底部回転 へラ切 り後，高台部貼 り付 lここご　－7－・．・．・一束ノ臼
lp 8 3　 20 ％

須 恵 器 D ［ 9．0］

E　 l．2

傾 して立 ち上が り，体部下半に稜 を

もつ。高台部は 「ハ」 の字状に開 く。

け。外面ロクロナデ。 灰色

普通

覆土中層

8

高台付坪 A　 16．9 体部 は外傾 して立 ち上が り，体部下 目線部，体部内 ¢外面 ロクロナデ。 長石 e石英 P 86　 10 0 ％
須 恵 器 B　　 6．6

D　 ll．3

E　 l．6

半 に明瞭な稜 を もつ。高台は 「ハ」の

字状 に開 く。

黄灰色

普通

床面

9

盤 A　 19．8 目線部一部欠損。体部 は外傾 して立 日録部，体部内 e外面 ロクロナデ。 長石 。石英 P85　　 95 ％
須 恵 器 B　　 4．3

D　 ll．2

E　 l．3

ち上が り，端部で上方に屈曲す る。

高台は 「ハ」の字状 に開 く。

青灰色

良好

床面

10

高　　 盤 A ［22．5］ 脚部下半欠損。脚部 に三方透か しを 盤部，脚部 とも内 。外面 ロクロナデ。長石 P 84　　 25 ％
須 恵 器 B （ 5．2）

E （ 1．9）

もつ。盤部 は外傾 して立ち上が り，

端部で上方に強 く屈曲す る。

灰色

良好

床面

11

婆 A ［22．0］ 体部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 口緑部 内 。外面横 ナデ。体部内 。外 長石 ・雲母 P 76　　 20％
土 師 器 B （10．3） は 「く」の字状 に折れ，口唇部 はつ

まみ上げ られる。

面 ナデ。 スコ リア

橙色　 普通

覆土下層

12

鉢 A ［31．8］ 体部下半欠損。休部は緩 く外反 しな 日経部内 。外面横 ナデ。体部外面横 長石 。石英 e雲母 P8 7　 10 ％
須 恵 器 B （ 7．5） が ら立 ち上が り，日録部 は 「く」の

字状 に外反す る。

位 の平行叩 き。 灰色

普通

床面

13

鉢 B （17．6） 体部 から底部にかけての破片。平底。体部外面斜位 の平行叩 き。休部下端 長石 。石英 。小礫 P 89　　 20 ％
須 恵 器 C　 16．0 体部 は緩 く外反 しなが ら立ち上 がる。へ ラ削 り。　　　　　　　　　　　 灰色

普涌

覆土下層

E∃二旺坦

第9号住居跡（第37図）

億置　A区西部，C9dl区

規模と平面形　長軸2．66m，短軸2．57mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は10～20cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。南壁は壁高が低い。

床　平坦であり，各コーナー部を除いて踏み固められている。

ピッ臣　4か所（Pl～P4）。PlからP4は径20cm程度の円形で，深さ7～11cmといずれも浅いが，主柱穴と考え

られる。

竃　北壁中央部を壁外に壷cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ95cm，幅70cmであり，

遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，火床から緩や

かに立ち上がる。覆土は5層からなる。

竃土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，砂質を帯びる

2　褐　色　焼土粒子微量，砂質を帯びる

3　褐　色　ローム小ブロック少亀　砂質を帯びる

覆土　3層からなり，自然唯積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　焼土粒子微量　粘土質

5　赤褐色　焼土粒子少最　砂質を帯びる

3　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　砂質を帯びる

遺物　土師器片54点須恵器片48点　石4点が出土している。1の須恵器塔はP4上部から，4の須恵器蓋は竃

部右側から，6の土師器賓は南側壁寄りから，7の須恵器甑は中央部床面から，いずれも出土している。3の

須恵器高盤は竃上部からの出土であり，二次的な加熱痕が見られる。
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所凰　本跡は，平安時代前期（9世紀前葉）の住居跡である。

二　　二二　　　二
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第開園　第　号住居跡実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　一卜…　　Hl

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土。色調。焼成 備　　 考

第38図 土不 A　13．6 口緑部一部欠損。体部は外傾して立 体部内。外面ロクロナデ。底部回転 長石多量 P91　85％

1 須恵器B　　4．8

C　　7．6

ち上がる。 へラ削り。 灰色

良好

床面

2

盤 A ［20．2］底部から口緑部にかけての破片。盤 日録部，体部内e外面ロクロナデ。 長石e石英 P92　　50％

須恵器B　　3．8

D　13．2

E　 l．7

部は外傾して立ち上がり，端部で上

方に屈曲する。

灰色

普通

床面
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第38図　第9号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 8図 高　　 盤 A　 16．2 盤部 は外傾 して立 ち上が り，端部で 休部，脚部内 ・外面 ロタロナデ。二 長石 ・石英 ・雲母 P 9 5　　 8 0 ％
3 須 恵 器 B　 13．2

D　 12．0

上方 に屈曲する。脚部 は下方 に伸 び

端部で屈曲す る。

次加熱 を受けている。 灰色

普通

篭部

4

蓋 A ［1 4．3］ 天井部 はやや丸味を持 ち，緩やかに 天井部回転へ ラ削 り。口緑部 内 ・外 長石 ・石英 P 9 3　　 5 0 ％
須 恵 器 B　　 3．4

F　　 2．5

G　　 O．8

口緑部 に至 る。 口綾部 は屈曲 し，短

く垂下 する。扁平 なつまみが付 く。

面横ナデ。 灰色

普通

床面

5

蓋

須 恵 器

B （ 2．2）

F　　 2．8

G　 l．2

つまみ部。宝珠状 を呈す る。 つ まみは貼 り付け。 長石 ・石英

灰色

普通

P 9 4　 1 0 ％

床面

6

賓 A ［2 2．0］ 体部 下半欠損。休部 は内攣 して立 ち ロ縁部内 ・外面構ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 9 0　 2 0 ％
土 師 器 B （1 4，1） 上が り， 口綾部で 「く」 の字状に外

反する。 口唇部 はつまみ上 げられ，

外面 に沈線が巡 る。

ラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

床面

7

甑 A ［3 6．2］ 休部 は内管気味 に立ち上が り，口縁 口縁部 内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石 ・石英 P 96　　 3 0 ％
須 恵 器 B　 3 1．2

C ［1 4．6］

部で 「く」の字状 に外反する。多孔

式。

面平行叩 き。 灰色

普通

床面
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第10号住居跡（第39図）

位置　A区西部，C8d7区

規模と平面形　長軸2．45m，短軸2．40mの方形である。

主軸方向　N－26。－W

第39図　第10号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第40図　第10号住居跡出土遺物実測図

「∴了

】l

JL37．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！
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壁　壁高はプ15～20cmであり，緩やかに外傾して立ち上がる。北東側の壁は15cm前後と浅い。

床　平坦であり，竃部前面からPl付近にかけて特に踏み固められている。

ぽッ匪1か所（Pl）。Plは南東部に位置し，径挽mのほぼ円形で　深さ挽mである。位置から出入り口部関連

の柱穴と考えられる。

應　北西壁中央部を壁外に50cmほど掘り込みタ　山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ約鋤cm　幅約錮cm

である。袖乳　天井部ともに遺存状態は悪い。覆土は4層からなる。

窺土層解説

1　灰褐色　焼土中プロ、ソク少量

2　にぷい褐色　焼土中ブロック少亀焼土粒子微鼠灰質を帯びる

覆土　4層からなり、自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　灰褐色　廃土ブロック少亀　山砂質

4　にぷい赤褐色　焼土粒子中亀　山砂質

3　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　色　廃土粒子微量

遺物　土師器片狙点　須恵器片舶嵐　砥石　鼠　鉄製品　息　石蟻点が出土している。1の土師器婆は竃右袖

部付近プ　2の須恵器短頸壷は竃部前面芦　3の須恵器高台付塔は南東部の，いずれも床面から出土している。

所農　本跡は，奈良時代（8世紀代）の住居跡である。

第柑号住居跡出土遺物観察衷

計測値（cm）

B（5．6）

器　形　の　特　徴

体部から底部にかけての破片。平底。

手　法　の　特　徴

休部外面縦位のへラナデ。内面指頭

胎土・色調・焼成

長石・石英・雲母

備　　考

P98　　20％
1⊥ l JL．1霊宕：；坑口」J　日日1 両 lc　　 5．6 一体部 は外傾 して立 ち上がる。 圧 は るナデ。底部木葉痕。 ［橙色 i床面

普通

短 頸 壷 H （1 1．の 体部 か ら底部にか けての破片。休部 休部外面中位，内面ロクロナデ。休

部外面下位回転へラ削 り。高台貼 り

長石 ・石英 ・針状、

物

P 9 7　　 3 0 ㌔
2 須 恵 器 D 白 1．0］ は内攣 して立ち上 がる。高台 は「ハ」 床面

E　　 O．8 の字状 に開 く。 付け。 にぷい赤褐色 普通

3

高台付杯 B （ 3．3） 体部か ら高台部 にかけての破片。体 体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・雲母 P 99　 1 0％
須 恵 器 0 「11．幻

E　 l」

部下端部に鈍 い稜 をもつ。高台部 は

「ハ」の字状 に開 く。

灰白色

普通

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 上　 質

出土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第40図4 砥　　　　 石 7．5 4．5 2．8 70・O i 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 9

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 l

！　 備　　 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm）　 重量　 毎）

第 」0図5 鉱 6．5 0．89 0．54 18．0 M 5　　 覆土上層　　 茎部

第鍼号鍾贋跡つ第姐図）

位置　A区西部，C8Cγ区

規模と平面形　西側は撹乱を受けているがタ　長軸4。25mグ　短軸「拍沼⑪）mの方形である。

主軸方向　N－17ロー1・1・「

壁　壁高はク　20～購cmでありタ　外傾して立ち上がる。西壁は撹乱を受けており，不明である。

床　平坦であり，竃部から中央部付近にかけて特に踏み固められている。

∵ノ　′、∴′　－′・十　一‥　’∴、胃′ノ‘言、・、ノ六二．言一、∴、ふ。．一　　言′らノ．。！－．．ノ言‥′－‾∴　、1．′′、

である。P3は径約35cmのほぼ円形でァ　深さ20飾∴机は径約25cm　深さ鋼cmの円形である。㌘5は径約35
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第41図　第11号住居跡実測図
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0　　　　　　　10cm
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講昭敦　第m母性居曲出土達観設測図

cmの円形で，深さは8cmと浅い。P6は径30cmの円形で，深さは35cmである。Pl◎P2◎P4◎P6は主柱穴，P3

は出入り口関連の柱穴，P5は補助柱穴と考えられる。

應　北壁のほぼ中央を壁外に約40cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ90cm，幅110cm

であり，遺存状態は良い方である。火床は，床面をわずか掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，

火床から緩やかに立ち上がる。覆土は3層からなる。

寵土層解説

1　にぷい褐色　焼土小ブロック微量，山砂質

2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック。炭化物微量，山砂質

3　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量，山砂質

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子e炭化物e焼土粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片230点，須恵器片28点，石11点が出土している。1の土師器塔はP2上面から，2の須恵器盤と

3の土師器高台付塔はP5上面から出土している。なお，当住居跡からは炭化材も出土しており，焼失家屋の

可能性がある。

所凰　本跡は，奈良時代（8世紀代）の住居跡である。

第1且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第42図 土不 A ［11．4］ 底部か ら目線部 にか けての破片。丸 休部外面へラ削 り。 目線敬　 体部内 長石 。雲母 P lO O　 3 0％

1 土 師 器 B　　 3．3 底。体部 は内攣 して立 ち上が り，口 面横ナデ。 黒褐色 P2上面

緑部 との境 に弱い稜 を もつ。 日録部

は直立 する。

普通 内面黒色処理

2

盤 A ［1 6．0］ 休部 から目線部 にかけての破片。体 口線部 内 ◎外面横 ナデ。体部外面回 長石 ・雲母 ・小礫 P l O 4　 20 ％
須 恵 器 B （ 3．1） 部は大 き く開いて立 ち上が り，強 く

屈曲して口緑部 に至 る。

転へラ削 り。 黄灰色

普通

P 5上面

3

高台付土不 A　 14．0 口緑部，体部 の一部欠損。底部 と体 体部 内 e 外面ロクロナデ。 長石多量 P l O5　 6 0 ％
土 師 器 B　　 5．6 部 の境で強 く屈 曲し，休部 はわずか 褐灰色 P5上面

D　　 9．2

E　 l．3

に外傾 して立 ち上が り，日綾部 に至

る。高台部 は 「ハ」の字状 に開 く。

普通 口緑部に油煙付着
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第42図 婆 A ［20．0〕 体部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ◎外面横ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P lO1　 5％

4 土 師 器 B （7．3） 部は内攣して立ち上がり，目線部で

外反する。

スコリア

橙色　 普通

床面

5

寮 A ［15．2］ 体部から目線部にかけての破片。体 日録部内 e外面横ナデ。 長石 ・雲母 P lO2　 10％

土 師 器 B （6．3） 部は内攣して立ち上がる。目線部は

外反し，端部はつまみ上げられてい

る。

赤褐色

普通

床面

0　　　　　　2m

L二二＝二二二ゴ二二二二ヨ

第鵬図　第臓号住居跡実測図
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第臓号住居跡（第43図）

億置　A区西部，C8C7区

重複関係　本跡は，東側で第16号住居跡と重複している。本跡が第16号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新し
ヽ　　＿

い。

規模と平面形　長軸3．76m，短軸3．50mの方形である。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は，25～35cmであり，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，中央部が若干窪んでいる。篭部前面が特に踏み固められている。

ぽッ臣　5か所（Pl～P5）。Plは径25cmの円形で，深さ20cm，P2は径30×25cmの楕円形で深さ25cmである。

P3は径20cmの円形で，深さ10cmである。P4は径20cmの円形で，深さ20cmである。P5は径35×25cmの楕

円形で，深さ70cmとかなり深い。Pl◎P2◎P4◎P5は主柱穴と考えられる。P3は出入り口関連のピットと考

えられる。

竃　北西壁ほぼ中央部を壁外に65cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ95cm，幅110cm

であり，袖部の遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は

火床から緩やかに立ち上がる。覆土は2層からなる。

竃土層解説

1にぷい橙色　焼土ブロック少量，焼土粒子。ローム粒子微量，　2　にぷい橙色　廃土粒子多量，焼土中ブロック少量，砂質を帯びる
砂質を帯びる

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子e炭化粒子少量

2　褐　色　焼土粒子微量，砂質
3　暗褐色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子微量

遺物　土師器片188息　須恵器片136点，石10点が出土している。1の土師器婆は，竃部右側から一括出土し

ている。2の須恵器杯は竃部から，3の須恵器塔は南東部壁際からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀前半）の住居跡である。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第44図　　 賓 A　 21．7 底部 ，体部 の一部欠損。体部は緩 や 日録部 内 e外面横ナデ。体部下半縦 長石 e 石英 e 雲母 P lO6　 60 ％
1 土 師 器 B （27．3） かに内攣 して立ち上が る。目線部 は

強 く外反 し，端部 はつ まみあげられ

内面直下 に沈線 が巡 る。

位のへラ磨 き。 パ ミス e小礫

にぷい黄橙色

普通

床面

2

杯 A ［13．4］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。体 体部内 。外面ロクロナ デ。体部下位 長石 ◎小礫 P lO8　 60 ％
須 恵 器 B　　 4．3

C　　 7．1

部 は外傾 して立 ち上が り， 日録部で

わずかに外反す る。

手持ちへ ラ削 り。 灰白色

不 良

竃部

3

杯 B （ 1．6） 底部 か ら体部 にかけての破片。平底。体部下端手持 ちへ ラ削 り，「原」の墨 長石 e 石英 。雲母 P lO9　 20％
須 恵 器 C　　 7．0 書あ り。 小礫 e パ ミス

灰 白色　 不良

床面

4

高台付杯 B （ 3．1） 底部か ら体部 にかけての破片。底部 体部内 e 外面 ロタロナ デ。 長石 。石英 e 小礫 P llO　 20 ％
須 恵 器 D ［ 9．2］

E　 l．2

と休部の境 で強 く屈曲 し，鈍 い稜 を

もつ。高台は 「ハ」の字状 に開 く。

灰黄色

良好

覆土中層

5

高台付土不 B （ 3．0） 底部 か ら体部 にか けての破片。底部 体部内 ◎外面 ロクロナデ。 長石 。石英 P ll1　 20 ％
須 恵 器 E　 l．6 と体部 の境 に鈍い稜 をもつ。高台 は

「ハ」 の字状に開 く。

灰色

良好

覆土上層

6

蓋 B （ 1．8） 天井部の破片。天井頂部は平坦で， 天井部 回転へ ラ削 り。 雲母 P l13　　 5 ％
須 恵 器 F　　 2．8

G　 l．0

ボタン状のつまみをもつ。 灰 白色

不良

床面
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第掴図　第臓号住居跡出立遺物実測図

10cm
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第臓号住居跡（第23◎45図）

位置　A区西部，C9e2区

重複関係　本跡は，第14◎15号住居跡と重複している。本跡南側覆土を第15号住居跡が掘り込んでいる。また，

第14号住居跡の床面を掘り込んで本跡竃が構築されているため，第14号住居跡よりも新しく，第15号住居跡

よりも古い。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．85mの方形である。

主軸方向　N－630－W

壁　壁高20～25cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，特に竃前面が踏み固められている。

竃　南西壁中央部を壁外に60cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ110cm，幅135cm

であり，袖部の遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに揺り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，

火床から緩やかに立ち上がる。覆土は4層からなる。

竃土層解説

1褐　　　　色　ロームブロック主体

2　灰　白　色　多量の灰，焼土粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　炭化粒子e焼土粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量

4　褐　　　　色　少量の灰，焼土粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子微量，砂質を帯びる

遺物　土師器片108点，須恵器片95点，石5点が出土している。1の須恵器高台付塔，4の須恵器蓋は竃部か

ら，2の須恵器高台付塔は南部から，5の須恵器蓋は竃前面から，6の須恵器蓋は竃左袖付近から，それぞ

れ出土している。
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所農　本跡は，奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。

第鵬図　第臓◎臓号住居跡竃実測図

馬

第鯛図　第臓号住居跡出藍遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

SI15

0　　　　　　1m

』＝三二＝＝二二土二＝二二』

10cm

頼ここ二二二二二ま二二二二二』

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第46図 高台付塔 A　 16．0 目線部，体部の一部欠損。底部 と体 体部内 e外面ロクロナデ。 長石 。石英 P l16　 70 ％

1 須 恵 器 B　　 6．8

D　 lO．0

E　 l．2

部の境は鈍い稜をなして屈曲し，体

部はわずかに外傾して立ち上がる。

高台は 「ハ」の字状に開く。

灰色

良好

竃部

2

高台付土不 B （2．2） 口緑部，体部欠損。高台は 「ハ」の 内・外面ロクロナデ。 長石 。石英 P l17　 20 ％

須 恵 器 D　　 8．8

E　 l．2

字状に開く。 灰色

普通

覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第46図 盤 B （ 3．1） 底部破片。高台 は 「ハ」の字状に開 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。長石 ・石英 P l18　　 5％

3 須 恵 器 D ［13．2］

E　　 2．0

く。 灰色

良好

床面

4

蓋 A ［20．0］ 天井部一部欠損。天井頂部 は平坦で 天井頂部 回転へ ラ削 り。天井外周部 長石 ・石英 ・スコリ P 12 0　 50％

須 恵 器 B　　 4．4

F　　 3．3

G　 l．0

目線部 にむか って緩やかに下降 し，

口緑部 は屈曲 し，短 く垂下す る。頂

部にボタン状のつ まみをもつ。

内 。外面 ロクロナデ。 ア

灰色 e にぷい褐色

普通

竃部

5

蓋 A ［16．0］ 天井部か ら口緑部 にか けての破片。 天井頂部回転へラ削り。天井外周部 長石 P 12 1　 30 ％

須 恵 器 B　　 3．5

F　　 3．0

G　 l．2

天井頂部 は平坦 で，緩やかに下降 し，

ロ綾部 は屈曲 し，短 く垂下する。 ボ

タン状のつ まみを もつ。

内 e外面 ロクロナデ。 灰 白色

良好

床面

6

蓋 A　 16．0 天井部一部 欠損。天井頂部 は平坦で 天井頂部回転 へラ削 り。天井外周部 長石 e 石英 P l 1 9　 85 ％

須 恵 器 B　　 3．9

G　 l．3

F　　 3．0

緩やか に下降し， 目線部は屈 曲し短

く垂下する。 ボタン状のつまみをも

つ。

内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

良好

床面

第摘草健屠跡『第23⑳45図）

億置　Å区西部，C9e2区

重複関係　本跡は，第13◎14号住居跡と重複している。それぞれの住居跡の床面を本跡が掘り込んでいること

から，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸（4．35）m，短軸（上93）mで，南側の2／3が調査区域外のため，平面形は不明である。

主軸方向　N－630－W

壁　壁高は30cm前後であり，ほぼ垂直に立ち上がる。南西壁，南東壁および北西壁の一部は撹乱により，確認

できない。

床　平坦であり，特に竃部周辺が踏み固められている。

ぽッ臣　1か所（Pl）。Plは径約30cmの円形で，深さは25cmである。主柱穴と考えられる。

竃　南側が土取りにより壊されているが，北西壁を壁外に45cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。

左袖の一部は壊されてはいるものの遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化

している。煙道部は，火床面から外傾して立ち上がる。覆土は2層からなる。

魔土層解説

1　にぷい黄褐色　焼土中ブロック微量，砂質を帯びる

2　にぷい橙色　焼土粒子微量，砂質を帯びる

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　炭化粒子微量，砂質を帯びる

2　褐　色　炭化粒子e焼土粒子微量

3　褐　色　焼土中ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子少量

逸物　土師器片133点，須恵器片75点，石1点が出土している。1の須恵器塔は床面から，2の須恵器塔，4

の土師器婆は竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀前半）の住居跡である。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第47図 土不 A ［13．8］ 底部平底。体部 は外傾 して直線的に 体部内 。外面 ロクロナデ。体部 下端 長石 e石英 e 雲母 P 1 28　 4 0 ％

1 須 恵 器 B　　 3．8 立ち上 が り，日録部 に至 る。日録部 手持ちへラ削 り。底部 は，切 り離し 赤褐色 床面

C　　 7．2 は軽 く外反す る。 後へラ削 り。 普通
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第47図　第15号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 7図 塔 A　 1 3．6 底部平底。休部 は外傾 して直線的に 体部内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 長石 ・石英 P 13 2　 7 0％
2 須 恵 器 B　　 4．0 立ち上が り，口縁部に至 る。口綾部 手持ちへラ削 り。底部 は，回転切 り 灰色 竃内

C　　 8．0 は，軽 く外反する。 離 しで不調整。 普通

3

嚢 A ［22．0］ 休部 から口綾部 にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 P 1 29　 5 ％
土 師 器 B （13．9） 部 は内攣 して立 ち上が る。 口緑部 は

丸 く屈曲 し，端部 はつ まみ上 げてい

る。端部直下 に沈線が巡る。

面 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土上層

4

聾 B （1 3．2） 底部 から休部にか けての破片。休部 休部外 面縦位 のヘ ラミガキ。 内面ナ 長石 ・石英 ・雲母 P 13 0　 2 0 ％
土 師 器 C　　 8．0 は外傾 して直線 的に立 ち上が る。 デ。底部木葉痕。 橙色

普通

亀内

5

鉢 A ［3 1．8］ 休部中位か ら口緑部 にかけての破片。口緑部内 ・外面ロタロナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 P 1 3 4　 5 ％
須 恵 器 B （11．3） 休部 はわずかに内攣 して立 ち上が り

口緑部 は外方へ強 く屈曲し，端部 は

つ まみ上 げてい る。

面縦位の平行叩 き。内面ナデ。 灰黄色

普通

覆土下層

第16号住居跡（第48図）

位置　A区西部，C9dl区

重複関係　本跡の北西コーナー部で，第12号住居跡と重複している。本跡の覆土を第12号住居跡が掘り込んで

いるので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸2．90mの長方形である。

主軸方向　N－500－W
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第48図　第16号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一　　十－‥　・i

第49図　第16号住居跡出土遺物実測図

1Iu

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

3

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i l

壁　壁高は，10～20cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，竃部前面から住居跡中央部にかけて特に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径20cmの円形で，深さ25cmである。P2は径25cmの円形で，深さ20cmであ

る。P3は径25cmの円形で，深さ15cmである。P5は径20cmの円形で，深さ15cmである。Pl～P3は主柱穴と

考えられる。P5は15cmと浅く，位置的な点も考慮すると，出入り口関連の柱穴である可能性が高い。P4は

13cmと浅く，補助柱穴と考えられる。

－　62　－



竃　北西壁北側寄りを壁外に70cmはど掘り込み，山砂主体で構築している。左右袖部とも小さい。規模は，長

さ90cm，幅100cmである。火床は床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，火床か

ら緩やかに立ち上がる。焚口奥に，自然石を利用した支脚が立ったままの状態で残っていた。覆土は3層か

らなる。

壌土層解説

1　にぷい黄橙色　山砂中量，廃土小ブロック◎廃土粒子微量

2　にぷい黄褐色　山砂多量，焼土粒子少量

3　にぷい褐色　ローム中ブロック少亀　砂質を帯びる

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

過物　土師器片66息　須恵器片49点，石2点が出土している。1の須恵器鉢は煙道部端からの出土であり，日

録部付近に墨書が施されている。2の須恵器蓋は焚口前面から，3の土師器蓋は中央部床面からそれぞれ出

土している。

新風　本跡は平安時代前期（9世紀前半）の住居跡である。

第16号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm）

A［28．0］

B O3．0）

器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

体部から目線部にかけての破片。休
部はわずかに内攣しながら立ち上が
る。目線部は強く外反し，端部は上

口緑部内e外面，休部内面横ナデ。

休部外面縦位の平行叩き。体部上位

外面に「＿犬」の墨書あり。

P127　10％

竃煙道部

‘下 に突 出 させ て い る。

2

蓋 A ［1 4．4］ 天 井部 は平 坦 で ， 日経 部 は短 く屈 曲 天 井 部 回 転 へ ラ削 り。 日録 部 横 ナ デ 。長 石 ◎石 英 P 1 3 7　 4 ％
須 恵 器 B　　 3．5

F　　 2．8

G　 l．0

す る。 ボ タ ン状 の つ まみが 付 く。 ス コ リア

灰 色

普 通

竃 焚 日

3

蓋

土 師 器

B （ 2．2）

F　　 3．2

G　 l．5

つ ま み部 片 ， つ ま み頂 部 はや や窪 む。 内 面 へ ラ磨 き。 長 石 e雲 母

に ぷ い橙 色

普 通

P 13 5　　 5 ％

床 面

内 面黒 色 処 理

第悶号住居跡（第50図）

位置　A区西部，C8a7区

規模と平面形　本跡は，南西コーナーと南東壁のみの確認であり，正確な規模や平面形は不明であるが，方私

＿生37．9円－

第鯛図　第臓号住居跡実測図
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あるいは長方形であったと思われる。

主軸方向　N－680－E

壁　壁高は，15～25cmであり，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，あまり踏み固められておらず，全体的に軟弱である。

ピッ匪　2か所（Pl～P2）。Plは径40cmの円形で，深さ30cmである。P2は径40×35cmの楕円形で，深さ15

cmである。Plは補助主柱穴，P2は位置的に見て主柱穴と考えられる。

覆土　単一層であり，ローム粒子少量，炭化粒子微量を含む暗褐色土で，自然堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，土師器片20点，須恵器片1点，石1点が出土している。小片のため図示できるものはない。

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期は不明である。

第柑号住居跡（第51図）

位置　A区西部，C7d9区

規模と平面形　本跡は，北東コーナー部付近のみの確認であり，正確な規模や平面形は不明であるが，方形，

あるいは長方形であったと思われる。

主軸方向　N－160－W

0　　　　　　2m

』二二二二∃二二二二］

第馴図　第柑号健屠跡実測図
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第鍼図　第臓号健腰掛出藍遺物実測図

0　　　　　　10cm

』二二二二二ヨ二二二三二』

壁　壁高は30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に竃部前面が踏み固められている。

應　北壁東寄りを壁外に50cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は，長さ80cm　幅は娠mであ

る。袖部の遺存状態は良い。火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で赤変硬化している。煙道部は火床か

ら外傾して立ち上がる。火床部奥から小型婆が逆位の状態で出土している。支脚に転用したものと考えられ

る。覆土は3層からなる。

魔土層解説

1褐　　色　山砂粒子少量，炭化粒子鯵廃土粒子微量

2　にぷい褐色　廃土粒子中量，廃土小ブロック少量，山砂粒子微量

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　色　焼土粒子少量

4　暗褐色．ローム粒子少量

3　にぷい褐色　山砂粒子少量，廃土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量

逸物　土師器片2息　須恵器片相見　石　点が出土している。上　の須恵器塔は覆土下層から，3の土師器

小形賓は竃火床から，4の土師器婆は床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀前半）の住居跡である。
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第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第52図 珂こ A　 14．5 休部 は外傾 して直線的に開き， 口線 体部内 ・外面ロタロナデ。休部下端 長石 ・石英 P 1 40 10 0％

1 須 恵 器 B　　 4．1

C　　 8．8

部で軽 く外反す る。 手持 ちへ ラ削 り。底部回転へ ラ切 り

で不調整。

灰 白色

普通

覆土下層

2

坪 A ［1 3．2］ 休部 は外傾 して直線的に開 き，ロ縁 体部内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 長石 ・石英 P 1 41　 2 0 ％

須 恵 器 B　　 4，9

C　　 8．0

部で軽 く外反す る。 手持ちへラ削 り。底部 回転へ ラ切 り

で不調整。

灰色

普通

覆土下層

3

小 形 婆 A　 14．0 休部 は内管 して立 ち上が り，頸部で 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面下 長石（多量）・白雲 、 P 13 9　 9 5％

土 師 器 B　 14．0

C　　 8．2

「く」 の字状に折れ， ロ緑端部 はつ

まみ上 げられている。

半横位 のヘ ラ削 り。底部木葉痕。 にぷい赤褐色

不良

竃火床

4

襲 A　 2 1．8 休部か ら口緑部 の破片。休部 は内攣 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面下 長石 ・雲母 P 13 8　 70 ％

土 師 器 B　 2 9．7 して立ち上 が り，頸部で 「く」の字 半縦位のヘラ ミガキ。休部外面上位 スコリア 床面

C ［ 9．6］ 状に屈曲 し，口緑部 は端部 をつまみ

上げている。端部直下に沈線。

及 び内面ナデ。 にぷい橙色

普通

第19号住居跡（第53図）

位置　A区西部，C9a8区

重複関係　本跡は，第1号道路跡と重複してい一二二

る。本跡の床面を第1号道路跡が掘り込んでい

るので，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は，西壁と南壁の一部しか確

認できず，規模や平面形は不明であるが，方形

あるいは長方形であったと思われる。

壁壁高は30cmであり，外傾して立ち上がる0　→し37．2m

床　ほぼ平坦であるが，全体的に軟弱である。

ピット　1か所（Pl）。Plは径35×25cmの楕円形

で，深さ20cmである。位置的にみて主柱穴と考

えられる。

覆土　単一層であり，ローム粒子

中量，黒色粒子・ローム小ブロ

ック少量，焼土粒子微量を含む

褐色土で，自然堆積と考えられる。

遺物　土師器片21点，須恵器片

13点，土製紡錘車1点，石2点

が出土している。1の土師器

坪，2の須恵器賓は床面から，

3の土製紡錘車は覆土中層から

それぞれ出土している。

所見　本跡は，壁および床の状況

から住居跡と判断した。時期

は，平安時代前期（9世紀中葉）

である。

、「＝：二幸跡

第53図　第19号住居跡実測図

第54図　第19号住居跡出土遺物実測図
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第摘号住居跡出土遺物観察蔑

図版番号　 器　 種　　 測値 （cm）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 飴土 ◎色調 欄 成 i 備　 考

第討図　　 杯　　 A 〔1日 」 底部平底。体部は外傾して直線的に 休部外面ロクロナデ。休部内面へラ 長石 ・石英　　　　 P l42　 50㌔
1　 土 師 器　 日　 周　 立ち上がり，口緑部でわずかに外反 ミガキ。休部下端回転へラ削り。底 黒色 紀ぷい黄橙色） 床面

控　 m 斗 肱 部手持ちへラ削り。 良好　　　　　　　 内面黒色処理

璧　　 A 白5．61 日頚部破片。目線部は幅広で，外反

2　　 須 恵 岩自 B （嶺湖　 する。端部 は内偵する。

目頭部内。外面U クU ナデ。 長石 ・石英　　　　 P l43　　 5㌔

灰色　　　　　　　 床面

喜書■i S l■■S S Ⅷ－ l 普通

図版番・号
種　 別 i　 計　　 讃、ぴ 量 軸 車 土 地 点　 備　 考

最大幅　km）　厚 さ　k m ） 孔径 （cm ）

第54図3 紡　 錘　 車 i　 サバ　 ・8 0．8 捌 ＋ 「霞 土 中 層 i 胴

∴∴言　‾さl二　言∴二、二、二ご、l）

位置　A区西部，C9C5区

規模と平面形　竃部のみの確認であり、耕作による撹

乱が深度に及び，床や壁面が確認できないため，規

模と平面形は不明である。

主軸方向　N－700－W

壁　等袖部付近のみしか残存していないので，不明で

ある。

床　ほとんどが削平されてしまっており，不明であ

る。

竃　西壁を壁外に25cmほど掘り込み，山砂で構築され

ている。削平されている部分が多いので，正確な規

模は不明である。火床も焼土が若干みられる程度で

遺存状態は悪い。覆土は単一層で，山砂多鼠　焼土

粒子微量を含むにぷい橙色である。

遺物　土師器片4点，須恵器片4点が出土している。

恵器高台付坪は，竃部から出土している。

A

所見　本跡は竃部のみであり，詳細は不明であるが，竃部出

土の高台付土不から平安時代前期（8世紀末）の住居跡と考

えられる。

第鋼号住居跡出土遺物観察表

36．8m

一
ノ
ヽ
　
ノ
ー
＼
．
一
－

…
腿

h＼∴、＿∴、、、＿、

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト　二二＿…二二日二二二　…‾二∴二二一

第錮図　第調号健贋跡実測図

－－　－　－－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ご　二二＿　＿　　‾一二…‥　　∵∴．1

第鍼図　第調号住居跡出藍適地実測図

肪 画 器 種 桓測値 （cm）
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第56図　 高台付棒 「B （各潮

1　 須 恵 器　 E （0．7）

日経部，高台部欠損。底部と体部の 体部内 ・外面ロクロナデ。 石英 ・小礫 P 144　 10％
境は，鈍い稜をなして屈曲し，体部

は直立する。

パミス

灰黄色　 良好

竃部
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第57図　第21号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l i　　　＿＿」

第21号住居跡（第57図）

位置　A区西部，C9f9区

規模と平面形　竃部および北側コーナー部のみの確認であり，しかも南側が調査区外にかかっているため，規

模および平面形は不明である。

主軸方向　N－420－W

壁　壁高は20cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　南西方向に緩やかに傾斜するが，ほとんど平坦である。竃部周辺のわずかな部分のみが踏み固められてい

る。

ピット　1か所（Pl）。Plは径40cmの円形で，深さ15cmである。位置から見て主柱穴と考えられる。

竃　南側が調査区外で正確な位置は不明であるが，北西壁を壁外に60cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築され

ている。規模は，長さ120cm，幅85cmであり，袖部の遺存状態は良い。火床は，床面とほぼ同じレベルであ

る。煙道部は火床から緩やかに立ち上がり，長さ60cm，幅10cmと細長い。火床部からは，円礫を下にし，そ

の上に高台付坪2個，さらにその上に賓の底部がそれぞれ逆位の状態で出土している。支脚として使用した

ものと考えられる。覆土は2層からなる。

寵土層解説

1灰褐色　山砂中量，焼土小ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小プロッタ・山砂粒子少量

覆土　単一層であり，ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量を含む褐色土で，自

然堆積と考えられる。

遺物　土師器片83点，須恵器片92点，石1点が出土している。1，2の須恵器高台付坪，4の土師器聾は竃火
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第58図　第21号住居跡出土遺物実測図

≡∋鴇7
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　！

床部から，3の須恵器高盤は覆土下層から，5の土師器賓は篭煙道部から，7の須恵器蓋は覆土中層から，

6の須恵器蓋は竃袖部からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第58図 高台付坪 A ［1 4．8］ 底部 と休部の境 は稜 をなして屈曲 し 体部 内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 1 4 7　 5 0 ％

1 須 恵 器 B　　 5．9

D　　 9．1

E　 l．2

休部 は外傾 して立 ち上が る。口綾部

は， わずかに外反 する。高台は「ハ」

の字状に開 く。

灰白色

良好

葛部

2

高台付杯 A ［15．6］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。高 体部内 ・外面ロタロナデ。底部 回転 長石 ・石英 ・小礫 P 14 8　 3 0％
須 恵 器 B （ 5．2） 台部欠損。底部か ら休部 にか けて は

丸味 をもって移行 し，休部 は外傾 し

て立ち上が り，口緑部 に至 る。

ヘラ削 りの後 ，高台貼 り付け。 パ ミス

黄灰色

良好

竃部

3

高　　 盤 B （ 6．の 脚部片。脚部 はラ ッパ状に開 き， 四 脚部外面 ロタロナデ。 長石 P 1 49　　 5 ％
須 恵 器 方に長方形の透 かしを有する。 灰色

良好

覆土下層

4

聾 B （ 4．3） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 体部外面縦位 のへ ラ磨 き。底部木葉 長石 ・石英 P 14 5　　 5 ％
土 師 器 C　　 8．0 休部 は外傾 して立ち上 がる。 痕。休部内面二次加熱に より剥離。 明褐色

普通

竃部

5

寮 B （ 7．4） 底部 から体部下半 にか けての破片。 休部外面斜位 のヘ ラナデ。内面 ナデ。長石 ・石英 ・雲母 P 14 6　　 5 ％
土 師 器 C　　 7．8 休部 は外傾 して立 ち上が る。 底部木葉痕。 スコリア

橙色　 普通

竃煙道部

6

蓋 B （ 3．1） 口緑部欠損。天井頂部 は平坦 で，宝 天井部回転へラ削 り。 長石 ・石英 ・小礫 P 1 50　 7 0 ％
須 恵 器 F　　 2．5

G　 l．5

珠状のつまみをもつ。 灰色

良好

亀袖部

7

蓋 A ［16．0］ 口緑部破片。天井部 は緩やかに下降 天井部回転へ ラ削 り。口緑部内 ・外 長石 P 15 1　 2 0％
須 恵 器 B （ 1．6） し， 口緑部で屈 曲し，短 く垂下する。面 ロタロナデ。 灰オ リーブ色

良好

覆土 中層
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窮鍼号燵履跡　第5図）

位置　B区東部，C7at）区

規模藍平面形　本跡はタ　北側部のみの確認であ勘　正確な規模や平面形は不明であるが芦　方形もしくは長方形

「デも息、（　十一　し　田j、」ノ1Z
L　ぴノ　ノ　ノ」　」　ノじヽペノ4　L tJ o

主軸方向　N－5°－E

壁　壁高は，35～65cmであ軋　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり芦　竃前面から住居跡中央部にかけて特に踏み固められている。

ぽッ匪　2か所軌タ　㌘2）。軌は径3のcmのほぼ円形でタ　深さ50cmである。㌘2は径30～娩mの楕円形で　深さ磁

CIllである。共に主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に挽mほど掘　込み　山砂と粘土で構築されている。規模は　長さ臓腑m　幅臓娠mで

ある。遺存状態は良い。火床は資　床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道は火床から緩

やかに立ち上がる。火床部奥から　逆位の状態で高盤が出土している。支郷に転用した　のと考えられる。

覆土は5層からなる。

覆土層解説

1褐　　　色　tlブーム粒子・焼上粒子少量つ沙質を帯びる

2　赤　褐　色　焼土ブロック少亀　砂質を帯びる
3　赤　褐　色　廃土主観　砂質を帯びる

・1にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　砂質を′帯びる

5　にぷい褐色　焼土粒子微鼠　砂質を帯びる

貯蔵究　2か所。北東コーナー部（貯蔵衆目　と　北西コーナー部　貯蔵穴の　に付設されている。貯蔵穴鼠

は　径用の×i鋼cmの楕円形で　深さ摘cm　断面は皿状を呈している。貯蔵穴2はタ　商側部が調査区外にあ

るが　径臓腑m前後の円形もし　は楕円形と思われる。深さは錆cm程度で　断面は皿状を呈する。

貯蔵穴土層解説（貯蔵穴上　2共に覆土は封軒こ・ある。）

1灰褐色　ローム粒了少量，r‾トム大プロ、ソクe焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

覆土　3層であり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量．炭化粒子微量
ニラ　褐　色　ローム小ブロック少量

逸物　土師器片銅　息　須恵器片摘　鼠灰和陶器　点が出土している。の須恵器壷と用の灰粕陶器小形長

頸壷は，竃左袖部付近から横転した状態で出土している。1の須恵器塔，2の須恵器高台付塔はいずれも竃南

西部床面から出土している。の須恵器盤は竃右裾部からタ　の高盤は竃火床部からそれぞれ出土している。

所農　本跡は，平安時代前期　摘世紀末　の住居跡である。

第22号住居跡出土遺物観察衷

図鵬 号！ 器 種 桓 醜 （cm）！　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴
胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第60図　　 杯　　 A 1 2」　 休部 は外へ開 きながら立 ち上が り， 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

1　 須 恵 器　 8　 4．4　 日緑部でやや内攣 する。　　　　　 へ ラ切 り不調整。

長石 ・石英 ・小礫

灰色

良

P 1 54　 9 0 ％

床面

C　　 7．2

高台付杯　 A　 昔 0　 底部 と休部 の境 はやや丸味を持 って　 体部内 ・外面ロクロナデ。底部 回転

2　　 須 恵 器　 8　 7・1 立 ち上が り， 目線部 に至る。高台 は　 へ ラ切 り橡　 高台部貼 り付け。

0　 10．6　 「ハ」の字状 に開 く。

E　 l．6

長石 ・石英 ・小礫

パ ミス

灰色

良

P 15 9　 8 0％

床面

盤　　 A ［路 4］ 高台部か ら盤部にかけての破片。体　 体部内 ・外面 ロクロナデ 底部回転

3　　 須 恵 器　 B　 4・0　 部は外傾 して立 ち上が り，端部で上　 へ ラ切 り後，高台部貼 り付 け。

長石 ・石英

灰色

P 1 66　 5 0 ％

竃右袖部
0　 1仕0　 方に屈曲す る。 高台 は 「ハ」の字状 普通

E　 1．6　 に開 く。
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第60図　第22号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （o m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第60図 高　　 盤 A　 16．0 盤部 はほぼ水平 に伸び，口縁端部 は 盤部 内 ・外面，脚部内 ・外面 ロタロ 長石多量 P 17 7　 80 ％

4 須 恵 器 B　 ll．5

D　 1 2．2

四角状 に収 めている。脚部 はラッパ

状 に開 き，端部 は下方につまみ出 し

てい る。

ナデ。 灰色

良好

竃火床部

5

婆 A ［2 0．0］ 休部上半から口緑部にかけての破片。 ロ縁部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 1 5 2　 5％

土 師 器 B （ 5．9） 休部は内管 し，頸部で 「く」の字状

に折れ， 口緑端部をつまみ上 げてい

る。口唇部 に弱い沈線が巡 る。

明赤褐色

良好

覆土下層

6

蓋 A ［15．4］ 休部 から口綾部にかけての破片。 つ 天井部 回転へ ラ削 り。体部内 ・外面 長石 ・石英 P 16 8　 3 0％

須 恵 器 B （ 2．0） まみ部欠損。天井部 は平坦で，口緑

端部 に沈線が巡 る。

ロタロナデ。 灰色

普通

覆土下層

7

蓋 B （ 3．1） 天井部の破 片。天井部 は丸味 を持 つ。天井部 回転へラ削 り。天井部 内 ・外 長石 ・石英 P 17 3　 1 0％

須 恵 器 F　　 2．9

G　 1．4

つまみ は宝珠状 を呈す る。 面 ロタロナデ。 灰色

不 良

覆土下層

8

蓋 B （ 2．3） 天井部か らつまみ にかけての破片。 天井部内面へラ磨 き。 長石 ・石英 P 15 3　 10 ％

土 師 器 F　　 2．8 つまみ は扁平で，天井部 はやや丸味 にぷ い褐色 覆土下層

G　 l．0 を持つ。 普通 内面黒色処理

9

壷 G 類 A　　 5．9 平底 。休部 はほぼ直立 し，肩部 は張 口緑部，体部 内 ・外面 ロタロナデ。 白色粒子 ・小礫 P 1 8 1 1 00 ％

須 恵 器 B　 19．1 る。頸部 は軽 く外反しなが ら立ち上 体部下半回転へ ラ削 り。底部回転糸 青灰色 床面

C　　 5．0 が りロ緑部に至 る。 切 り。 良好

10

小形長頸壷 A　　 3．4 休部 は内攣気味 に立 ち上が り，肩部 口頸部 か ら休部上位 はロタロナデ。 長石細粒 ・黒斑 P 18 2　 9 8％

灰粕陶器 B　　 9．7 は張 る。頸郡 は外反 して立 ち上 が り 休部下位 は回転へラ削 り，頸部 内 ・ 灰色 床面

D　　 4．2

E　　 O．4

口綾部 に至 る。 口縁端部は内傾 する

面 をなす。 高台 は短 く「ハ」の字状 に

開 く。

外面及 び休部上位施柚。休部下位無

粕。

良好
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第調号住居跡（第6且図）

位置　B区東部，C7C6区

規模と平面形　本跡は，南側部が調査区外のため，正確な規観平面形は不明であるが，長軸3．60m，短軸（3．30）

mの方形か長方形であったと思われる。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は25～40cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁下で確認されている。幅20cm，深さ12cmで，断面形は「U」字状を呈している。

床　西側へ若干傾斜しているが，ほぼ平坦である。周辺部を除き，固く踏み固められている。

ぽッ臣　4か所（Pl～P4）。Plは径30×20cmの楕円形で，深さ10cmである。P2は径35×25cmの楕円形で，

深さ30cmである。P3は調査区域外にかかってしまい径は不明であるが，深さは30cmである。P4は径20cm，

深さ10cmである。P2以外は，主柱穴と考えられるが，P2は位置から見て補助柱穴の可能性が高い。

竃　北壁東寄り（第1竃）と東壁（第2竃）と2か所に竃を持っている。

第1竃は，北壁を壁外に20cmほど掘り込み，山砂を主な構築材としている。規模は，長さ90cmである。幅

は，左袖部が確認されていないので不明である。火床は，床面を少し掘り窪めた程度であり，火を焚いた痕

跡はあまり顕著ではない。煙道部は，火床から緩やかに立ち上がる。覆土は3層からなる。

第1竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子少亀　焼土中ブロック微量

2　にぷい褐色　山砂少量，焼土中ブロック微量
3にぶい褐色山砂微量

第2竃は，南側半分が調査区域外にかかってしまっており，左袖部と火床部のみの確認であるため，規模

や煙道部等は不明である。左袖部は，山砂を主な構築材としている。火床は，床面を少し掘り窪めた程度で

あり，赤変硬化している。覆土は3層からなる。

第2竃土層解説

1暗褐色　炭化粒子e焼土粒子少量，砂質を帯びる

2　赤褐色　炭化物（木炭巨焼土中ブロック少量，灰質を帯びる

3　褐　色　焼土中ブロック少量，砂質を帯びる

覆土　3層であり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐色　ローム粒子少最　焼土中ブロックe炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子e焼土粒子微量

3　褐　色　山砂少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片342息須恵器片168息灰和陶器片3息鉄製品1息　石5点が出土している。2，3の土

師器塔，4の須恵器輯　9の土師器高台付輯10の灰抽陶器楓12の土師器婆，13の土師器鉢は，いずれも

床面から出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀前半）の住居跡である。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 ±不 A ［13．1］ 体部 は外傾 して直線的に立 ち上が り 休部外面 ロクロナデ，内面へラ磨 き。長石 ・石英 ・雲母 P 1 84　 4 0 ％
1 土 師 器 B　　 3．5

C　　 7．2

口緑部 で外反す る。 底部回転 へラ切 り。 にぷ い褐色

普通

第 2 竃

内面黒色処理
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第馴図　第調号住居跡実測図
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第62図　第23号住居跡出土遺物実測図

一⊥1＝コ

I4S＝㌔

10cm

！．　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第62図 杯 A［13．2］底部から口緑部にかけての破片。体体部外面ロタロナデ，内面へラ磨き。長石・石英・雲母P185　20％

2 土師器B　　3．1部はやや丸味を持って立ち上がり，底部回転へラ削り。 灰褐色 床面

C　　7．2 口緑部で外反する。 普通 内面黒色処理

3

坪 A［11．8］休部から口緑部にかけての破片。体休部外面ロタロナデ，内面へラ磨き。雲母・スコリアP187　5％

土師器B（4．2）部はやや丸味を持って立ち上がり，休部外面に墨書。 にぷい褐色 床面

口綾部に至る。 普通 内面黒色処理

4

珂こB（2．9）休部片。休部は内攣気味に立ち上が体部内・外面ロタロナデ。休部外面石英・雲母 P188　5％

須恵器 る。 に墨書。 灰黄色

普通

床面

5

坪 A［14．4］底部から口緑部にかけての破片。体体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・雲母 P195　70％

須恵器B　　5．0

C　　7．4

部は外傾し直線的に立ち上がり，口

緑部で弱く外反する。

へラ削り。 黄灰色

普通

床面

6

杯 A［14．2］底部から口緑部にかけての破片。体体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石・石英・雲母P196　30％

須恵器B　　5．2

C　　8．0

部は外傾し直線的に立ち上がり，ロ

綾部で外反する。

ヘラ削り。 にぷい褐色

不良

覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 塔 Å ［12．0］ 底部 から目線部 にかけての破片。体 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底 部回転 長石 ・石英 ・雲母 P 19 7　 30 ％

7 須 恵 器 B　　 3．7

C　　 6．4

部 は外傾 し直線 的に立 ち上が り， 目

線部 に至 る。

へラ削 り。 黄灰色

普通

覆土 中層

8

高台 付杯 B （ 2．7） 高台部の破片。高台部 は 「ハ」の小、’休部内面へラ磨 き。底部回転 へラ削 雲母 ・スコリア P 19 2　 20 ％

土 師 器 D ［ 6．6］

E　 l．3

に開 く。 り後，高台部貼 り付 け。 にぷ い褐色

普通

覆土下層

9

高台付杯 B （ 4．4） 体部片。休部 は内暫 しなが ら立 ち上 休部内面へラ磨 き†外面 ロクロナデ。長石 ・石英 ・雲母 P 19 1　 30 ％

土 師 器 が る。 底部回転 へラ削 り後，高台部貼 り付 にぷい橙色 床面

け。休部外面 に墨書。 普通 内面異色処理

椀 A は 7．2〕 日録部片。 日録部 は内攣 しなが ら立 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。口緑部 黒斑 P 20 5　　 5 ％

10 灰柚 陶器 B （ 3．5） ち上 が り，目線端部 は玉線状 を呈 す

る。

内 ・外面 に施柚。 にぷい黄色

普通

床面

n

蓋 B （ 1．6） 天井部片。つまみ部欠損。天井部 は 天井部内 ・外面ロクロナデ。内面 に 長石 ・石英 P20 1 10 ㌔

須 恵 器 G （ 0．5） 平坦で ある。 「山」の線刻。 灰色

良好

覆土中層

12

婆 A ［21鳶］ 休部か ら目線部 にか けての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部 内面へ 長石 ・石英 P 193　 10 ％

土 師 器 B （ 7．4） 部 は内攣 して立ち上が り， 目線部で

「く」の字状 に屈曲する。 日録端部

はつ まみ上 げられ る。

ラナデ。 にぷ い橙色

普通

床面

13

鉢 Å ［32凍 底部欠損。体部 は直線的 に立 ち上が 目線部，体部内 ・外面横 ナデ。休部 石英 ・長石 ・雲母 P 20 2　 20 ％

土 師 器 B （24．2） リ，休部上半で内暫 し， 目線部で外

反する。 口縁端部 に沈線が巡 る。

下端へラナデ。 にぷい赤褐色

普通

床面

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

長さ k m） 幅 （cm ） i 厚狛 cm） 重量 （g）

第 62図 摘 刀　　　　 子
1　 5．5 －　 0・8 i o・3 1　 4．5 1 、が＿　　　＿．ム－

1Ⅵナ／　　 床面

第錮考健贋跡つ第鵬図）

位置　B区東部，C6b9区

規模と平面形　一辺3．40mはどの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は35～40cmであり，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，竃部前面と，住居跡中央部が特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径20×40cmの楕円形であり，深さ15cmである。P2は径18cmの円形で，深

さmcmである。㌘3は径温5cmの円形で　深さ1鉦mである。いずれのピットもかなり浅い。位置から考えてぎ

P2は出入り口関連のピットと考えられる。Pl，P：jは主柱穴と考えられる。

寵　北壁中央部を壁外に40cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。袖部の遺存状態は良い。規模は，

長さ90cm，幅100cmである。火床は，床面をほんのわずか掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は，

緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は3層からなる。

窺土層解説

1　明　灰　褐　色　焼土中ブロック多量，山砂粒子中量　　　　　　　　3　にぷい褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

2　にぷい赤褐色　廃土粒子少量，廃土小ブロック微量

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。径45×60cmの楕円形で，深さ15cmであり，覆土は単一層であり，

炭化粒子・焼土粒子を少量含んでいる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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逸物　土師器片3姐魚　須恵器片1m嵐　墨書土器片　息　灰和陶器片　息　石製紡錘車　息　鉄浮1息　石

1点が出土している。1，3，4の土師器塔，9の土師器高台相棒，7の須恵器塔は床面から，8の土師器

高台付皿は竃右袖部からそれぞれ出土している。Ⅲの紡錘車は西壁下から，12の砥石は西側床面からそれぞ

れ出土している。覆土中層および床面から5点の墨書土器片が出土している。

所凰　本跡は，平安時代前期（9世紀中葉）の住居跡である。

0　　　　　　　2m

L二二…‥二1∴∴二∵∴＿．！

第開園　第錮聾鎮贋跡実測図

ー　77　－

当
も
l
j
′
′
－
・
・
・
・
l
！
も
1
．
．
．
！
』

′

l
　
’
n

0　　　　　　　　　　　　　　1m

［二　二一二二二「二二二二∴＝1



＼＼jl亡ゴ乙

l

⊂＝⊂二⊂＝昌＝％
／

第64図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

0「－210cm

l　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第64図±不A　13．0休部は，外傾しながら立ち上がり，休部外面ロタロナデ，休部下端手持長石・石英・雲母P206　90％

1 土師器

B　　4．3口緑部で弱く外反する。 ちヘラ削り。底部回転へラ削り。体スコリア 床面

C　　7．2 部外面に「大」の墨書。 にぷい黄橙色

普通

内面黒色処理

2

珂こA［13．0］休部は外傾しながら立ち上がり，口休部外面ロタロナデ，内面へラ磨き。長石・石英・雲母P207　70％

土師器B　　4．4

C　　7．5

緑部で外反する。 底部回転へラ削り。 スコリア

浅黄橙色

普通

覆土下層

内面黒色処理

3

土不A［13．0］口緑部片。休部は直線的に立ち上が口緑部外面横ナデ，内面へラ磨き。石英・雲母 P209　　5％

土師器B（2．6）り，口線部に至る。 休部外面に墨書。 にぷい褐色

普通

床面

4

坪B（1．7）底部から休部にかけての破片。休部休部外面ロタロナデ，内面へラ磨き。雲母・石英 P210　　5％
土師器C［7．0］は丸味を持って立ち上がる。 底部回転へラ削り。休部外面に墨書。にぷい橙色

普通

床面

5

坪A　13．9休部は外傾して直線的に立ち上がり体部内・外面ロクロナデ。底部回転雲母・長石 P215　90％
須恵器B　　5．3

C　　8．4

口綾部でわずかに外反する。 へラ削り。 灰オリーブ色

不良

覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第64図 ま不 A ［13鳶］ 底部欠損。体部 は内攣気味に立 ち上 体部内 ・外面ロ クロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 21 9　 30 ％

6 須 恵 器 B　　 4．3

C ［ 7．3］

が り， 日録部 に至 る。 灰黄褐色

不良

竃部

7

杯 A　 14．4 休部 は外傾 して直線的に立 ち上が り 体部内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転 長石 。石英 ・雲母 P 216　 70 ％

須 恵 器 B　　 5．0

C　　 7．8

目線部 でわずか に外反する。 へ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

床面

8

高台付皿 A　 13．0 休部は外傾 して立ち上 が り，口綾部 休部外面 ロクロナデ， 内面へラ磨 き。長石 ◎石英 e 雲母 P 2 12　 90％

土 師 器 B　　 3．1 で外反 する。高台部 は 「ハ」の字状 底部回転 へラ削 り後，高台部貼 り付 にぷい黄橙色 竃袖部

D　　 6．6

E　 l．0

に開 く。 げ。 普通 内面黒色処理

9

高台付棒 A ［接 6］ 底部か ら口綾部 にかけての破片。体 休部外面 ロクロナデ，内面へラ磨 き。長石 ・石英 ・雲母 P21 1　 60％

土 師 器 B　　 7．0 部 は丸味 を持って立 ち上が り， 日録 底部 回転へ ラ削 り後，高台部貼 り付 橙色 床面

D　　 8．2

E　　 2．0

部 で弱 く外反する。高台部 は 「ハ」

の字状 に開 く。

け。体部外面に墨書。 普通 内面黒色処理

10

高台付皿 A　 13．2 体部一部欠損。休部 は外傾 して立ち 体部外面 ロクロナデ，内面へラ磨 き。長石 ・雲母 P 213　 70 ％

土 師 器 B　　 3．7 上が り，日経部 に至 る。高台部 は 「 底部回転糸切 り後，高台部張 り付け。 スコリア 覆土下層

D　　 7．0

E　 l．4

ハ」の字状 に開 く。 体部外面に墨書。 明赤褐色

良好

内面黒色処理

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土地点 備　　 考
最大幅（cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第64図11 紡　 錘　 車 4．1 仕6 0．9 12．0 粘 板岩 床　　　 面 Q 17

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第64図12 砥　　　　 石 22．9 10．1 6．8 2300．0 花 崗 岩 床　　　 面 Q 18

第鏑号住居跡（第65図）

位置　B区中央部，C6a．1区

規模と平面形　一辺約3．00111の方形である。

主軸方向　N－800－E

壁　壁高は，25～45cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，竃部前面から住居跡中央部にかけて特に踏み固められている。

ぽッ匪　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径20cmのほぼ円形であり，深さ15～16cmである。P5は，径20cmの

円形で，深さ12cmである。Pl～P4は主柱穴と考えられる。P5は，位置から考えて出入り口関連の柱穴と思

われる。

竃　東壁中央部を壁外に40cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。第66図8の賓が竃にかけられたま

まの状態で検出された。遺存状態は良い。覆土は2層からなる。

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子e焼土中ブロック少量

貯蔵究　南東コーナー部に付設されている。径90×70cmの楕円形で，深さ20cmである。覆土は単一層であり，

ローム粒子◎ローム小ブロックを少量含む灰褐色の土層である。

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。
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第閑図　第鏑号住居跡実測図

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

、
l
ノ

4　褐　　色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子少量

エ！

0　　　　　　　1m

！＿　＿＿＿＿＿＿二」二　　」

遺物　土師器片29点，須恵器片28点，石1点が出土している。8の土師器賓は，竃にかけられた状態で出土し

ている。2◎3の須恵器塔，5の須恵器高台付塔は竃右袖部付近からそれぞれ出土している。4の須恵器塔

は覆土下層から，6の須恵器高台付塔は住居跡中央部床面から，7の須恵器盤は南側床面からそれぞれ出土

している。

新風　本跡は，奈良時代（8世紀中葉）の住居跡である。
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第66回　第25号住居跡出土遣物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

．－一　　　一一一　　・－　　　　　　　　　－・－．　・－　・－

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第66図 杯 A　13．6 体部は外傾しながら直線的に立ち上休部内面ロタロナデ，休部下端手持長石・石英 P222　95％

1 須恵器B　　4．4

C　　8．0

がり，ロ緑部で軽く外反する。 ちへラ削り。底部回転へラ切り後，

手持ちへラ削り。

灰色

普通

竃部

2

杯 A　13．2 休部は外傾しながら直線的に立ち上体部内・外面ロタロナデ，休部下端長石 P223　80％

須恵器B　　4．9

C　　8．7

がる。口緑部はわずかに外反する。手持ちへラ削り。底部回転へラ切り

後，手持ちへラ削り。

灰色

普通

竃袖部

3

坪 A　14．7 休部は外傾しながら直線的に立ち上体部内・外面ロタロナデ，休部下端長石・石英・雲母P224　70％

須恵器B　　4．9

C　　8．6

がる。口緑部はわずかに外反する。手持ちへラ削り。底部回転へラ切り

後，手持ちへラ削り。

にぷい黄橙色

普通

竃袖部

4

ゴ不 A ［13．8］休部は内攣気味に立ち上がり，口緑体部内・外面ロタロナデ，体部下端長石・石英 P225　60％

須恵器B　　4．0

C［8．0］

部に至る。 手持ちへラ削り。底部回転へラ切り

後，手持ちへラ削り。

灰色

普通

覆土下層

5

高台付土不A　14．5 口綾部一増田欠損。底部と休部の境は体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石・石英 P226　95％

須恵器B　　5．7

D　　9．4

E　l．4

稜をなして屈曲し，休部はわずかに

外傾して立ち上がり，ロ緑部はわず

かに外反する。

へラ削り後，高台部貼り付け。 灰色

普通

竃袖部

6

高台付坪A　13．8 高台部欠損。底部と休部の境は鈍い体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石・石英・雲母P227　75％

須意器B（4，8）稜をなして屈曲し，休部は外反気味

に立ち上がり，ロ緑部に至る。

ヘラ削り後，高台部貼り付け。 灰色

普通

床面
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図版番号 器 種 匝 礪 屈 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　　 匪 畑 摘 欄 可 1隋　 考

第66図 盤　　 Å ［22．8］ 盤部 は外傾 して立 ち上が り，端部で 休部，目線部 内 車外南口タロナデ。　 長石 ⑳石英　　　　 ㌘228　 鵜 ％

7 須 恵 器　 B　 4．7 上方に強 く屈曲す る。高台部 は「ハ」 底部回転 へラ削 り観　 高台部貼 り付 「灰オ リーブ色 床面

＝ 「1訂11

E　 l．8

の字状 に開 く。 げ。　　　　　　　　　　　　　　　 普通

8

婆　　 A　 23．3 ＝縁部 一部 欠損。休部 は内轡 しなが 目線部 内 砂外面横 ナデ，体部内面へ　 長石 録石英 砂雲母　 ㌘221 9 5％

土 師 器　 B　 32，4 ら立 ち上が る。 日経部 は強 く外反 し ラナデ。体部下半外面へ ラ磨 き。底　 にぷい赤褐色　　　 竃部

C　　 8涌 日経端部 はつまみ上 げられ，外面直 部木葉痕。　　　　　　　　　　　　 普通

下 に沈線が巡 る。

第錮図　第鍼考健贋跡実測図

0　　　　　　　2m

∴、．－　＿　十Ill　一・

第鍼聾佳屠跡つ第67図）

位置　B区中央部，C6b：1区

規模と平面形　長軸2．30111，短軸（2．00）ITlで，平面形は長方形と推定される。

主軸方向　N－4°－E

壁　壁高12cIll前後で，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少鼠　黒色小ブロック・焼土中ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片1点，須恵器片5点が出土している。いずれも小破片で図示できるものはない。

新風　出土遺物が極端に少なく，しかも小片のため時期は不明である。また，柱穴，竃なども確認できなかっ

たことから，住居跡以外の遺構である可能性も考えられる。
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第錮号住居跡（第68図）

位置　B区西部，B5h6区

重複関係　南西壁コーナー部を第61号土坑が掘り込んでいるので，本跡が古い。

第関図　第錮号住居跡実測図

『≡≡蘭

一三三＿3才．畑m

l二云l‾‾‾

0　　　　　　1m

』二二二二丑二二＝＝＝＝』

2m

』＿＿　　…一一一昔　　＿∴＿＿＿＿＿二」

第閑図　第錮号住居跡出藍遺物実測図
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規模と平面形　一辺約3．00mの方形である。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高20～30cmであり，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部付近から南西コーナー部付近にかけて，部分的に確認した。上幅20～30cm，下幅10～24

cm，深さ15cmである。

床　ほぼ平坦であり，住居跡中央部と北西壁下が特に踏み固められている。

應　東壁南寄りを壁外に20cmほど掘り込み構築している。袖部は確認できなかった。規模は，長さ90cm，幅55

cmである。火床は床面をわずかに掘り窪めた程度であり，ほとんど赤変硬化は見られない。煙道部は，火床

から緩やかに立ち上がる。覆土は2層からなる。

竃土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子多量。砂質を帯びる

2　褐　色　焼土粒子少量，砂質を帯びる

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中，炭化物（木炭）少量

2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片100点，須恵器片12点が出土している。2の土師器皿墨書土器は，西側覆土下層から，3の土

師器婆は北西部床面から，4の土師器婆，5の須恵器短頸壷は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀後半）の住居跡である。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第69図 杯 A ［1 3．0］ 底部か ら目線部にかけての破片。体 体部内 e外面 ロクロナデ。底部 回転
l長石 e石英

P 23 6　 3 0 ％

1 須 恵 器 B　　 5．1

C　　 7．0

部 は外傾 し直線的に立 ち上が り， 日

録部でわずか に外反す る。

へ ラ切 り後，手持ちへ ラ削 り。 黄灰色

普通

覆土下層

2

皿 A ［1 4．0］ 目線部片。体部は外傾 し直線 的に立 目線部 内 。外面横 ナデ。体部外面 に 長石 e雲母 P 23 0　　 5 ％

土 師 器 B （ 1．8） ち上が り， 目線部 はわずかに外反す 墨書。 にぷい褐色 覆土下層

る。 普通 内面黒色処理

3

賓 A ［20．2］ 体部下半欠損。体部 は内攣 しなが ら 日録部内 も外面横 ナデ。体部外面指 長石 ・石英 ・雲母 P2 3 1　 5 ％

土 師 器 B （ 5．0） 立ち上が り，目線部で 「く」 の字状

に屈 曲す る。目線端部 はつまみ上 げ

られる。

頭圧痕，内面へラナデ。 にぷい褐色

普通

床面

4

婆 A ［15．2］ 体部下半欠損。体部 は内攣 しなが ら 目線部内 ◎外面横ナデ。体部外面指 長石 ¢石英 。雲母 P 2 3 2　　 5 ％

土 師 器 B （ 6．7） 立 ち上が り，目線部で 「く」 の字状

に屈 曲する。 日録端部はつまみ上げ

られ る。

頭圧痕。内面へラナデ。 橙色

普通

覆土下層

r〇

短 頸 壷 B （ 4．6） 底部か ら体部下半の破片。底部 と体 体部内 e 外面 ロクロナデ，体部内 e 長石 P 2 3 7　 5 ％

須 恵 器 D ［1 3．0］

E　　 O．9

部の境 に稜 を持つ。高台 はほぼ垂直

に付 く。

外面 自然寒由。 暗オ リーブ色

良好

覆土下層

第鍼号住居跡（第70図）

位置　B区東部，C7C3区

規模と平面形　竃部と北東コーナー部のみの確認であるため，正確な規模と平面形は不明である。

主軸方向　［N－20〇一W］

壁　壁高は40cm前後であり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。
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0　　　　　　　　2m

」二．．＿＿．＿、⊥二二二二」

第閲図　第鍼号佳屠跡実測図

二　：

彗董「 1m

L i　…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿」

竃　北壁ほぼ中央部を壁外に20cmほど掘り込み，山砂を主体に構築されている。調査区域外に焚日部があるた

め，袖部の状況は不明である。覆土は3層からなる。

竃土層解説

1暗褐色　焼土粒子微最　砂質を帯びる
2　暗赤褐色　廃土小ブロック少亀　砂質を帯びる

3　暗赤褐色　焼土粒子少亀　砂質を帯びる

覆土　2層からなり，自然堆積である。　－エ二∈ユ慧

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片29息　須恵器片16点，石2点が

出土している。1，2の須恵器蓋は，床面から

出土している。

2

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝≡二二二ヒニ＝＝∃

第銅図　第鍼号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，奈良時代（8世紀前葉）の住居跡である。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 e焼成 備　　 考

第71図

1

蓋

須 恵 器

B （ 1．3）

F　　 3．8

G　　 O．5

つまみ部。扁平で中央部が窪む。 天井部回転へラ削 り。 長石 e ノヾ ミス

灰色

良好

P 2 40　 1 0 ％

床面

2

蓋 A　 16．5 目線部一部欠損。天井頂部 は平坦で 天井部 回転へ ラ削 り。 日録部内 e 外 長石 ・石英 ・雲母 P2 4 1　 8 0％
須 恵 器 B　　 3．5

G　　 O．6

F　　 4．1

外周部 は外反する。 日録部内面に返

りを有す る。つまみは扁平で周辺が

窪 み，中央部が突出す る。

面 ロクロナデ。 小礫

灰褐色

普通

床面
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第悶図　第錮号住居跡実測図

0　　　　　　　2m
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10　　　　　　　　　1m
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第調号住居跡（第72図）

位置　C区東部，B4h6区

規模と平面形　竃部と北西コーナー部のみの確認であり，正確な規模と平面形は不明である。

童軸方向　［N－50－W］

壁　壁高は50cm前後であり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁下にのみ確認した。上幅20cm，下幅5cm，深さ10cmで，断面「U」字状を呈する。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

竃　北壁東寄りを壁外に50cmほど掘り込み，山砂を主体として構築されている。袖部の遺存状態は良い。火床

は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，赤変硬化している。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がっている0

覆土は6層からなる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，砂質を帯びる

2　褐　色　焼土粒子微量，砂質を帯びる

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，砂質を帯びる

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物（木炭）少量

4　褐　色　焼土粒子◎炭化粒子微量，砂質を帯びる

5　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，砂質を帯びる

6　褐　色　焼土粒子微量，砂質を帯びる

3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　炭化粒子微量，砂質を帯びる

遺物　土師器片38点，須恵器片4点，砥石1点が出土している。いずれも小片で図示できるものはない。
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新風　本跡は芦　出土遺物が小片のため時期は不明である。

i㊨

2m

、＿＿＿　ム　＿、　＿＿　　＿‥－‘

0　　　　　　　　　　　　　1m

∴二∴‥－∴∴＿＿　∴二＿－∴・

第悶困　窮鍼号住居跡実測図

第調号健贋跡　第関図）

位置　C区西部，B2bT区

親機藍学薗形　長軸3。03m，短軸2。56mの長方形である。

主軸方向　N－820－W

壁　壁高は40cIuであり，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下を除いて巡る。上編2～鋼cm　下幅蟻cm　深さ5cmで断面形は「U」字状を呈する。

床　ほぼ平坦であ勘　竃部から東壁にかけて特に踏み固められている。

ぽッ匪lか所（Pl）。Plは径25cmの円形で，深さ25cmである。位置的に見て出入り口関連の柱穴と考えられる。

竃　酋壁中央部を壁外に55cmほど掘り込み，山砂を主体として構築されている。袖部の遺存状態は良い。規模

は　長さ摘娠m　幅触mである。火床部は，床面をわずかに掘り窪めた程度であまり赤変硬化していない。

煙道部は火床から外傾して立ち上がる。覆土は5層からなる。
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第74図　第30号住居跡出土遺物実測図

技士層解説

1灰褐色　焼土小ブロック・焼土粒子微量，砂質を帯びる

2　黒褐色　焼土小プロッタ少量，焼土粒子微量，砂質を帯びる

3　灰褐色　焼土小ブロック微量，砂質を帯びる

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－一一一Illl　　　」

4　灰赤色　焼土小プロッタ少量，焼土粒子中量，砂質を帯びる
5　灰赤色　焼土粒子中量，砂質を帯びる

3　暗褐色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片334点，須恵器片47点，灰粕陶器片6点，墨書土器片4点　石6点が出土している。1，2，

3の土師器は墨書土器である。1は北東部床面から，2は北西コーナー付近から，11の灰粕長頸壷は東側か

らそれぞれ出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀中葉）の住居跡である。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ’法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第74図 杯 A ［14．2］ 底部欠損。休部 は内攣気味に立 ち上 休部外面 ロタロナデ，内面へラ磨 き。長石 ・石英 P 24 2　　 5 ％

1 土 師 器 B （ 3．4） が り， ロ緑部 でわ ずか に外反 する。 休 部外面 に墨書。 にぷい褐色

普通

床面

内面黒色処理
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図版番号　 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 e焼成 備　　 考

第74図 杯 A ［12．8］ 底部欠損。体部 は外傾 し直線的に立 体部外面 ロクロナデ，内面へ ラ磨 き。長石 P 243　　 5％
2 土 師 器 B （ 2．4） ち上 が り，日経部でわずか に外反 す 体部外面 に墨書。 黄褐色 床面

る。 普通 内面黒色処理

3

塔 体部片。 体部外面 ロクロナデ。体部外面 に墨 雲母 。ノヾ ミス P 24 4　　 5 ％
土 師 器 書。 橙色

普通

床面

内面黒色処理

4

塔 A ［13．0］ 底部か ら日録部 にか けての破片。体 体部外面 ロクロナデ，内面へ ラ磨 き。長石 e 石英 。雲母 P 24 5　 40 ％
土 師 器 B　　 4．0 部 は内攣気味 に立ち上 が り， 目線部 底部回転 へラ切 り後，へラ削 り。 にぷい橙色 覆土下層

C　　 8．0 でわずかに外反す る。 普通 内面黒色処理

r〇

高台付士不

土 師 器

B （ 2．2）

D　　 7．4

E　 l．5

底部片。高台 は 「ハ」 の字状に開 く。底部回転 へラ切 り後， 高台貼 り付 け。長石 。雲母

にぷい橙色

普通

P 246　 20 ％

覆土下層

内面黒色処理

6

量不 A　 13．4 休部 は内攣気味 に立 ち上が り， 日録 体部 内 e 外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 e 雲母 P 24 8　 80％
須 恵 器 B　　 4．1

C　　 7．8

部 でわずかに外反す る。 へラ切 り後，へラ削 り。体部外面 に

墨書。

スコ リア e パ ミス

にぷ い褐色　 普通

覆土中層

7

杯 A ［14．0］ 休部 は直線的 に立 ち上が り， 口綾部 体部内 。外面ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 P 24 9　 50 ％
須 恵 器 B　　 4．9

C　　 7．0

でわずかに外反す る。 へ ラ切 り後，へラ削 り。 暗灰黄色

普通

床面

8

杯 A H 4．2］ 底部 から日録部 の破片。体部 は外傾 体部内 e外面 ロクロナデ。底部回転 長石 e石英 。雲母 P 25 1　 20 ％
須 恵 器 B　　 4．1

C　　 7．2

し直線的 に立ち上 が り， 日録部に至

る。

ヘ ラ切 り後，へラ削 り。 暗灰黄色

普通

覆土下層

9

土不 A ［14．0］ 体部 は丸味を持 って立ち上 が り， 口 体部内 e 外面 ロクロナデ。底部回転 長石 e石英 。雲母 P25 0　 30％
須 恵 器 B　　 3．9

C　　 6．2

綾部でわずかに外反す る。 へラ切 り。 スコ リア

橙色　 不良

覆土 中層

婆 A ［23．4］ 体部か ら日録部 にかけての破片。体 日録部内 e外面横ナデ。体部外面指 長石 ・石英 ・雲母 P 24 7　　 5 ％
10　　 土 師 器 R ／′　只11

ュー′　　＼　　　ヽノ・JLノ
部 は内攣気味に立ち上 が り，口綾部 頭圧痕。 内面へ ラナデ。 橙色 床面
で 「く」の字 状に外反 する。目線端

部はつまみ上げ られる。

普通

長 頸 壷 B （14．2） 体部か ら頸部片。体部 は丸味 を持 っ 体部，頸部内 e外面 ロクロナデ。頸 長石 e 黒斑 P 25 2　 30％
11　 灰粕陶器 て立ち上が り，頸部下端に至 る。頸 部下端か ら体部上位 に施粕。 灰オ リーブ色 床面

部 は外傾 して立 ち上が り， 口緑部 は

外反する。
良好

12

長 頸 壷 B （ 4．3） 底部 か ら体部下半にかけての破片。 体部内 。外面 ロクロナデ。高台 は断 石英細粒 P 263　　 5 ％
灰粕陶器 D ［ 9．6］ 体部 は外傾 して立 ち上が る。高台は 面カマボコ状 を呈 する。外面施粕。 黒褐色 覆土上層

E　 l．0 短 く垂下す る。 良好

第那号健屠跡（第75図）

位置　C区西部，B2d6区

規模と平面形　本跡は，北側部のみの調査であり，全体の規模は不明であるが，長軸4誹Om，短軸2．03mの方

形もしくは長方形であったと考えられる。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は35～40cmで，外傾して立ち上がる。

ピッ匪　1か所（Pl）。Plは，径30×20cmの楕円形で，深さ15cm。主柱穴と考えられる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

竃　北壁中央部を壁外に95cmほど掘り込み，山砂を主体として構築されている。規模は，長さ150cnl．幅130

cmである。袖部は山砂で構築されているが，両袖とも補強材として，同一個体の甑の大型片が使われている。

火床は，床面をわずかに掘り窪めた程度で，あまり赤変硬化は見られない。煙道部は，火床から段をもって

立ち上がる。覆土は3層からなる。

窺土層解説

1灰褐色　焼土中ブロックe焼土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子少量　ローム粒子微量，砂質を帯びる
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少素
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第悶図　第錮考住居跡実測図

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子。焼土粒子微量

＼

1

～

1

1

－

－

－

1

幽

3　暗褐色　焼土粒子。ローム粒子少量

4　褐　色　焼土粒子微量，砂質を帯びる

遺物　覆土中から土師器片365点，須恵器片72点，灰和陶器片1点，砥石1点，石製紡錘車1点，石1点が出

土している。1の土師器坤は竃火床部から，2の土師器高台付塔は右袖部から，3の灰和陶器長頸壷は北西

コーナー付近覆土下層から，4の須恵器長頸壷は竃部前方の床面からそれぞれ出土している。6の土師器甑

は袖部左右の補強材として使われていたものである。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀末）の住居跡である。
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第別号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第76図 塔 A ［13．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。体 体部 内 ・外面ロ クロナデ。底部 回転 長石 ・石英 ・雲母 P 25 3　 40 ％

1 土 師 器 B　　 3．7

C　　 7．8

部 は内攣気味 に立 ち上が り，口緑部

でわずかに外反す る。

へラ切 り。 スコ リア

橙色　 普通

竃火床部

2

高台付杯 A　 16．4 底部か ら目線部 にかけての破片。体 休部外面 ロクロナデ，内面へ ラ磨 き。長石 ・石英 ・雲母 P 254　 60 ％

土 師 器 B　　 6．6 部 は内攣気味 に立ち上 が り， 目線部 底部回転 へラ削り徴　 高台貼 り付け。 にぷい橙色 篭袖部

P ［ 7．8］

E　 l．5

でわずかに外反する。 高台 は「ハ」の

字状 に開 く。

普通 内面黒色処理

3

長 頸 壷 B　　 3．3 底部 から体部下 半にか けての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部内面 長石 ・異斑 P 26 2　 10 ％

灰柚 陶器 り ［ 8．0］ 休部 は内攣 して立 ち上が る。高台部 中央に軸付着。底部回転糸切 り衡 灰白色 覆土下層

E　　 O．6 は低 く，ほぼ垂下 する。 高台貼 り付 け。 普通

4

長 頸 壷 B （14．0） 底部か ら頸部 の破片。休部 は外傾 し 休部，頸部内 ・外面 ロクロナデ。高 長石 P 26 1　 60 ％

須 恵 器 D　　 8．5 て立 ち上が り，肩部で丸味 を もち頸 台部貼 り付け後， ロクロナデ。 灰色 床面

E　　 O．6 部 に至 る。頸部 は外傾気味 に立 ち上

が る。底部中央部に焼成後 の穿孔。

低い高台が付 く。

普通 体部下半内外面に

漆付着

襲 A ［20．0］ 体部 か ら目線部 にかけての破片。体 日録部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 P 25 5　 10％

5 土 師 器 B （11．0） 部 は内攣 して立 ち上が り，日録部 で

「く」 の字状に外反す る。口緑端部

はつまみ上げ られ，内 ・外面に沈線

が巡 る。

面へラナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

6

甑 A　 31．2 底部か ら日録部 にか けての破片。体 体部内 。外面横 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 25 8　 60 ％

須 恵 器 B　 32．0 部 は直線的に立 ち上が り， 口緑部 に にぷ い褐色 竃袖部

C ［16．0］ 至 る。休部上位 に把手が付 く。 普通 多孔式

鉢 A ［3仕0］ 休部か ら日録部にかけての破片。体 体部内面ナデ，体部外面 中位指頭圧 長石 ・石英 ・雲母 P 259　 20 ％

7 須 恵 器 B （23．1） 部は直線的 に立ち上が り， 口緑部に 痕，ヘラナデ。下位平行叩 き。 スコリア 床面

至る。 にぷい黄褐色 普通 磨耗が著 しい

甑 B （ 4．9） 底部か ら体部下半 の破片。休部 は直 体部下半，内 ・外面 ともへラナデ。 長石 ・石英 P26 0　 10 ％

8 須 恵 器 C 白 4鳶］ 線的 に立ち上がる。 穿孔部へ ラ削 り。底部 に十文字 の線 灰黄色 覆土下層

刻。 普通 多孔式

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土 地 点 備　　 考
最大幅 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第76図 9 紡　 錘　 車 3．6 1．5 0．6 29．0 粘 板 岩 覆土 下 層 Q 21

第鍼号鍾贋跡（第77図）

位置　C区西部，B2b6区

規模と平面形　長軸2085m言短軸2．50mの長方形である。ほぼ中央部に土坑状の揺り込みが確認された。また，

南西部を風倒木痕により撹乱されている。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は13cm前後で，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

堂坑状掘＆』込み　規模は，径H用×85cmの楕円形で，深さ30cmであり，断面形は皿状を呈する。覆土は，ロー

ム大。小ブロックおよびローム粒子を少量含む黒褐色土層1層のみである。

覆土　単一層でありタ　ロ」ム粒子少量含む暗褐色土で，自然堆積と考えられる。

新風　本跡からは，出土遺物が全くなく，時期等は不明である。竃や柱穴もなく，規模から考えて住居跡とす

るよりは，住居に伴う何らかの設備（倉庫等）と考えたい。
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第開図　第鍼号住居跡実測図
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第33号住居跡（第78図）

位置　C区西部，B2b5区

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．58mの長方形である。西側に張り出し部を持つ。

主軸方向　N－900－1V

壁　壁高は5cmと非常に低く，詳細は不明である。

床　平坦であり，全体的に軟弱である。

ピッ匪　3か所（Pl～P3）。Plは径45cmのほぼ円形で，深さ20cmである。P2は径30×25cmの楕円形で，深さ35

cmである。P3は径30cmのほぼ円形で，深さ30cmである。いずれも主柱穴と考えられる。
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覆土　単一層であり，ローム粒子少量，炭化粒子微量含む暗褐色土で，自然堆積と考えられる。

遺物　覆土中から土師器片5点，須恵器片1点が出土している。いずれも小破片のため図示できるものはない。

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期は不明である。

第開園　第鍼号住居跡実測図
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第錨号住民跡（第79図）

位置　C区西部，B2a3区

規模と平面形　本跡は，南西コーナー部付近のみの確認であり，全容は不明であるが，方形もしくは長方形で

あったものと考えられる。

主軸方向　N－75〇一E

壁　壁高40cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，部分的に踏み固められたところがある。

貯蔵穴　径70×50cmの長楕円形で，深さ10cmである。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子少量

逸物　覆土中から土師器片31点，須恵器片16点，石3点が出土している。いずれも小破片で図示できるものは

ない。

所凰　本跡は，出土遺物が小片のため時期不明である。

第鏑号住居跡（第80図）

位置　C区西部，B2C2区

重複関係　東側で第71号土坑と重複している。本跡を第71号土坑が掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模と平面形　南側部が調査区域外にかかっているため，全容は明らかでないが，長軸3．20m，短軸2．90mの

長方形と考えられる。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は6cmと低い。外傾して立ち上がるものと思われる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

寵　北壁中央部を壁外に50cmほど掘り込み，山砂を主として構築されている。両袖とも，補強材として石が用

いられている。火床部奥から自然石が出土しており，支脚として用いられたと考えられる。火床は，床面を
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15cmほど掘り窪め，赤変硬化している。煙道部は，火床から緩やかに立ち上がる。覆土は4層からなる。

竃土層解説

1にぷい褐色　焼土中ブロック微亀砂質を帯びる　　　　　　3　にぷい赤褐色　焼土粒子少亀焼土中ブロック微量

2　にぷい褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量　　　　　4　灰　褐　色　ローム粒子少量，砂質を帯びる

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐色　ローム粒子少最　焼土粒子◎黒色粒子微量

2　黒褐色　ローム大ブロック中量，ローム中ブロック。ローム粒子少量

遺物　土師器片72息　須恵器片8点，石3点が出土している。1の須恵器鉢は竃から出土している。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀末）の住居跡である。

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第81図 鉢 A ［25．4］ 休部から目線部にかけての破片。体 目線部横ナデ。休部外面上位に指頭 長石 。石英 。雲母 P 270　 10％
1 須 恵 器 B （12．9） 部は直線的に立ち上が り，口緑部に

至る。
圧痕。 スコリア

橙色　 普通

竃部
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第馴図　第鏑号住居跡出土遺物実測図

第調号住居跡（第82図）

位置　C区西部，Alj9区

規模と平面形　長軸3．35m，短軸3．10mのほぼ方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は20～30cmであり，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，竃部前面から南側壁にかけて特に踏み固められている。

ぽッ匪　4か所（Pl～P4）。Plは径25cmの円形で，深さ12cmである。P2は径25×20cmの楕円形で，深さ12cmで

ある。P3は径20cmの円形で，深さ15cmである。P4は径20cmの円形で，深さ10cmである。Pl～3は主柱穴，P4

は出入り口関連の柱穴と考えられる。

寵　北壁中央部を壁外に60cmほど掘り込んで作られている。袖部は山砂を主体に構築されているが，南側が撹

乱を受けているため，遺存状態は良くない。規模は，長さ90cm，幅12cmである。火床は床面をわずかに掘り

窪めた程度で赤変硬化している。煙道部は火床から外傾して立ち上がる。覆土は2層からなる。

竃土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，砂質を帯びる

2　灰　褐　色　焼土中ブロック。ローム粒子少量，砂質を帯びる

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土粒子少量，砂質を帯びる

過物　土師器片450点，須恵器片27点，土製紡錘車1点，砥石1点が出土している。3の土師器高台付塔は竃

煙道部から，4の土師器賓は南側床面から，5の須恵器鉢は竃部から8の砥石はP4上面からそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡は，平安時代前期（9世紀末）の住居跡である。

第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第83図 杯 A ［14．4］ 底部か ら口綾部 にか けての破片。体 体部外南 口タロナデ，内面へラ磨 き。長石 。石英 e 雲母 P 2 73　 10 ％

1 土 師 器 B （ 4．0） 部 は内攣気味に立 ち上が り，目線部 底部 回転へ ラ切 り。 灰褐色 覆土下層

C　　 8．4 に至 る。 普通 内面黒色処理

2

土不 A ［14．1］ 底部か ら目線部 にか けての破片。体 体部内 e 外面ロクロナデ。底部 回転 長石 e 石英 e 雲母 P 2 72　 4 0 ％

須 恵 器 B　　 4．8

C　　 6．6

部下半 は丸味 を持 って立ち上が り，

ロ緑部でわずか に外反する。

へラ切 り後，へラ削り。 橙色

普通

床面
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第83図　第36号住居跡出土遺物実測図

風

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 8 3 図 高 台 付 ま不 B （ 2 ．2 ） 底 部 片 。 高 台 は 弱 く 「ハ 」 の 字 状 に 内 面 へ ラ 磨 き 。 高 台 部 貼 り 付 け 後 ， 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 2 7 6 　 2 0 ％

3 土 師 器 D 　　 7 ．6

E 　 l ．1

開 く 。 ロ ク ロ ナ デ 。 橙 色

普 通

煙 道 部

内 面 黒 色 処 理

4

賓 A ［ 1 2 ．8 ］ 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 体 口 緑 部 ， 体 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 2 7 7 　 1 0 ％
土 師 器 B （ 5 ．4 ） 部 は 内 管 し て 立 ち 上 が り ， 口 線 部 で

「 く 」 の 字 状 に 外 反 す る 。 口 緑 端 部

は つ ま み 上 げ ら れ る 。

に ぷ い 橙 色

普 通

床 面

5

鉢 A ［ 2 6 ．6 ］ 休 部 上 位 か ら ロ 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 綾 部 ， 休 部 内 面 横 ナ デ ， 外 面 縦 位 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 2 7 9 　　 5 ％

須 恵 器 B （ 7 ，7 ） 休 部 は 内 管 気 味 に 立 ち 上 が り ， ロ 緑 の 平 行 叩 き 。 口 緑 端 部 直 下 外 面 に 沈 に ぷ い 褐 色 竃 部

部 で 「 く 」 の 字 状 に 外 反 す る 。 口 縁

端 部 は つ ま み 上 げ ら れ る 。

線 が 巡 る 。 普 通

図 版 番 号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地　 点 備　　　　　　　　　 考
最 大 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 孔 径 （c m ） 重 量 （ g ）

第 8 3 図 6 紡　 錘　 車 5 ．2 2 ＿2 0 ．7 5 3 ，0 覆 土 中 層 D P 7

図 版 番 号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （ c m ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

第 8 3 図 7 不 明 鉄 製 品 2 ．2 5 ．0 0 ．4 1 7 ．0 M 8 　　　 覆 土 上 層

図 版 番 号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　 考
長 さ （ cm ） 幅 （ c m ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 8 3 図 8 砥　　　　 石 1 1 ．1 4 ．3 2 ．8 1 0 0 ．0 凝 灰 岩 P 4 上 面 Q 2 2
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表2　住居跡一覧表

住居跡

番　号
位 置

主 軸 方 向

（長軸方向）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設 i 篭

覆土　　　　 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

（重複関係）壁溝 主柱穴Ⅵ貯蔵穴＼ピット出入口

1 B llj8 N －40－Ⅵア　方　　 形 3．70　×　3．50 30へ40 平坦 司 o
1 0 1 2 自然、土師器，須恵乳 石製鼠 鉄製私 鉄乳 雑石

2 B l lj7 N …87。－E 長　方　形 3．20　×　2．60 15ノ・、25 平坦 …部 3 1 0 0 1 自然、土師器，須恵器，雑石

3 C llc6 N 一応㌧瀾r （長方形） （3．00　×　2．20） 2 平坦 重圧
ノlヽヽ

l 0 1 0 1 自然、土師器 SD ～3より古い

4 C llc8 N －380一Ⅵr　方　　 形 5．30　×　5．20 35ノ・一一45 平坦 ∴部 4 0 1 1 1 自然、土師器，獅 器，石製鼠 鉄製鼠 鉄浮，雑石，土製品SD …3より古い

5 B 12jl（N⊥573－W ）不　　 明 － － 平坦 無 3 0 0 0 1 人為 土師器，須恵器，石製鼠 鉄製私 鉄浮，雑石

6 C 12Cl N －36c…E 長　方　形 3．70　×　2．47 5 平坦 無 3 1 0 0 1 自然、土師鼠　 須恵器，石製品，雑石

7 C lld9 N －380－W 方　　 形 3．40　×　3．13 45 平坦 全周 4 0 2 0 1 自然 土師器，須恵器，石製品，雑石

8 C 9d 5 N …46。－E 方　　 形 2．84　×　2．55 20′、25 平坦 無 0 0 0 0 1 自然 土師器，須恵器，雑石

9 C 9d 2 N －260－W 方　　 形 2．66　×　2．57 10へ′20 平坦 無 0 0 4 0 1 自然 土師器，須恵器，雑石

10 C 8d 7 N …268…W 方　　 形 2．45　×　2．40 15へ′20 平坦 無 1 0 0 0 1 自然 土師乳　 須恵乳　 石製鼠　 鉄製品　 雑石

11 C 8C7 N …17。…W （方　 形） 4．25　×（4．20）20へノ40 平坦 無 4 0 1 1 1 自然 土師器，須恵器，雑石

12 C 8d o N －5㌢⊥W 方　　 形 3．76　×　3．50 25′～35 平坦 虫E
ノlヽヽ 4 0 0 1 1 自然 土師器，須恵粗　 雑石 Sト16より新しい

13 C 9e2 N …63。…E 方　　 形 3．00　×　2．85 20′）25 平坦 無 0 0 0　　 0 1 自然 土師器，須恵器，雑石 Sト14より新しい，
Sト15より古い

14 C 9d 2 不　　　 明 不　　 明 － 5 ノー、20 平坦 無 2 0 0 0 l 自然 土師乳　 須恵器，石製鼠　 土製乱　 雑石
量
Sト130 15より新しい

15 D 9e2 不　　　 明 不　　 明 － 30 平坦 無 1 0 0 0 1 自然 土師器，須恵器，石製品，鉄製品，雑石 盟ト13 の14より新しい

16 C 9d l N －50。－W 長　方　形 3．60　×　2．90 10へノ20 平坦 姦 3 0 1 1 l 自然 土師乳　 須恵器，石製鼠　 雑石 Sト12より古い

17 C 8a7 N …50G－W ［長 方形］ － 15へノ25 平坦 無 2 0 0 0 － 自然 土師器，雑石

18 C 7d 9 N …160一…W ［長方形］ － 30 平坦 無 0 0 0 0 1 自然 土師器，須恵器，雑石

19 C 9a8 不　　　 明 不　　 明 － 30 平坦 忽藍
川ヽ

1 0 0 0 － 自然 土師器，須恵器，土製鼠　 雑石 SF…1より古い

20 C 9a 5 不　　　 明 不　　 明 － － － － 1 － 土師器，須恵器 篭のみ検出

21 C 9玩 N …426－W 不　　 明 － 20 平坦 無 1 0 0 0 1 自然 土師器，須恵器，雑石

22 C 7a9 N －50…E ［長 方形］ － 35へノ65 平坦 無 2 2 0 0 1 自然 土師器，須恵乳　 石製晶，陶器

23 C 7C6 N …60－W ［長 方形］ … 25′、40 平坦 一部 4 0 0 0 2 自然 土師器，須恵乳 鉄製品，灰粕陶粗 雑石

24 C 6b 9 N …7。－E 方　　 形 3．40　×　3．40 35ノ＼ノ40 平坦 無 2 0 0 1 1 自然 縄文土乳土師乳須恵器，灰粕陶乳石製品，鉄浮

25 C 6a5 N 」紺㌦虻 方　　 形 3．00　×　3．00 25へノ45 平坦 無 4 1 0 ユ 1 自然 土師器，須恵器，鉄製品　 雑石

26 C 6b 4 N …4。－E 方　　 形 2．00　×　2．00 12 平坦 無 0 0 0 0 自然 土師器，須恵器

27 B 5h 6 N …92c…E 方　　 形 3．00　×　3．00 20′～30 平坦 無

無

郡

無

無

無

無

無

無

無

可

0

0

0

0

1

0

3

0 ！

0 ！

3 ！

7 i

0

0

0

0

0

0

0

1

0 ！

0 ！

0 ！

0

0

0

0

0

0

0

0

0 ！

O i

7 1

0 1

1

1

1

1

1

1

自然l

然i

然！

然！

然！

然！

然i

然！

然i

然！

つ

土師器，須恵器 SK 4 1より古い

SK －71より古い

28 C 7C6 不　　　 明 不　　 明 － 40 平坦 0 土師器，須恵乱　 雑石

29 B 4h 6 N －50…W 不　　 明 － 50 平坦 0 土師器，須恵器，石製品

30 B 2b 7 N －82くユーW 長　方　形 3．03　×　2．56 40 平坦 1 土師器，須恵器，鉄製品，灰粕陶器，雑石

可

可

可

B 2d 6！

B 2b 6i

B 2b5 ！

N …1ト 可

N …12弓

N －0つ

可
… 方 可

長 方 可

4・00 ×（2・03）恒 0！

2・85 × 2・5中 3 ！

3・05 × 2・58 日 i

平坦！

平坦！

平坦！

o i

O i

O I

土腑 ，卿 石製晶，棚 器，鉄浮牒 石l

i

土略 須恵器　　　　 ！

34 B 2a3 不　　　 明 不　　 明
i 40

平坦 0 土師器，須恵器，雑石

35
B 2C2i［N…100⊥W ］［長 方形］ 3・20 ×［2可 6 平坦i

0 土師器，須恵楓　 雑石

36
A lj9 ！

N －50…E 方　　 形 3・35 × 3・10 i20～30 平可 1 i 土師乳 須恵器，土製鼠 石製私 鉄粗 雑石

可 C 8b 6！不　 可 ［楕円形］！鉦 80 × 3可 平可 O i
縄文土器，土師器，雑石
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3．土坑

当遺跡からは，土坑94基が確認された。ここでは時代が推定できるものや，特徴的なものについて記述し，

他は一覧表に掲載する。

第瑠尊皇坑（第87図）

位置　A区中央部，C9C9区

新旧関係　本跡は，第2号溝と重複しており，第2号溝を本跡が掘り込んでいるので本跡が新しい。

規模と平面形　長径3．30m，短径2．76mの隅丸長方形で，深さ170cmである。

長径方向　N－670－E

壁面　外傾して立ち上がる。北西部が階段状を呈する。

底面　ほぼ平坦である。

覆土10層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子。炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子e炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム小ブロック少量，砂質を帯びる
5　褐　色　炭化粒子少量，砂質を帯びる

6　褐　色　小円礫少量，砂質を帯びる
7　褐　色　ロームブロック少量
8　暗褐色　炭化粒子◎ローム小ブロック少量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量
10　暗褐色　ローム粒子少量

逸物　覆土中から土師器片40点，須恵器片8点が出土しているが，いずれも小破片であり，図示できるものは

ない。

新風　本跡は，壁面の崩落が著しく，竪坑と主室の区別は明確にはできなかったが，北西部壁面が階段状を呈

するのは竪坑の痕跡であると思われる。また，底面の形状などからみて地下式壕と判断した。

第2号ま坑（第87◎94図）

健置　A区東部，Clld7区

規模と平面形　長径2．70m，短径1．75mの不整楕円形で，最深部で深さ53cmである。

長径方向　N・一一600－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　「U」字状を呈する。

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1灰　褐　色　ローム粒子多量，黒色中ブロック少量，ローム大ブロック微量
2　にぷい褐色　黒色中ブロック少量
3　にぷい褐色　ローム小ブロック少量，黒色中ブロック微量

4　灰　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量
5　橙　　色　ローム中ブロック少量，焼土中ブロック微量

遺物　覆土中から，縄文土器片8息　土師器片12点が出土している。第94図1◎4は縄文早期の沈線文土器の

胴部片である。1は斜格子目文と平行線文が施されており，三戸式土器と思われる。4は太い沈線が横位に

施されている。2◎3は条痕文土器で胎土に繊維が含まれている。

所見　覆土中より縄文土器と土師器が混在して出土しており，本跡の時期は不明である。
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第84図　土壌実測図

第6号土壌（第84・85図）

位置　A区東部，Cllcl区

規模と平面形　長径1．10m，短径0．90mの楕円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－38。一E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　段を持つ。

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐色　ロームブロック少量

2　褐色　ローム中プロッタ主体
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第85回　土壌出土遺物実測・拓影図（1）
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第86図　土壌出土遺物実測・拓影図（2）

遺物　覆土中から，人骨および銅銭（寛永通賓）が出土している。銅銭は，6枚をきちんと重ねて布でくるん

であった。

所見　本跡は，人骨と共に銅銭（寛永通碧）が出土していることから江戸期の墓堀と考えられる。

第6号土塀出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　 測　　 値

備　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （m m ） 重 量 （g ）

第 8 5 図 1 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．1 2．4 M lO　　　 背に 「文」　　 覆土下層　　 10 0 ％

2 寛　 永 通　 資 2．3 1．2 2．1 M l l　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

3 寛　 永 通　 碧 2．4 1．1 2．9 M 1 2　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

4 寛　 永 通　 賓 2．2 1．0 1．9 M 1 3　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

5 寛　 永　 通　 貨 2．4 1．5 3．7 M 1 4　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

6 寛　 永　 通　 賓 2．3 1．0 1．9 M 1 5　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

第7号土壌（第84・85図）

位置　A区東部，ClOco区

重複関係　北西部で，第8号土壌と重復している。本跡が第8号土壌の覆土を掘り込んでいることから本跡が

新しい。

規模と平面形　長径1．20m，短径1．00mの楕円形で，深さ25cmである。

長径方向　N－450－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。
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底面　平坦である。

響藍　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローーム小ブロック少量

逸物　人骨および鉄製鼠　鉄銭6枚が出土している。

3　褐　色　ローム粒子主体

1　褐　色　ローム小ブロック少量

所農　本跡は，人骨と共に腐食のすすんだ鉄銭（実際に流通した貨幣ではなく，埋葬用の銭と考えられる。）が

出土していることから江戸期の墓域と考えられる。

第7号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 i　 備　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） ！厚さ （cm）
重量 （g ）

第 85 図 7 不 明 鉄 製 品 4．4 1．0 0．8 1．6 M 2 2

8 釘 3．0 0．4 0．4 1．3 M 2 4

9 釘 5．9 0．4 0．6 2．8 M 2 5A

1 0 釘 5．り 0．4 0．4 3．3 M 2 5B

第8号患感（第84◎85図）

位置　A区東部，ClObo区

重複関係　北東部で芦　第7号土壌と重複している。本跡の覆土を第7号土壌が掘り込んでいることから本跡が

古い。

規模と平面形　長径は摘m，短径五mmの楕麿形で　深さmcmである。

長径方向　N－460－E

壁面　なだらかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　焼土中ブロック少量，砂質を帯びる

3　褐　色　ローム粒子微量

遺物　本跡北東寄りに，二次加熱を受けた須恵器塔と雲母片岩を焼土塊が囲むような状態で確認された。

所凰　焼土塊および二次加熱を受けた雲母片岩や塔の出土状態から考えて，火葬墓的性格が強い遺構と考えら

れる。また，時期については，出土している塔から奈良時代（8世紀代）と考えられる。

第8号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 杯 Å ［路 0］ 体部下端に丸味 を持 ち，体部 は外傾 体部内 の外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 ・石英 ・雲母 P 28 3　 3 0％

11 土 師 器 B　　 5．0 して直線的に立 ち上が り，目線部で 糸切 り。 ス コリア ・パ ミス

C ［ 私4］ わずか に外反す る。 にぷい褐色　 普通
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第9号立壌（第84◎85図）

位置　A区東部，ClOco区

規模と平面形　長径1．50m，短径1．20mの楕円形で，深さ80cmである。

長径方向　N－90－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック多量

2　褐　色　ローム大ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック主体

4　暗褐色　ローム小ブロック主体，ザクザクした感じ

遺物　人骨と共に銅銭（寛永通賓）13枚が出土している。銅銭には，布にくるまっていたと思われる痕跡が認

められた。

所見　本跡は，人骨と共に銅銭（寛永通資）が出土していることから江戸期の墓壕と考えられる。

第9号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 ！　 備　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 85図 12 釘 3．9 0．3 0．4 1．2 M 3 9　　　　 覆土 中

13 釘 （1．9） 0．4 0．4 0．4 M 4 0　　　　 覆土中

14 釘

l
（3．8）

l
0．3

】
0．4

I
1．2

l
M 4 1　　　　 覆土申

計　　 測　　 値 i　 備　　　 考

図版番号 器　　　　 種
径 （cm ） i 厚 さ （mm ）

重 量 （g ）

第 85 図 15 寛　 永 通　 貨 2・5 ！ 1・4
3．7 M 2 6　　 背に 「文」　　 覆土下層　　 10 0 ％

16 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．2 3．5 M 2 7　　 背 に 「文」　　 覆土下層　　 10 0 ％

1 7 寛　 永　 通　 賓 2．4 1．4 3．0 M 2 8　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0％

1 8 寛　 永　 通　 賛 2．3 1．1 2．7 M 29　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

19 寛　 永　 通　 賛 2．5 1．1 2．6 M 30　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

20 寛　 永　 通　 貨 2．3 1．1 2．4 M 3 1　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

2 1 寛　 永　 通　 貨 2．3 1．1 2．7 M 3 2　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

2 2 寛　 永　 通　 碧 2．4 1．3 2．9 M 3 3　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

2 3 寛　 永　 通　 貨 2．3 1．2 2．5 M 3 4　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

2 4 寛　 永　 通　 貨 2．3 1．0 2．6 M 3 5　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0％

25 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．3 3．6 M 3 6　　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

26 寛　 永　 通　 碧 2．5 1．2 3．2 M 3 7　　　　　　　　　　 覆土下層　　 100 ％

2 7 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．1 2．7 M 3 8　　　　　　　　　　 覆土下層　　 10 0 ％

第頂の号土壌（第84⑳85図）

位置　A区東部，ClOc9区

規模と平面形　径工20m前後の円形で，深さ65cmである。

長径方向　N－200－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。
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覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック主体

2　暗褐色　ローム小ブロック主体

3　褐　色　ロトーム大ブロック主体

遺物　人骨と銅銭（寛永通貨）15枚および煙管が出土している。銅銭には，布にくるまっていたと思われる痕

跡が認められた。

所見　本跡は，人骨と共に銅銭（寛永通貨）が出土していることから江戸期の墓壕と考えられる。

第10号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 85 図2 8 A 煙　 管　 雁　 首 6．0 2．3 0．9 8．7 M 5 7

2 8 B 煙　 管　 吸　 口 5．3 0．9 0．9 3．0 M 5 7

図版 番 号 器　　　　 種

計　　　 測　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （m In ） 重 量 （g ）

第 85 図 2 9 寛　 永　 通　 貨 2 ．5 1．5 4．1 M 4 2　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土 下層　　 1 0 0 ％

3 0 寛　 永　 通　 貨 2 ．5 1．2 3．7 M 4 3　　　　　　　　　　　 覆 土 下層　　 1 0 0 ％

3 1 寛　 永　 通　 貨 2 ．5 1．3 3．4 M 4 4　　　　　　　　　　　 覆 土下 層　　 1 00 ％

3 2 寛　 永 通　 貨 2 ．5 1．1 3．5 M 4 5　　　　　　　　　　　 覆 土下 層　　 1 00 ％

33 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．3 3 ．6 M 4 6　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土下 層　　 1 00 ％

34 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．2 3 ．7 M 4 7　　　　　　　　　　　 覆 土下 層　　 1 00 ％

35 寛　 永 通　 貨 2．5 1．4 3 ，7 M 4 8　　　 背 に 「文 」　　　 覆土 下 層　　 1 00 ％

3 6 寛　 永　 通　 貨 2．5 1 ．2 3 ．2 M 49　　　 背 に 「文 」　　　 覆土 下 層　　 10 0 ％

3 7 寛　 永 通　 貨 2．5 1．1 3 ．5 M 50　　　 背 に 「文 」　　　 覆土 下 層　　 10 0 ％

3 8 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．0 3 ．2 M 5 1　　　　　　　　　　　 覆土 下 層　　 10 0 ％

3 9 寛　 永 通　 貨 2．5 1．4 3 ．4 M 52　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土 下 層　　 10 0 ％

4 0 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．3 3 ．7 M 53　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土 下 層　　 10 0 ％

4 1 寛　 永 通　 貨 2．5 1．2 3 ．6 M 5 4　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土 下 層　　 10 0 ％

4 2 寛　 永 通　 貨 2 ．5 1．5 4 ．3 M 5 5　　　 背 に 「文 」　　　 覆 土 下 層　　 10 0 ％

4 3 寛　 永　 通　 貨 2 ．5 1．6 4 ．0 M 5 6　　　　　　　　　　　 覆 土 下 層　　 10 0 ％

第醐号皇腐（第84図）

億置　A区東部，ClOc9区

規模と平面形　長径0．75111，短径0．65mの楕円形で，深さ12cmである。

長径方向　N－360－W

壁面　壁高15cmとかなり低いが，外傾して立ち上がるものと思われる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　単一層であり，ローム中ブロック少量を含む褐色土で，人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中から，黒曜石剥片が1点出土している。

所見　本跡は，時期の決定できる遺物がなく不明であるが，覆土の状態および周辺が江戸期の墓場であるとい

う位置的なことを考えあわせると第6⑳　7◎9◎10号土壌と同じ時期，性格と考えておきたい。
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第臓号豊壌（第84◎86図）

位置　A区東部，ClOc9区

規模と平面形　径0．85111前後の円形で，深さ6cmである。

長径方向　N－20－E

壁面　壁高6cmとかなり低く不明である。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　遺構確認の段階で人骨が出土してしまったため，覆土は明確にはとらえられなかった。

遺物　人骨と鉄製品（釘），数珠玉1点が出土している。

所見　本跡は，人骨および鉄製品（釘）の残存状態等から，第11号土壌と同時期としておきたい。

第12号土壌出土遺物観察表

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
最大径 （cm）

l

厚さ （cm） 孔径 （cm）

l
一重量 （g ）

第 86 図 4 4 数　 珠　 玉 0．8 0．7 0．1 0．8 2 メ　 ノ　 ウ 覆 土 下 層 Q 2 5

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 86図45 不 明 鉄 製 品 6．4 1．9 0．7 18．0 M 58　　　　　　　　 繊維付着

第臓号量感（第84◎86図）

健置　A区東部，ClOb9区

規模と平面形　径0．90m前後の円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－340－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック主体

3　褐　色　ローム粒子微量

4　褐　色　炭化粒子微量

5　褐　色　ローム小ブロック少量

逸物　人骨と銅銭（寛永通貨）4枚が出土している。

所見　本跡は，人骨および銅銭の残存状態等から，江戸期の墓壕と考えられる。

第且3号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　 測　　　 値

備　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （m m ） 重 量 （g ）

第 8 6図 46 寛　 永　 通　 貨 2．4 1．2 2．2 M 5 9　　　　　　　　 覆土下層　 10 0％

4 7 寛　 永　 通　 貨 2．4 1．4 3．7 M 6 0　　　　　　　　 覆土下層　 10 0％

4 8 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．3 3．8 M 6 1　 背に 「文」　 覆土下層　 10 0％

4 9 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．4 3．0 M 6 2　　 背 に 「文」　 覆土下層　 100 ％
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第摘尊皇腐（第84⑳86図）

位置　A区東部，ClOb。区

規模と平面形　径1．00m前後の円形で，深さ62cIllである。

長径方向　N－280－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック主体

2　褐　色　ローム大ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック主体

4　褐　色　ローム粒子主体

適物　人骨と煙管の雁首が1点出土している。

所見　本跡は，人骨および煙管の残存状態等から，江戸期の墓壕と考えられる。

第14号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 86 図 5 0 釘 4．5 0．9 0．7 1．9 M 6 3　　　　　 覆土中

51 釘 3．7 1．2 0．2 1．0 M 6 4A　　　　 覆土中

52 釘 2．2 1．2 0．3 0．6 M 6 4B　　　　 覆土中

53 煙　 管　 雁　 首 6．2
l

1．0 0．9 8．8 M 65　　　　　 覆土下層

第摘号藍磯（第84⑳86図）

位置　A区東部，ClObo区

規模と平面形　長径1．40111，短径1．10111の楕円形で，深さ48clllである。

長径方向　N－330－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状を呈する。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック多量

2　褐　色　ローム小ブロック主体

遺物　人骨と銅銭（寛永通貨）6枚が出土している。

3　暗褐色　ローム中ブロック主体

所見　本跡は，人骨および銅銭から江戸期の墓壕と考えられる。

第15号土壌出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 86 図 5 4 釘 2．7 0．9 0．2 0．7 M 7 2　　　　 覆土中

図版番号 器　　　　 種
計　　　 測　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （mln ） 重 量 （g ）

第 86 図 55 寛　 永 通　 貨 2．5 1．2 3．2 M 6 6　　　 背に 「文」　　　 覆土下層　　 10 0 ％
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図版番号 器　　　　 種
計　　 測　　 値

備　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （mm ） 重 量 （g ）

第 86図 56 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．2 3．7 M 6 7　　　 背 に 「文」　　 覆土下層　　 100 ％

57 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．3 3．6 M 68　　　 背 に 「文」　　 覆土下層　　 100 ％

58 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．2 3．3 M 6 9　　　 背 に 「文」　　 覆土下層　　 100 ％

59 寛　 永　 通　 貨 2．5 1．2 3．1 M 7 0　　　 背に 「文」　　 覆土下層　　 100 ％

60 寛　 永　 通　 貨 2・5 I l・1
3．4 M 7 1　　 背に 「文」　　　 覆土下層　　 100％

第柑考量坑（第87図）

健置　A区東部，ClOc8区

規模と平面形　長径2．00m，短径1．60mの隅丸長方形で，深さ5～13cmである。

長径方向　N－870－E

壁面　壁高が低く，正確には不明であるが，ほぼ外傾して立ち上がるものと思われる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック主体
3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師質土器が北壁寄りから出土している。

所見　本跡は，形状および出土遺物から判断して中世の墓壕的色彩の強い遺構と考えられる。

第16号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第94図 土不 A ［10．3］ 体部 は内攣 しなが ら立ち上が り，口 体部内 e 外面 ロクロナデ。底部回転 雲母 e ス コリア P 2 85　 70 ％

6 土師質土器 B　　 2．6

C　　 5．8

緑部で外反す る。 へ ラ削 り。 橙色

普通

第悶尊皇坑（第87図）

位置　A区中央部，ClOc5区

規模と平面形　長径0．90m，短径0．78mの楕円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－410－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状を呈する。

覆土　単一層であり，ローム粒子少量を含む褐色土で，自然堆積と考えられる。

遺物　覆土下層から，縄文早期の深鉢形土器の尖底部（第94図7）が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代早期のものである。
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第20号土坑出土遺物観察表

匂／′
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2∴一一フ′

SK93
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旦35．8m

「這Z夏二γ
3 SK99
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巨二二二二二二土＝ニ＝二二二二』

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第94図 16 凹　　　　 石 8．0 8．2 4．8 460．0 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 50

8弓0～12は条痕文土器で，胎土に繊維が含まれている。8弓1は内申外面に貝殻条痕が施されている。9◎13～15は無文

土器である。胎土に石英，長石が含まれている。16は凹石である。

第錮号蓋坑（第94図）

17は深鉢形土器の胴部片である。18は底部片で，網代痕が認められる。胎土に雲母が含まれている。胎土か

らみると，両者とも縄文中期阿王台式土器と思われる。
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第慧謬尊堂洗（第88図）

位置　A区中央部，ClOcl区

規模と平面形　長径0．75111，短径0．65mの不整楕円形で，深さ15cIllである。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面1田状を呈する。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　廃土粒子微量，山砂

2　暗褐色　焼土粒子少量，砂質を帯びる

3　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

遺物　覆土中から，逆位の須恵器坪のまわりを焼土塊が取り囲むような状態で出土している。

所見　本跡は，遺物および出土状態から，第8号土壌と同じように火葬墓的色彩が強いものと思われる。

第27号土坑出土遺物観察衷

図版番号　 器　 種　　 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 砂色調 e焼成 i 備　 考

第銅図　　 杯　　 A　 14．1 休部 は外傾 して立ち上が り†目線部 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 ・石英 。雲母　 P2 3 5　 9 5％

19　　 須 恵 器　 B　　 4．7

C　　 8．3

に至 る。 へラ削 り。 小礫 ・パ ミス　　　 二次加熱が著しい

にぷ い黄橙色 普通

第錮聾蓋硫つ第鍼図）

20は縄文早期の凹線文土器である。胎土に大粒の石英粒が含まれている。21は無文土器である。22は沈線に

よる斜格子目文が施されている。いずれも三戸式段階と思われる。

第那尊堂坑　第鍼図）

23は条痕文土器で，胎土に繊維が含まれている。24は無文土器で，横位のナデ整形がなされている。

第鍼考量坑　第鍼図）

25～28は無文土器である。29～36は，格子目文，平行沈線文が施され，三戸式段階と思われる。

第鏑考量坑　第錮⑳鍼図）

位置　B区東部，C7a：3区

規模と平面形　長径0．83m，短径0．57111の楕円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－640－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ロームブロック主体

遺物　覆土中から，縄文早期の無文土器片（第94図37）が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代早期のものと考えられる。
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第98－A号土坑（第93・95図）

位置　C区西部，B2C7区

重複関係　第96－B号土坑の覆土を本跡が掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．00mの楕円形で，深さ35cmである。

長径方向　N－590－W（2基の重複でそれぞれ円形のため，A・B号土坑の長軸で計測）

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量

2　暗褐色　廃土粒子微亀　砂質を帯びる

遺物　覆土中から，5の須恵器鉢が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

3　褐　色　ロームブロック少量

第96－B号土坑（第93・95図）

位置　C区西部，B2C7区

重複関係　本跡覆土を第96－A号土坑が掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模と平面形　径1．10m前後の円形で，深さ40cmである。

長径方向　N－590－W（重複のため，A・B号土坑の長軸で計測）

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　覆土中から，第95図1・2の土師器杯，3の土師器高台付椀，6の土師器賓，4の須恵器高台付皿が出

土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀末から10世紀初頭と考えられる。

1ノサ11ず、．ナづ．p－ノーU－セ・い、’

扇垂琶華疎密
頼．ユ丁－‾iJ華‾も・

、斬彿ふ“1，l．′
一身鴫症や

第95図　第96－A・B号土坑出土遺物実測図
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第96－Å◎怒号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 5図 杯 A H 6．両 底部欠損。体部 は丸味 を持って立 ち 体部外面 ロクロナデ，内面へラ磨 き。長石 P 2 8 9　 20 ％

1 土 師 器 B （ 5．8） 上が り† 口緑部はやや外反する。 日

経部 との境 に弱い稜 を持つ。

にぷ い黄橙色

普通

9 6 － B

2

杯

土 師 器

Å ［12湖

B　　 4．1

C ［ 5．封

体部 は丸味 を持 って立ち上 が り，口 休部外面 ロクロナ千　 内面へラ磨 き。長石 ・石英 ・雲母 ㌘2 90　 3 0 ％

縁部 はわずかに外反す る。 底部回転へラ削 り。 スコリア

にぷい橙色　 普通

96 － B

高台付椀 B （ 3．2） 底部か ら休部下端片。休部 は丸味を 休部外面 ナデ，内面へラ磨 き。底部 長石 ・石英 ・雲母 P 29 1　 3 0％

3 土 師 器 D L　7．0」

E　 l，2

持って立 ち上が り，高台 は 「ハ」の

字状 に開 く。

回転 へラ削 り粗　 高台部貼 り付け。 スコ リア

明赤褐色　 普通

9 6 … B

4

高台付皿 A は 3．3〕 高台部欠損。体部 は外傾 して日録部 体部 内 蝕外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 ・石英 ・雲母 P 2錮　 30 ％

須 恵 器 B （ 2．2）

E （ け3）

に至 る。 ヘラ削 り後，高台部貼 り付け。 スコリア

にぷい褐色　 不良

9 6 － B

5

鉢

須 恵 器

A 白 描 1

H （ 7．の

体部か ら目線部 の破片。体部 は内攣

気味 に立ち上が り，日録部で強 く外

反す る。

口縁部内 ・外面 ロ クH ナデ。体部内 石英 ⑳雲母 ㌘2 92　 10 ％

面ナデ，外面縦位の平行 叩き。 にぷい黄褐色

普通

9 6 一Å

6

婆

土 師 器

A は 6．4］

H （ 5．の

体部 か ら目線部の破片。体部 は内攣

しなが ら立 ち上が り， 日経部で「く」

の字状 に外反する。 目線端部 はつま

み上 げられ外反 する。

口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面に

指頭圧痕。

雷雲濃 雲母 i

普通

P 29 3　 1 0％

9 6 … B

第3号土坑土層解説

1　にぷい褐色　ローーム粒子少量

2　にぷい褐色　し」・－ム粒子微量

第4号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック少亀

ローム小ブロック中量

第18号土坑土層解説

1　暗褐色　しトーム粒子少量

第19号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子e炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒千・歳化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子少量

第20号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色．ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム中ブロック少量

第24号土坑土層解説

1　灰　褐　色　ローム中ブロック。

ローム粒子少量
2　にぷい褐色　ローム粒子中量

：う　にぷい褐色　ローム粒子少量

第26号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第28号土坑土層解説

1　灰褐色．ローム小ブロック少量

2　灰褐色　ローム小ブロック・

ローム粒子少量
3　褐灰色．ローム小ブロック微量

4　橙　色　ローム粒子少量

第29号土坑土層解説

1　異褐色　ローム申ブロック微▼こ量，

ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第30号土坑土層解説

1　灰褐色　ローム小ブロック微量
2　灰褐色　ローム小ブロック少量

3　褐灰色　ローム小ブロック8

ローム粒子少量

4　褐　色　ローム小ブロック少亀
ローム粒子中量

第31号土坑土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子少量

2　にぷい褐色　ローム中ブロック少亀
ローム小ブロック中量

第32号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色．ローム小ブロック徴最

ローム粒子少量

第34号土坑土層解説

1　暗褐色
2　褐　　色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　極暗褐色

7　暗褐色

ローム粒千・歳化粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子・炭化粒子中量
ローム粒子の炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，粘性を帯び
る

ローム粒子少量，粘性を帯び
る

第36号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子少量

第37号土坑土層解説

1　褐　色　ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム小ブロック中量

第38号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微1量

2　褐　色　ローム小ブロック少量，
焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第39号土坑土層解説

1　灰褐色　ローム粒子微量

第40号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量

第41号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量
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第42号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量

第43号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量
4　暗褐色．ローム粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック少量

第44号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

第45号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少亀

炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色．ローム粒子多量

5　褐　色　ローム小ブロック中量

第46号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム小ブロック中量

第47号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブt二トソク少量
3　褐　色　ローム粒子少量

第48号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック少量

第49号土坑土層解説
1　褐　色

2　暗褐色
3　暗褐色

Ll　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック少量，

ローム粒子微量
ローム小ブロック・

ローム粒子少量



第50号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム小ブロック少量

第51号土坑土層解説

1　赤褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第52号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第53号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量

第54号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第56号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第57号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量
′1　　1日ヨ　　∠L r－、

J　憫　ヒユ　U－ム小ブロック多量

第58号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

第59号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

第60号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム中ブロック少量

第61号土坑土層解説

1。2層は第27号住居跡覆土

3　暗褐色　ローム微粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　色　ソフトローム主体

6　暗褐色　ローム小ブロック微量

第62号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック少量

第63号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第64号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量

第65号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量

第66号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子e炭化粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック微量

4　褐　　色　ローム小ブロック少量

第67号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第68－A号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第68－B号土坑土層解説

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

第69号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子。炭化粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第70号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第71号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量

第72号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック多量

第73号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ロトーム中ブロック少量

第74号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム中ブロック少量

第75号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム大ブロック少量

第76号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム大ブロック少量

第77号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量

3　褐　色　ローム大ブロック少量

第78号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量
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第79号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量

第80号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子。炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子¢炭化粒子少量

第81号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第82号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第83号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子e炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第84号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第85号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック多量

第86号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第87号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

第88号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック多量

第89号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

炭化粒子微量

第90号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，

炭化粒子微量

第91号土坑土層解説

1　褐　色　焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量

第92号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック多量

第93号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック多量



第94号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第95号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

第97号土坑土層解説

1　灰褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック微量

第98号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム小ブロック少量

表3　土坑一覧表

第99号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック微量

土 坑

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物
備　　　　　　 考

（重 複 関 係 ）長径（軸）×短酎 軸）（m ）深さ（cm）

1 C 9 C 9 N － 67 0－ E 隅丸長方形 3 ．30　×　 2 ．76 170 外傾 平坦 人為 土師器 40，須恵器 8 SD － 3 と重複，地下式堀

2 C l ld 7 N － 60 0－ W 不 整楕円形 2 ．70　× 1 ．75 53 外傾 U 字状 人為 土師器 12，縄文土器 8，雑石 6

3 C l lb 9 N － 4 0 … E 隅 丸 方 形 1 ．23　× 1 ．20 65 緩斜 皿状 自然 土師器 7，須恵器 1

4 C l l a 6 N － 50 。－ E 隅 丸 方 形 0 ．68　×　 0 ．66 3 2 外傾 皿状 自然 土師器 1

6 C l lc l N － 38 0－ E 楕　 円　 形 1．10　×　 0．90 2 0 垂直 段状 人為 人骨，古銭 6

7 C l O c o N － 45 0… E 楕　 円　 形 1．20　× 1．00 2 5 垂直 平坦 人為 土師器 2 1，須恵器 1，人骨，古銭 6，鉄製品 4 SK … 8 より新しい

8 C l Ob o N － 4 6 0－ E 楕　 円　 形 1．50　× 1．10 2 0 緩斜 平坦 人為 土師器 4 4，須恵器 1，雑石 2 S K － 7 より古い，火葬墓

9 C l O c o N － 9 0－ W 楕　 円　 形 1．50　× 1．20 8 0 外傾 平坦 人為 土師器26濁 恵器1，人骨古銭 13，鉄製品3瀾石 11周文土器4

10 C l O c 9 N － 2 0 0－ E 円　　　 形 1．21 × 1．20 6 5 外傾 平坦 人為 土師器 1，人骨，古銭 15，煙管 1，雑石 1

11 C l O c 9 N － 36 い－ W 楕　 円　 形 0．75　×　 0．65 1 2 外傾 平坦 人為 剥片 （黒曜石） 1

12 C l O c 9 N － 2 0… E 円　　　 形 0．85　×　 0．80 6 不明 平坦 不明 数珠 1，人骨，鉄製品 1

13 C lO b 9 N － 34 。… W 円　　　 形 0．90　×　0 ．88 2 0 垂直 平坦 人為 土師器 4，人骨，古銭 4，雑石 1

14 C lO b o N － 28 0－ W 円　　　 形 1．00　×　0 ．99 6 2 外傾 平坦 人為 土師器 11，人骨，煙管 1，鉄製 品 2，雑石 1

15 C lO b o N … 3 3 0－ E 楕　 円　 形 1．40　× 1．10 48 外傾 皿状 人為 土師器 27，須恵器 1，人骨，古鋸 鉄製品2，雑石5，縄文土器1

16 C l Oc 8 N … 8 7 ㌧－E 隅丸長 方形 2 ．00　× 1．60 5′～13 外傾 平坦 人為 土師質土器 1，土師器 60，須恵器 5，雑石 2，縄文土器 5

17 C 9 f 7 N － 4 10－ W 楕　 円　 形 0 ．90　×　0 ．78 18 緩斜 皿状 自然 土師器 1，雑石 1，縄文土器 1

1 8 C l Oc 5 N － 3 8 0－ E 円　　　 形 1．54　× 1 ．30 12 緩斜 凹凸 自然

19 C l Oe 4 N … 0 0 楕　 円　 形 1 ．82　× 1 ．63 24 外傾 平坦 人為 土師器 1，縄文土器 13

2 0 C l Oc 3 N － 59 ナー E 楕　 円　 形 2 ．00　×　 0 ．90 60 外傾 平坦 人為 組文土器 5，雑石 5

2 4 C l la 8 N － 4 20 －W 楕　 円　 形 1 ．86　× 1 ．64 23 緩斜 平坦 自然 土師器 1，雑石 2，縄文土器 6 SK － 28 と重複

2 6 C l O c l N － 82 。－ W 円　　　 形 0 ．78　×　 0 ．72 3 3 外傾 平坦 自然

27 C l O c l N － 0 0 不整 楕円形 0 ．75　×　 0 ．65 15 緩斜 皿状 人為 土師器 4，須恵器 1，縄文土器 5

28 C l l a 8 N － 75 0－ E 不整 楕円形 （1 ．66 ）×　 0 ．70 3 9 緩斜 凹凸 人為 土師器 1，雑石 1 SK － 24 と重複

29 C 8 c o N － 11 0－ W 不整 楕円形 1 ．99　× 1 ．03 3 7 緩斜 皿状 自然 土師器 1，縄文土器 4

30 C 9 b l N － 85 0－ E 不整 楕円形 1 ．64　× 1 ．50 3 8 垂直 凹凸 人為

3 1 C 9 C 7 N － 32 し－ W 不整 楕円形 1．42　× 1 ．26 2 8 緩斜 皿状 自然 縄文土器 3，雑石 5

32 C 9 C 8 N － 46 0－ W 不整 楕円形 1．50　×　 0．9 1 4 3 外傾 平坦 自然 縄文土器 2，雑石 1

34 C 7 C 3 N － 0 0 円　　　 形 2．2 1 ×　 2．00 7 6 外傾 皿状 人為 縄文土器 12

35 C 7 a 3 N － 6 4 0－ E 楕　 円　 形 0．83　×　 0．57 3 0 外傾 平坦 自然 土師器 4，須恵器 1，縄文土器 1

土師器 5，須恵器 1，線文土器 1

36 C 7b l N － 40 。－ W 楕　 円　 形 0．9 1 ×　 0．79 2 5 外傾 平坦 自然

37 C 7b 4 N － 4 3 0－ E 楕　 円　 形 1．10　×　 0．94 3 5 外傾 皿状 自然

38 C 7b 7 N － 9 0 。－ E 楕　 円　 形 0．78　×　 0．63 2 7 緩斜 平坦 自然

39 C 7b 6 N － 28 0－ W 円　　　 形 0．73　×　 0．69 1 0 緩斜 平坦 自然

40 B 6j6 N － 3 0 0－ W 不整楕 円形 0．81 ×　0 ．78 2 5 緩斜 平坦 自然

41 B 6j3 N － 8 7 。一一E 楕　 円　 形 1．02　×　0 ．70 1 3 緩斜 平坦 自然

42 B 6 i2 N － 4 00－ W 楕　 円　 形 1．02　×　0 ．87 1 9 緩斜 皿状 自然

43 B 6 il N － 8 6 3… E 楕　 円　 形 1．24　×　0 ．72 5 0 外傾 平坦 自然
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土 坑

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物
備　　　　　　 考

（重 複 関 係 ）長径（榔 ×短径（軸）（m ）深さ（cm）

4 4 B 5 io N － 9 0－ E ［楕 円 形 ］ （1 ．10 ）×　0 ．90 30 外傾 平坦 自然

45 B 5 jo N － 3 0－ W 不整 楕円形 1．20　× 1 ．09 56 外傾 皿状 人為

46 B 5 j9 N － 5 ナー E 楕　 円　 形 1．2 1 ×　0 ．78 14 緩斜 平坦 自然

47 B 5j 9 N － 72 。－E 楕　 円　 形 0．85　×　0 ．49 60 外傾 字 伏’人為

48 B 5j 8 N … 20 。－W 不整楕 円形 0．83　×　0．68 6 3 外傾 恵 ’ヽ自然

49 B 5 i7 N － 2 G－ W 不整楕 円形 （1．17）×　0．78 5 7 垂直 凹凸 人為

50 B 5i6 N － 12 ナーW 楕　 円　 形 1．46　×（0 ．68） 3 2 外傾 凹凸 自然

5 1 B 5 j5 N － 5 0－ E 楕　 円　 形 0 ．80　×（0 ．30） 2 8 外傾 平坦 自然

5 2 B 5 i2 N － 1 9 J－ E 不整楕円形 （1 ．60　× 1 ．08） 1 8 緩斜 皿状 自然

5 3 B 5 h 2 N － 8 4 0－ E 楕　 円　 形 1 ．02　×　0 ．86 2 0 垂直 凹凸 自然

5 4 B 5 h 2 N － 8 1 0－ E 不 整 円 形 1 ．84　× 1 ．24 52 外傾 皿状 自然

56 B 4 h o N － 8 2c－ W 楕　 円　 形 1 ．64　× 1 ．18 52 緩斜 平坦 自然

57 B 4 h 9 N … 83 0－ W 楕　 円　 形 1 ．12　×　0 ．74 32 外傾 皿状 自然

58 B 4 g 9 N － 60 0－W 不整 楕円形 1．75　× 1 ．45 50 緩斜 平坦 自然

59 B 4 g 9 N － 7 1ナーW 不整楕 円形 0．85　×　0．55 35 外傾 皿状 自然

60 B 4 g 8 N － 6 0… E 楕　 円　 形 0．75　×　0．35 2 0 外傾 平坦 自然

6 1 B 5 i8 N … 2 2 0－ E ［楕 円 形 ］ （1．06）× 1．05 2 0 緩斜 平坦 人為 S1 － 27 よ り新 しい

6 2 C 7C 3 N － 5 0 － E 楕　 円　 形 1．65　×　0．60 4 0 外傾 皿状 人為

6 3 B 4 g 7 N … 2 2 。－E 楕　 円　 形 1．13　×　0 ．65 3 8 垂直 皿状 自然

6 4 B 3 e o N － 4 1 0－ W 円　　　 形 1 ．30　× 1．20 5 8 外傾 平坦 人為

65 B 3 e 7 N － 4 信一W 不整 楕円形 1 ．00　×　0 ．60 5 5 外傾 凹凸 自然

66 B 3 f 5 N － 5 80－ W 不整 楕円形 1 ．85　× 1 ．65 38 外傾 皿状 自然

67 B 3 e 6 N － 20 0－ W 楕　 円　 形 0 ．90　×　0 ．50 14 外傾 皿状 自然

6 8A B 3 d 3 N － 5 0－ W 不整長 方形 1．58　× 1 ．08 30 緩斜 皿状 自然

6 8B B 3 e 3 N － 5 0－ W 不整楕 円形 （1．25）×　0 ．81 23 緩斜 皿状 自然

6 9 B 3 d 2 N － 47 ナーW 不整楕 円形 2．84　× 1．33 4 0 緩斜 凹凸 人為

7 0 B 3 e 2 N － 42 0－ W 楕　 円　 形 1．71 ×　0．87 2 5 緩斜 凹凸 自然

7 1 B 2 C 2 N － 73 0－ W 不　 定　 形 1．74　×（1．54） 13 5 垂直 平坦 人為 土師器 1，須恵器 2 SI － 35 より新 しい

72

73

74

75

76

7 7

7 8

79

80

B 2 d o

B 2 d o

B 2 d o

B 2 c o

B 2 c o

B 2C 9

B 2 C 9

B 2 d 9

B 2 C 9

N … 4 4 0… W 不整楕円形 1 ．08　×　0 ．75 3 0

25

32

26

20

32

2 9

3 3

4 2

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

緩斜

外傾

緩斜

外傾

外傾

緩斜

緩斜

凹凸

皿状

凹凸

凹凸

皿状

平坦

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

皿状

皿状

平坦

皿状

平坦

皿状

皿可

自然

自然

自然

自然

人為

自然

自然

人為

人為

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

N －1 5。－W

N － 0 0

N － 45 0－W

N － 10 0－W

N － 5 5 0－ E

N － 6 0 0－ E

N － 79 0－ W

N － 4 0 0－ E

楕　 円　 形

円　　　 形

円　　　 形

楕　 円　 形

円　　　 形

楕　 円　 形

不整楕 円形

楕 円 可

0 ．91 ×　0 ．77

0 ．80　×　0 ．80

0．87　×　0 ．80

1．04　×　0 ．72

0．92　×　0．82

1．12　×　0．70

1．15　×　0 ．63

0 ．95　×　0 ．83

土師器 3，須恵器 2

土師器 1，須恵器 1

8 1

82

83

8 4

8 5

8 6

87

B 2 d 9

B 2 d 9

B 2 d 9

B 2d 9

B 2 d 8

B 2 d 8

B 2 d 8

N － 25 0… E

N － 2 1 0… E

N － 50 0－ E

N － 5 5 0－ E

N － 9 0 0－ E

N － 0 0

N － 00

円　　　 形

円　　　 形

円　　　 形

円　　　 形

円　　　 形

楕　 円　 形

円　　　 形

0 ．66　×　0 ．60

0 ．73　×　0 ．63

1 ．07　×　0 ．95

0．58　×　0 ．55

0．69　×　0．6 7

0．82　×　0．65

0 ．45　×　0 ．43

2 5

43

34

42

4 0

2 0

1 6

須恵器 1

須恵器 1

88

89

可

B 2 d 8

B 2 C 8

B 2 C 8 ！

N － 2 40… W

N － 24 0－ E

N － 7 70－ W

楕　 円　 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

1．30　× 1．02

0 ．79　×　0 ．55

0 ．56　×　0 ．45

1 7 ！

34 ！

可

緩斜

外傾

外傾

自然

自然

自然
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土 坑

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物
備　　　　　　 考

（重 複 関 係 ）長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

91 B 2 c o N … 2 70－ W 円　　　 形 0 ．81 ×　0 ．75 1 5 緩斜 皿状 人為

9 2 B 2c o N － 70 8－ E 不整楕 円形 0 ．80　×　0 ．70 2 5 外傾 凹凸 自然

9 3 B 2 b o N － 67 0－ W 不整楕 円形 1 ．22　×　0 ．91 40 緩斜 皿状 自然

9 4 B 2 C 9 N － 1 7 0－ E 楕　 円　 形 1 ．00　×　0 ．67 42 外傾 皿状 自然 土師器 6

9 5 B 2 d 7 N － 3 8 0－ W 楕　 円　 形 0 ．96　×　0 ．54 30 外傾 平坦 自然 土師器 3，須恵器 1

96A B 2 C 7 N － 5 9 0－ W 楕　 円　 形 1．40　×（1 ．00 ） 35 外傾 平坦 自然 土師器 43，須恵器 3，灰粕陶器 1 SK － 96B より新 しい

96 B B 2 C 7 N － 5 90 －W 円　　　 形 1．10　×（1 ．00） 40 外傾 平坦 自然 SK － 96A よ り古い

97 B 2 d 5 N … 8 8－ W 楕　 円　 形 0．97　×　0．74 28 緩斜 凹凸 自然

98 B 2 C 5 N … 65 0－ W 長　 方　 形 2 ．70　× 1．15 3 5 緩斜 凹凸 自然

9 9 C l l a 2 N － 65 0－ E 楕　 円　 形 0 ．94　×　0 ．73 2 2 外傾 皿状 自然

4　塚

今回の調査では，時期不明の塚一基を確認した。以下，その特徴について記載する。

第瑠号塚（第96図）

攣二
第閑図　第　号塚実測図

5　溝

0　　　　　　　　　　4m

ト一一一一一一1一一一十一lll－1－－一一一Il一一一一一」

位置　調査区東端部，Cllc。区

規模と平面形　長軸6．4m，短軸5．7mの長方形であ

り，盛り土の高さは，約0．5111である。

長軸方向　N－210－W

盛土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　　　　耕作土

2　暗褐色　ローム粒子少量，砂質を帯びる

3　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　色　ローム中ブロック少量

遺物　出土遺物はない。塚中央部に雲母片岩の板石が

立てられていた。記銘などは見られなかった。

所見　本跡の時期は不明である。

今回の調査によって，溝2条を確認した。以下，その特徴について記載する。

第瑠号溝（第97図）

位置　A区東側，Bllj7区

規模と平面形　長さ（4．70111），上幅0．26～1．28111，下幅0．06～0．13m，深さ0．40mである。
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第錮図　第　◎　号溝断面実測図
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主軸方向　N－230－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　「U」字状を呈する。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子少量

所見　本溝は，南北に走り，部分的に2本になるようである。調査では，南側端部の調査だけであったので全

容は不明である。また，出土遺物もなく時期も不明である。

第3号溝（第97図）

位置　A区東側，Cllao区

重複関係　本溝は，第3，4号住居跡の覆土を掘り込んでいるので本溝が新しい。

規模と平面形　長さ（18．9m），上幅0．2～0．6m，下幅0．1～0．18m，深さ0．6mである。

主軸方向　N－580－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　「U」字状を呈する。

覆土　単一層であり，ローム粒子◎ローム小ブロック中量，ローム大ブロック◎焼土中ブロック微量を含むに

ぷい褐色土である。

所見　本跡は，覆土や形状から根切溝と考えられる。

6　据立柱建物跡

今回の調査で，時期不明の掘立柱建物跡2棟を確認した。以下，その特徴について記載する。

第瑠号掘畳櫨建物跡（第98図）

位置　A区東部，ClOco～Cllcl区

規模　東西2間（約3m主　南北2問（約2．8m）である。柱間寸法は，桁行工3～1．4m，梁行1．3～1．5mで

ある。掘り方は，径35～50cmの不整円形で，深さ10～30cmである。

長軸方向　N－310－W
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覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム小ブロック多鼠　黒色粒子微量

2　灰　褐　色　ローム粒子中鼠　黒色小ブロック微量

3　灰　褐　色　ローム小プロ、ソク多量（柱痕と考えられる）

所凰　本跡はタ　出土遺物がなく時期は不明であるが，2間四方の建物跡であることから「お堂」と考えられる。

第望考城塞櫨建物跡（第鱒図）

位置　A区西部，C8C3～C8d：3区

規模　東西2聞く約3。5m主　南北2間（約軋甘m）である。柱間寸法は，桁行1．6～1．9mタ　梁行上針主用m

である。掘り方は，径30～40cmの円形で，深さ10～30cmである。柱痕は確認できなかった。

長軸方向　N－110－Ⅵr

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

所見　本跡は，出土遺物がなく時期は不明である。

7　道路跡

今回の調査では，道路跡1条を確認した。以下その特徴について記載する。

第瑠考道路跡（第m　図）

位置　A区中央部，C9b8～ClOfl区

重複関係　本跡は，第19号住居跡，第1号土坑と重複している。第19号住居跡の覆土を本跡が掘り込んでいる

ので，本跡が新しい。第1号土坑は，本跡の覆土を掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模と平面形　長さ（22．7111），上幅2．65～3．15nl，下幅1．95～2．25nl，深さ0．40mである。

主軸方向　N－280－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子少鼠　硬化している

4　褐　色　ローム粒子少量，硬化している

5　灰褐色　ローム粒子少量，硬化している

遣物　数片の布目瓦片と須恵器長頸壷片が出土している。第100図2は丸瓦片で，凸面，凹面とも縦方向のへ

ラ削り整形。凹面部には部分的に布目痕が見られる。3は平瓦片で，凹面部には布目痕が見られる。凸面部

は磨耗が著しい。

所見　本跡は，厚さ30～40cm，幅約70cmの版築状の部分が溝状の遺構のほぼ中央部を南北に走っている。道路

跡と考えられるのは，主に第生　5層であり，踏み固められたと思われるような版築状を呈している。当初

は，溝として調査したが，中央部に版築状の部分があることから，溝状に一旦掘り込み，中央部を通路とし，
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第100図　第1号道路跡・出土遺物実測図
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両端は側溝状に残した形態をとる道路跡と判断した。南側端部の調査だけであったので全容は不明である。

出土遺物から，奈良時代末から平安時代初期を考えておきたい。

第1号道路跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 100図 長 頚 壷 B （ 2．5） 底部 片。休部 は内管 して立ち上がる。体部内 ・外面 ロタロナデ。底部 ロク 石英 P 2 95　 5％

1 須 恵 器 D ［ 9．0］

E　 l．0

高台は 「ハ」の字状 に開 く。 ロ整形亀　 高台部貼 り付 け。 灰色

良好

8　その他の遺構および遺物

今回の調査で，炉穴6か所，柵列3列，不明遺構3基を確認した。以下その特徴について記載する。

（1）炉穴

第1号炉穴（第101図）

位置　A区東側，ClOao区
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規模と平面形　径30～40cmの不整円形で，深さ165cmである。

壁面　ほぼ垂直に掘られ，壁面は加熱を受けており，しっかりしている。

底面　「U」字状を呈する。

覆土　単一土層で，焼土粒子多量，焼土大ブロック少量を含む暗赤褐色土である。

遺物　覆土中から条痕文土器の小片が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が小片であるので，遺物から時期を特定するのはむずかしい。165cmというかなりの

深さであるが，覆土および壁面の状態から縄文時代早期末の炉穴と判断した。

第2号炉穴（第101図）

位置　A区東側，Clle4区

規模と平面形　径50～80cmの不整惰円形で，深さ12cmである。

底面　皿状を呈する。

覆土　4層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
3　赤褐色　廃土粒子主体

4　赤褐色　焼土粒子少量

遺物　覆土中から条痕文土器片が出土している。第101図1は内・外面に貝殻条痕文が施されている。

所見　本跡は，縄文時代早期末と考えられる。

第3号炉穴（第101図）

位置　A区中央部，ClOd6区
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親機藍半面形　長径m娠m　短径粥cmの惰円形で　深さmcmである。

底面　皿状を呈する。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　赤褐色　廃土

2　褐　色　加熱を受けたハードローム

遺物　覆土中から条痕文土器片が出土している。

所見　本跡は，縄文時代早期末と考えられる。

第　号炉究　第m　図）

位置　A区中央部，ClOe2区

規模と平面形　長径65cm，短径45cmの不整円形で　深さ用娠mである。

底面　「U」字状を呈する。

壁面　ほぼ垂直に掘られ，壁面は加熱を受けており，しっか　している。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　廃土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量

所農　本跡は，出土遺物がないが，第温号炉穴と深さ，壁面の状態が類似しているので，縄文時代学期末の炉

穴と考えられる。

工言うふ－ノ、こ；′∴′∴メ言

位置　A区中央部，ClOb2区

規模と平面形　長径40C町　短径30cmの情円形で，深さ125cnlである。

底面　「U」字状を呈する。

壁面　途中から二股に分かれ，壁面は加熱を受けておりタ　しっかりしている。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多義：

2　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子少量

所農　本跡は　出土遺物がないが，第1芦　4号炉穴と深さおよび壁画の状態で類似する点があり，縄文時代学

期末の炉穴と考えられる。

第露骨炉究（第m　図）

位置　C区東部，B5gl区

規模と平面形　長径45cm，短径25cmの不整円形で，深さ130cmである。

底面　先細りである。

壁面　蛇行するように掘られ，壁画は加熱を受けてお勘　しっかりしている。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

l　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　炭化粒子微量

2　極暗赤褐色　廃土粒子多量
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所見　本跡は，出土遺物がないが，第1，4，5号炉穴と深さおよび壁面の状態で類似する点があり，縄文時

代早期末の炉穴と考えられる。

（2）柵列

A
－37．8m

二　二l

D E

3

てこ奄こ＝アr　「喝γ　　「惑Sr‾
0　　　　　　2m

』二＿　－　を　＿二」

第相国　第　号前列実測図

第瑠号禰劉（第102図）

位置　B区東部，C7bJ～C7a6区

規模　柱穴7か所，柱穴の間隔は，上4～1．8mで，全長9．7mである。掘り方は径50～140cmの円形もしくは

楕円形で，深さ15～35cmである。

主軸方向　N－820－E

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

所見　本跡は，出土遺物もなく時期は不明である。当

初，掘立柱建物跡と思われたが，本列に対応する柱

穴がなく，一列のみの確認であるので，柵列とし

た。

第　号棉劉（第103図）

3　褐　色　ローム小ブロック少量

ぜ伺、、、
位置　A区中央部，C9C7区

規模　柱穴4か所，柱穴の間隔は，0．7～1．4mで，

全長3・5mである。掘り方は径55～70C品のほぼ円形　風

で，深さ15～40cmである。

主軸方向　N－570－W

覆土　3層からなり，自然堆積である。

二
Pi　＼

磋）

0　　　　　　2m

』二∵一寸一一一二一二＿＿」

第相国　第　号前列実測図
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

新風　本跡は，出土遺物もなく時期は不明である。当初，据立柱建物跡と思われたが，本列に対応する柱穴が

なく，一列のみの確認であるので，柵列とした。

：

D E

二三‾「＼二‾　‾二「　‾‾‾＼、こ∴ 2m

仁一一一一ニー一一ニーニー一一一一一一一」二二二二』

第相国　第　号前列実測図

第3号前列（第104図）

健置　A区西部，C9e4～C9e5区

規模　柱穴4か所，柱穴の間隔は，1．7～2．1mで，全長6．47mである。掘り方は長径40～80cm，短径40～70cm

の円形か楕円形で，深さは，30～50cmである。

主軸方向　N－900－E

覆土11層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　にぷい褐色

2　にぷい褐色

3　にぷい橙色

4　褐　　　色

5　にぷい褐色

6　褐　　　色

所見　本跡は，

（3）不明遺構

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量

7　灰　褐　色　ローム小ブロック少量

8　褐　　　色　ローム小ブロック少量，黒色粒子微量

9　にぷい褐色　いわゆる褐色土
10　褐　　　色　ローム小ブロック少量

11暗　褐　色　ローム粒子少量

出土遺物がなく時期は不明である。柱穴の配列から柵列と考えた。

第瑠号不明遺構（第105◎106図）

位置　A区東部，Cllg4区

規模と平面形　長軸（3．9m），短軸3．5mの不整方形で，深さ5～30cmである。北側に幅約0．6m，長さ約2．0m
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第106図　不明遺構出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　　！

ほどの張り出し部を持つ。

主軸方向　N－90－E

壁面　なだらかに立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック，黒色小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，黒色小プロッタ微量

3　灰褐色　ローム粒子中量，黒色小ブロック微量

遺物　覆土中から，縄文土器1点，円礫5個，磨石1点が出土しているだけである。第106図1は無文土器で，

胎土に石英，長石が含まれ，横位のナデ整形がなされる。胎土から縄文早期の無文土器と思われる。

所見　本跡は，縄文早期の遺構と考えられる。

－134　一



第1号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出 土地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 106図2 磨　　　　 石 8．2 7．6 3．4 300．0 砂　　 岩 Q 27

第2号不明遺構（第105◎106図）

位置　A区東部，ClldG区

規模と平面形　長軸2・7町　短軸仕7m）の不整楕円形で，深さ18～45cmである。西側部が撹乱を受けている。

主軸方向　N－80－E

壁面　夕日頃して立ち上がる。

底面　皿状を呈し，部分的に凹凸である。

覆土　8層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　色　ローム粒子少亀　焼土粒子微量

7　褐　色　黒色小ブロック少量

8　褐　色　ローム粒子少亀　炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片36息　須恵器片8点，縄文土器片13点が出土している。第106図4の土師器婆は

覆土下層から，3の須恵器塔が，正位の状態で覆土中層からそれぞれ出土している。5は須恵器婆の胴部片

で，内面はナデ，外面は格子目状の叩きが見られる。

所凰　本跡は，西側部を撹乱されてしまっているため，正確な形は不明である。住居跡の可能性もあるが，床

面および炉跡（篭）などが確認できなかったので不明遺構として扱った。

第2号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e 色調 e焼成 備　　 考

第10 6図 ま不 A　 14．2 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 目線 体部 内 e 外面 ロクロナデ，体部外面 長石 ・石英 ・雲母 P 29 7　 9 5％

3 須 恵 器 B　　 4．7

C　　 7．0

部 に至 る。 下半へ ラ削 り。底部手持 ちへラ削 り。灰白色

普通

4

婆 A ［18．6］ 体部か ら目線部の破片。体部 は内攣 日録部内 e外面横ナデ，体部 内 e 外 長石 ・石英 ・雲母 P2 9 6　 1 0％
土 師 器 B （ 7鳶） して立ち上が り，目線部で 「く」の

字状 に外反す る。日経端部 はつ まみ

上げ られる。

面へ ラナデ。 スコ リア

にぷい赤褐色

普通

第3号不明遺構（第105◎　且06図）

位置　A区中央部，C9e7区

規模　柱穴4か軌　柱穴の間隔は約70cmと規格的で，全長3．20mである。掘り方は長径45～80cm，短径30～40

cmの長楕円形で，深さ5～15cmである。

主軸方向　N－50e－W

覆土　単一層であり，ローム粒子少量，ローム大，中ブロック微量を含む灰褐色土が，版築状で非常に固くな

っている。人為堆積と考えられる。

遺物　覆土中より，縄文土器が出土している。第106図6，7は条痕文土器である。胎土に繊維が含まれ，内

面に貝殻条痕文が施されている。

所見　本跡からは縄文土器が出土しているが，縄文時代の遺構とは考えにくい。柱穴とした部分は，版築状を
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呈しているので，何らかの上屋構造物の礎石下地の可能性が強い。類似遺構がなく詳細は不明である。

9　遺構外出土遺物

その他に遺構外出土遺物として，遺構に伴わなかった遺物を以下に記載する。（第107◎第108図）

1は撚糸文土器で，口唇直下からRの撚糸文が条間隔をやや開けて縦走する。稲荷台式と思われる。2～8

は日録部片で，沈線による平行線文，斜行線文，格子目文が施されている。9～21は胴部片で，9～15は細い

沈線で平行線文，斜行線文，複合鋸歯文が施されている。16～21はやや太めの沈線によって平行線文や斜行線

文が施されている。2，3，7は外ソギ状に近い口唇部である。三戸式に属するものと思われる。20は横位の

平行沈線下に爪形文が施されている。田戸下層式と思われる。22～31は棒状工具による太い沈線が横位あるい

は斜位に走るものである。22～26の口唇部は，角頭状に整形されている。

32～50は無文土器である。いずれも口緑部片である。32～40は口唇部が外ソギ状を呈する。41，42は口唇部が

角頭状，43～50は口唇部が円頭状を呈する。いずれも胎土に石英の長石を多量に含んでおり，横方向のナデ調

整がなされている。撚糸文直後の無文土器に対比できるものと思われる。

51～55は底部片である。51，53～55は丸底，52は尖底である。51，53～55は胎土に長石，石英が多量に含ま

れる。32～50の無文土器と胎土が酷似しており，これらの無文土器の底部と思われる。52は沈線文が施された

土器の底部と思われる。

56～63は条痕文土器である。いずれも胎土に繊維が含まれている。56，58，61，62は内◎外面に貝殻条痕文

が施されている。63は波状の条痕が施されている。

64～68は前期の繊維土器である。64～66は目線部片で単節LRの縄文が横回転で，無節縄文が縦回転で施され

ている。67，68は単節斜縄文が施されている。

69，70は前期後半の浮島式土器である。69は口唇部に斜位の刻昌が施され，目線部に変形爪形文が施されて

いる。70は胴部片で，竹管による変形爪形文が施されている。

71～79は中期前葉の阿玉台式土器である。71～75は隆帯及び押引文が施されている。76～79は胴部片で，輪

積痕を残し，爪形文が施されている。

80は須恵器賓頸部片で，隆線が巡り，櫛状工具で指突が配されている。

81～83は石鉢である。81，83はチャート製，82はメノウ製である。84はチャート製の石錐である。85は流紋

岩の磨石で，表裏とも使用されている。特に図示している面が顕著である。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 108 図 8 1 石　　　　 鉄 2．8 1．5 0．3 1．12 チャー ト A 区 Q 3

8 2 石　　　　 鉄 3．4 1．5 0．4 1．66 メ　ノ　 ウ C 区 Q 3 0

8 3 石　　　　 錬 2．2 1．5 0．4 1．00 チャー ト C l ld 4 区 Q 3 3

8 4 石　　　　 錐 3．1 1．2 0．6 2．18 チャー ト A 区 Q 35

8 5 磨　　　　 石 8．3 7．0 3．3 2 40．0 0 凝 灰 岩 C l lc 3 区 Q 44
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第4節　まとめ

当遺跡で検出した遺構は，石器集中地点3か軌竪穴住居跡37軋土坑94基，塚1基，溝2条，掘立柱建物

跡2楓道路跡1泉炉穴6か所，柵列3列，不明遺構3基である。以下，各時代毎に主な遺構と遺物につい

ての概略を述べ，まとめとしたい。

旧石器時代

当遺跡からは，ナイフ形石器を伴う石器集中地点が3か所確認されている。いずれの集中地点も剥片類の出

土が目立って多く，定型石器類の出土が極めて少ないことに加えて台石やハンマー，砥石が出土していること

が当遺跡の特徴といえる。各石器集中地点における石器等の組成は以下のとおりである。（表4～表6）

表4　第且号石器集中地点石器等組成表

石材

石器

ホルンフ

エ　ル　ス
安 山 岩 砂　 岩 凝 灰 岩 頁　 岩 珪質頁岩 石　　 英 メ　ノ　ウ チャート 流 紋 岩 花 尚 岩 トロトロ石 不　　 明 合計点数

ナ イ　フ 形 石 器 2 2 － － － － － － － － － － － 4

台　 形　 様　 石　 器
－ 1 － － － － － … － － － － － 1

石　　　　　　 斧
－ 1 － － － － － － － － － － － 1

礫　　　　　　 器 2 － － － － － － － － － － － － 2

二次加工痕のある剥片 2 3 － － 1 － 2 － 1 1 － － － 10

砥　　　　　　 石
… － 2 － － － － － － － － － － 2

台　　　　　　 石 － － － － － － － － － －
八　　 日

表5　第2号石器集中地点石器等組成表

石材

石器

ホルンフ

エ　ル　 ス
I 安 山 岩 砂　 岩 ！凝 灰 岩 頁　 岩

唇 頁岩

石　　 英
巨 ウ ト ト

流 紋 岩
！花 崗 岩

トロトロ石
i不 明

合計点数

ナ イ　 フ 形 石 器
－ 1 － － 1

－ － － － － － － － 2

台　 形　 様　 石　 器 1 － － － － － － － － － － － － 1

石　　　　　　 斧 － － － － － － － － － － － － － 0

礫　　　　　　 器 1 － － － － － － － － － － － 1 2

二次加工痕のある剥片 1 3 － － － － － － 1 － － － － 5

砥　　　　　　 石
－ － － － － － － － － － － － － 0

台　　　　　　 石 － － l － － － － － － － － － － 1

ハ　　 ン　　 マ　　 ー － － 4 － － － － － 1
－ － － 2 7

石　　　　　　 核 19 3 0 2 － 1 1 4 4 8 2 － 3 3 7 7

合　 計　 点　 数 22 3 4 7 0 2 1 4 4 10 2 0 3 6 95

3地点の石器組成表からわかるように，それぞれの組成にばらつきが見られる。第1石器集中地点では，ナ

イフ形石器4息　二次加工痕のある剥片10点など，加工された石器の占める割合が多く，第2石器集中地点で

は，ナイフ形石器2点，二次加工痕のある剥片5点と加工された石器が少なくなる。第3石器集中地点では，

ナイフ形石器は見られず，二次加工痕のある剥片6点と加工された石器がより少なくなる傾向にある。また，

石核の点数も第1石器集中地点では59点，第2石器集中地点では77点，第3石器集中地点では47点である。石

核が一番多く出土している第2石器集中地点では，ほかの集中地点にくらべ，ハンマーや台石の出土が多い。
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以上のことから，いずれの集中地点も石器の製作跡であり，最終的に石器製作の作業がなされたのが第2石

器集中地点であると考えられる。また，砥石は第1石器集中地点に多く出土していることから，剥離作業の場

所と研磨作業の場所というように，仕事の内容によって空間を区切るということもなされていたと考えられる。

次に，当遺跡における石器類の石材の比率については，剥片類の27％がホルンフェルス，26％が安山岩で剥

片類の半数以上を占めている。次に多いのがチャートの11％であるから，その差は歴然としている。石核の石

材は，安山岩32％，ホルンフェルス25％で石核の半数以上を占めている。ハンマーは砂岩が61％，ホルンフェ

ルス11％と砂岩の占める割合が多い（第109図）。すなわち，石器類の製作にあたっては，ホルンフェルスや安

山岩を主体としていることがうかがえる。

表6　第3号石器集中地点石器等組成表

石材

石器

ホルンフ

ェ　ル　ス
安 山 岩 砂　 岩 凝 灰 岩 頁　 岩 珪質頁岩 石　　 英 メ　ノ　ウ チャー ト 流 紋 岩 花 崗 岩 トロトロ石 不　　 明 合計点数

ナ イ　フ 形 石 器 － － － － － － － － － － － － － 0

台　 形　 様　 石　 器 － － － － － － － － － － － － － 0

石　　　　　　 斧
－ － － － － … … － － － － － － 0

礫　　　　　　 器 － － － － － － － － － － － － － 0

二次加工痕のある剥片 4 － － － － － 1 － 1 － － － － 6

砥　　　　　　 石 － － 1 － － － － － － － － － － 1

台　　　　　　 石 － － － － － － － － － － － － － 0

ノ＼　 ン　　 マ　　 ー 1 －
4 － － － － － － … － － 1 6

石　　　　　　 核 12 12 － 2 1 － 1 4 7 － － 7 1 4 7

合　 計　 点　 数 17 12 5 2 1 0 2 4 8 0 0 7 2 60

ホルンフェルス　田安山岩　　　琵ヨチャート

第柑図　石器石樹組成図
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縄文時代

縄文時代の住居跡は，早期沈線文系土器の時期の住居跡（第37号住居跡）が1軒検出されているだけである。

表面採集では縄文早期の撚糸文や条痕文系土乳　前期の繊維土器，中期阿玉台式土器などが少量ではあるが確

認されている。近隣にこれらの時期の遺構の存在を予測させるものである。

古墳時代

古墳時代の住居跡は3軒検出されている。第5◎14号住居跡出土の，内◎外面黒色処理の杯や，須恵器塔身

模倣の土師器塔がいずれも扁平であることから，6世紀後葉の住居跡と考えられる。第4号住居跡出土の，須

恵器塔身模倣の土師器塔が小型化していることや須恵器平瓶から，7世紀前葉の住居跡と考えられる。

奈良時代

奈良時代の住居跡は8軒検出されている。第28号住居跡出土の須恵器蓋は，つまみ部が扁平で返りが付いて

いることから8世紀前葉の住居跡と考えられる。第25号住居跡出土の高盤は，口径が大型化していることや，

塔の底径が大きいことから8世紀中葉の住居跡と考えられる。

第10◎11◎13◎20～22号住居跡は，須恵器高台付塔が大型化し，体部下半に稜を持ち，高台部が強く「ハ」

の字状に開くことや，蓋のつまみが宝珠状を呈することなどから8世紀後葉と考えられる。なお，第22号住居

跡からは灰粕陶器小形長頸壷と壷G類が一括出土している。

平安時代

平安時代の住居跡は19軒検出されている。第1◎8e9◎12◎15◎16◎18◎23号住居跡は高盤が見られるこ

とや盤が大型であること，須恵器杯の底部が日録部径の2分の1以上であること，須恵器蓋にボタン状のつま

みが付くことなどから9世紀前葉と考えられる。住居跡の分布もA区西側に集中する傾向がある。

第7◎19◎24◎30号住居跡は，土師器高台付皿や灰粕陶器長頸瓶などから9世紀中葉と考えられる。

第27◎31◎35◎36号住居跡は，須恵器杯の器高が高く底径が小さいことから9世紀後葉の住居跡と考えられ

る。住居跡の分布は第27号住居跡のみがB区西端に位置するが，他はC区西端に集中する傾向がある。

第2◎3号住居跡は，土師器高台付杯の高台部の特徴から10世紀前葉の住居跡と考えられる。

第6号住居跡は，土師質土器や土師器高台付塔の特徴から10世紀中葉の住居跡と考えられる。

中・近世

中世と断定できる遺構はないが，地下式壕的形態を持つ第1号土坑が該当するとみられ，近隣にこれと類す

る遺構が存在する可能性はある。

近世の遺構としては，第6～15号土壌がこれにあたる。寛永通貨や煙管などとともに人骨が出土しているこ

とから江戸期の墓壕と考えられる。

以上半田原遺跡の概略をまとめてきたが，恋瀬川流域における考古学的調査はほとんどなされていないのが

現状である。今後の調査に期するものが大きい。
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付

半田原遺跡自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

半田原遺跡は，筑波山塊の嵐　柿間盆地の恋瀬川右岸の段丘上に位置する。今回の発掘調査により，奈良◎

平安時代の集落跡が主に確認され，古墳時代の住居跡，江戸時代の墓壕などが検出されている。また，褐色火

山灰土層（いわゆるローム層）の2層下部からは先土器時代のユニットが1基検出されている。

今回の自然科学分析調査は，検出されたユニットの年代に関する情報を得るために，火山ガラス比分析およ

び重鉱物分析によりローム層の層序対比を行う。火山ガラス比分析では，ローム層中に混交する指標テフラ由

来の細粒の火山ガラスの産状を調べることにより，降灰層準を推定する。重鉱物分析では，ローム層中の重鉱

物組成を調べ，その層位的変化を指標として対比に用いる。本分析法は，武蔵野台地の立川ローム層では対比

資料が比較的多いためとくに有効な手段となっている。本遺跡周辺では分析例は少ないが，栃木県～茨城県北

部地域のローム層，茨城県南部地域および武蔵野台地のローム層との対比を行う。

1．遺跡付近の地形・地質

茨城県南部に広がる常陸台地は，さらに東茨城◎鹿島◎行方◎新治の稲敷などの各台地に分かれている。こ

れらの台地の地形◎地質は坂本は986）に以下のように記載されている。常陸台地は利根川南部の下総台地に

対比される段丘で，その構成層は最終間氷期の下末吉海進によって形成した海成層の見和層である。その上位

に体積する茨城粘土層は，下総台地をはじめとして関東平野中南部の台地に広く分布する常総粘土層に対比さ

れる。常総粘土層は小玉ほか（1981）の常総層上部粘土層に相当し，菊地（1981）によれば約4．9～6．0万年前

に噴出した（町田の新乱1992）箱根一東京軽石の降灰直前まで氾濫原に広く堆積したとされる。一方，柿間

盆地周辺に認められる狭小な台地の地形の地質は宮崎ほか（1996）に以下のように記載されている。これらの

台地は，最終間氷期以降に形成されたもので，中位I段丘面，中位II段丘面，中位Ⅲ段丘面に細分される。中

位I段丘面は見和層によって構成されているが，中位Ⅲ段丘面および中位m段丘面は見和層および常総層以外

の河成堆積物により構成されている。本遺跡が立地する台地は中位H段丘面とされ，段丘面の上位には約8．0～

9．5万年前に噴出した（町田◎新井，1992）御岳第一軽石（On－Pml；小林ほか，1967）が認められる。した

がって，本遺跡が立地する台地は新しくともOn－Pml降灰すなわち約8．0～9．5万年前以前に形成したと考え

られ，南関東の武蔵野台地のMl面にほぼ対比される。また，中位Ⅲ段丘面は常総層と同時期の堆積物により

構成されているため，約4・9～6・0万年前までには形成したと考えられる。各段丘面構成層の上位には，いわゆ

るローム層が認められる。

2．試料

試料は，A区の第一ユニット付近の北壁から採取されている。本地点では，上位より1層～5層に分層され

ており，1層は黒褐色土とされ，黒色火山灰土層（いわゆる黒ボク土層）と考えられる。また，1層上部は耕

作による撹乱を受けているとされる。2層以下は褐色のハードローム層で，4層中には赤城鹿沼軽石（Ag－KP；

新井，1962）が少量含まれるとされている。Ag－KPは赤城火山を給源とし，降灰年代は約3．1～3．2万年前（町

田◎新井，1992）と考えられている。なお，ローム層では2層がやや暗色であるが，暗色帯は不明瞭とされて
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いる。試料は2層～4層まで，上位より試料番号1－15が採取されている。この中から火山ガラス比分析に，

指標テフラに由来する火山ガラスが検出されると考えられる試料番号1～5の5点を選択する。また，重鉱物

分析には試料番号2～12の偶数番号の試料の6点を選択する。以上の柱状図と試料採取位置を図1に示す。

3．分析方法

（1）重鉱物分析

試料約40gに水を加えて超音波洗浄装置により分散，250メッシュの分析節を用いて水洗いし，粒径1／

16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後，節別し，得られた粒径1／4mm－1／8mmの砂分をポリタングステー

ト（比重約2．96に調整）により重液分配　重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。同定の

際，不透明な粒については，斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」と

する。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。

（2）火山ガラス比分析

重鉱物分析の処理により得られた軽鉱物分を偏光顕微鏡下にて観察，火山ガラスとそれ以外の砕屑物を250

粒を計数し，砕屑物中における火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは，便宜上軽鉱物に含め，その形態

によりバブル型◎中間型◎軽石型の3タイプに分類した。各型の形態は，バブル型は薄手平板状，中間型は

表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり，軽石型は小気泡を非常に多く持

った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

4．結果

結果を表1◎図1に示す。

（1）重鉱物分析

いずれの試料も，カンラン石，斜方輝石，

角閃石，不透明鉱物を含む重鉱物組成を示

す。カンラン石は試料番号8に量比の極大

層準が認められる。また，斜方輝石は試料

番号10に量比の極小層準が認められる。

角閃石はその極大◎極小は不明瞭であるが，

上部から下部に向かって概ね漸増する。

（2）火山ガラス比分析

試料番号1～3では，バブル型，火山ガ

ラスが比較的多く認められる。下位より見

て，試料番号3から試料番号1に向かって

増加する。この火山ガラスは，その産出層

準と形態および色調により，姶良Tn火山

表1重鉱物および火山ガラス比分析結果

試 カ 斜 単 角

閃

石

不 そ

の

他

合

計

ノヾ

ブ

中

間

軽

石

そ

の

他

／∠ゝ
［コ

計

料

番

ン

ラ

ン

方

輝

斜

輝

透

明

鉱

ル

型

火

山

ガ

型

火

山

ガ

型

火

山

ガ

仁コ号 石 石 石 物

ラ

ス

フ

ス

フ

ス

1 － － － － － － － 59 3 4 18 4 2 5 0

2 3 2 10 7 18 2 0 3 1 4 2 2 5 0 3 6 1 3 2 10 2 5 0

3 － － － － － － － 1 7 1 1 2 3 1 2 5 0

4 2 6 9 6 11 2 7 3 2 5 8 2 5 0 2 0 0 2 4 8 2 5 0

5 － － － － － － － 1 0 1 2 4 8 2 5 0

6 3 0 9 3 5 3 9 3 2 5 1 2 5 0 － － － － －

7 － － － － － － － － －

8 4 2 8 3

6 6

4 3 6 3 7 48 2 5 0 － －

9 － － － － － － －

10 3 5 1

1

5 7 2 9

3 7

6 2 2 5 0 － － － －

1 1 － － － － － － － －

12 1 9 1 0 2 5 1 4 0 2 5 0 － － － －

灰（AT：町田◎新札1976）に由来すると考えられる。ATは，鹿児島県の姶良カルデラを給源とし，降灰

年代は約2．1～2．5万年前（町田◎新井，1992）と考えられている。一般に，土壌中に特定のテフラが混交し

て産出する場合，テフラ最濃集部の下限が降灰層準に一致する場合が多い（早津，1988）。今回の火山ガラス

の産状からはその最濃集部が明瞭ではないが，本地点におけるATの降灰層準は2層上限付近の可能性がある。
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試
料
番
号

両
　
　
日

轟
　
餌

標

　

3

35．5－

35．0－

瑠

2

瑠

2

3

4

5

3

6

7

8

9

10

鋼

12

4

＞ 13

14
＞　 ＞ 15

5

重鉱物組成

l柳 鞘芸
… ＃観’r人
l棚 票＝ 捌 ′　　Y

l l棚 伽 毒．i
杉存夕方ク弱

50

旺Ⅲ黒ポ夕立

［コ頂一息

工＿」珪石

火山ガラス比

蛙拉道立襲 仝憲技芸受諾受諾要害薫頴

肢損 一、月 ． ’ス　 ’．♪’汽’娘鋸拉岩垂

樹漁詭駕儲 ‥　　　　　　　　 ．鍬 漆芸藁

’遊芸慈麗遊芸藁諾藁謹撰拝読汚試蒔深石深石

′一′′I、！、I、＿畿亭髭持碁況拷’．i－、場持説壌簿 、i樟搬 ’

100％0

L二」太ンラン石i二二不透明鉱物

四斜方輝石　　闇その他

m単斜輝石

巨∃角閃石

図1柱状図・試料採取位置および重鉱物組成・火山ガラス比

［lコ調プル型火山ガラス

∈∃中間型火山ガラス

∈∃軽石型火山ガうス

皿その他

5．考察

栃木県～茨城県北部の台地や丘陵に分布するローム層上部は，上位より田原ローム層，宝木ローム層に分け

られている（関東ローム研究グループ，1965）。これらのローム層の指標テフラには，上位から立川ローム層最

上部ガラス質火山灰（UG：山崎，1978）に対比される可能性のあるテフラ，前述のATおよびAg－KPなど

がある。

UGは，浅間火山の軽石流期のテフラの細粒部であると考えられており，その降灰年代は約1．2万年前とされ

ている（町田◎新井，1992）。南関東地方に広く分布し，武蔵野台地の立川ローム層の標準層序におけるm層上
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部が降灰層準と考えられている。また，UGは，南軽井沢などの給源周辺の多くの露頭で認められている浅間板

鼻黄色テフラ（As－YP）直上の火山灰互層に対比されるとも考えられている（町田ほか，1984；鈴木ほか，

1987）。これまでの分析例により，栃木県～茨城県北部の田原ローム層最上部にも，UGに対比される可能性の

あるテフラが認められ，この地域のローム層の層序対比の指標となっている。ただし，栃木県北部地域では，

同層準に男体火山を給源とする男体七本桜軽石（Nt－S：須藤の山崎，1980）に由来する軽石型火山ガラスが

混在している可能性もある。

また，栃木県～茨城県北部におけるATの降灰層準は，田原ローム層と宝木ローム層の境界層の暗色帯の上部

に認められ（町田◎新井，1976），武蔵野台地では当社の分析例により立川ローム層の標準層序におけるⅧ層

上限に降灰層準がある場合が多い。

以上のことと今回の分析結果により，本地点の2層上限付近が栃木県～茨城県北部地域の宝木ローム層最上

部付近に対比される。武蔵野台地の立川ローム層との対比では，本地点の2層上限付近が武蔵野台地の立川ロー

ム層のVI重層上限付近に対比される。さらにAg－KPは宝木ローム層の中部に挟まれる（阿久猟1986）ことに

より，本地点の4層が宝木ローム層の中部付近に対比される。

また，本地点でATの最濃集部が明瞭ではなく，さらにUGに対比される可能性のあるテフラが認められなか

ったのは，テフラ降灰後に田原ローム層が削剥または撹乱を受けた可能性がある。

田原ローム層から宝木ローム層の重鉱物組成は，これまでに阿久津（1957）や関東ローム研究グループ（1965）

による分析例がある。関東ローム研究グループ（1965）では，田原ローム層では斜方輝石が多く，他に磁鉄鉱

単斜輝石，少量の角閃石，カンラン石を含み，宝木ローム層のAg－KPより上位では，角閃石を比較的多量に

含み，少量のカンラン石を含むとされている。さらに当社の分析例により，角閃石が暗色帯上部付近すなわち

宝木ローム層最上部付近において下位に向かって増加すること，ATの降灰層準のやや下位にカンラン石の極

大，さらにやや下位に輝石の極小や角閃石の極大が認められることなどが指標になっている。

本遺跡周辺では土浦市内での分析例がある。それによると，カンラン石の量比はいずれの層準においてもや

や高く，その極大層準はATの降灰層準のやや下位とさらにその下位の2層準において認められている。また，

角閃石の量比は比較的低く，ATの降灰層準以下で少量から微量認められるが明瞭な極大⑳極小は認められない。

これらの重鉱物分析例と本地点におけるその層位的変化の特徴は，必ずしも一致はしないがほぼ類似してい

る。したがって，本地点の2層～4層は，栃木県～茨城県北部の宝木ローム層上部～中部にほぼ対比される。

以上の重鉱物組成による層序対比の結果は，ATの産状による層序対比の結果とほぼ一致する。

以上のことによりブ　本遺跡の2層下部から検出されたユニットは，古くともAg－KP降灰すなわち約3．1～

3．2万年前以降で，新しくともAT降灰すなわち約2．1～2．5万年前以前のものと考えられる。

ローム層（ここではいわゆる関東ローム層のような細粒の火山砕屑物を母材とする土壌をさすものとして用

いる）の成因については，従来は小噴火による降下火山灰の累積したもの（たとえば町田（1964）など）とす

る説が主に指示されてきた。これに対して，いったん堆積した火山灰が風によって移動させられて累積したも

のとする説も主張されるようになっている。この説は，中村（1970）により提示され，早川（1986），早川◎由

井（1989），早川（1990），早川（1995）などにおいて火山学および火山灰編年学上の種々の観察事実を根拠と

して述べられている。この説に従えば，ローム層も黒ボク土層も火山の噴火とは関係なく常に降りつもる風塵

によって形成されたことになる。さらに，過去5万年間に堆積した火山灰土が層厚1mを上回る地域では，ロー

ム層は広域テフラや小規模な噴火により降下堆積したテフラがそのまま保存されたものと上述の二次堆積した

テフラとが混在するが，場所によりその構成物の割合は変化すると述べられている（鈴木，1995）。すなわち，
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ロームの形成にはテフラの一次堆積も大きく関与しており，風塵やテフラに由来する火山砕屑物が土層中に拡

散し，それらが土壌生成作用を受けながら少しずつ累積することにより，ローム層が形成されているというこ

とになる。以上のことは，本分析結果におけるATの産状にもよくあらわれている。

また，ローム層の鉱物組成にはローム層の母材となった火山噴出物の鉱物組成が反映されており，それは地

域的に，また時期的にも類似すると考えられる。したがって，武蔵野台地や栃木県～茨城県北部程度の広がり

をもった地域内では鉱物組成の層位的変化を調べることにより，対比の指標が導き出され，層序対比が可能と

なっている。

ローム層中の暗色帯については，黒部（1963）の研究をはじめとする分析例などから腐植の集積が他の層位

よりも高いことがわかっている。腐植の集積には，周辺植生以外に気候，地形，風塵の堆積速度，粒径や砕屑

物の種類などの堆積母材の性状，堆積後の経過時間などの様々な要因が関連すると考えられる。本地点で栃木

県～茨城県北部の宝木ローム層最上部で認められることが多い暗色帯が明瞭ではなかったのは，上述のような

暗色帯の形成条件が本地点ではやや異なっていたことを示唆する。
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図版1　重鉱物・火山ガラス

1．重鉱物（試料番号2）

0．5mm

01：カンラン石．Opx：斜方輝石．Cpx：単斜輝石．Ho二角閃石
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